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　序章






　しなやかな指に頤おとがいをすくわれ、マルガレーテは小さく慄いた。

「どうした、マルガレーテ？　接吻にはもう慣れたはずだが？」

　男らしい低音なのに、どこか甘さも感じさせる囁き──離宮の優美な寝室で、エルンストの声はヴェルベットのように柔らかく響く。

　蝋燭の揺れる光が、王太子の秀麗な面差しを照らし出した。絹糸のような漆黒の髪、深い海の色をした瞳。神に仕える大天使さながらに凛々しいのに、その笑顔は少年の名残も感じさせる。

　それなのにマルガレーテの身体はぎこちなく強ばるばかりだった。嫁いで何日もたつというのに、こんな状況ではどうしていいかわからなくなるのだ。肌が透けるような寝衣姿を見られるのも恥ずかしい。

　大きな寝台の端に腰かけたまま声も出せずにいると、からかうような笑い声が響いた。

「そんなに怖がらないで。ほら、こうされるのは好きだろう？」

　上唇を柔らかく食まれ、全身がカッと熱くなる。

　そんな変化を察したのか、細い肩を抱く腕に力が込められた。一方で、長い指がなだめるように蜂蜜色の髪を梳く。

「それにテレジアとは……もっといろいろなことをしているのだろう？　キスよりもずっと淫らで、激しいことを」

　慕っている人の名前を唐突に囁かれ、華奢な身体が震えた。テレジアはエルンストと生き写しの美しい女性で、うぶなマルガレーテに優しく性愛の手ほどきをしてくれる相手だった。

「彼女からすべて聞いている。君はどうされるのが好きか、どこに触れられると悦ぶか」

「そ、それは──んっ！」

　震える唇を口づけで塞がれ、マルガレーテは反射的に逃れようとした。しかし顎先を捉えられているせいで身動きできない。

　左の乳房をそっと包まれたのは、その時だ。

「たとえばここだ」

「や、あんっ！」

「大丈夫。ちゃんと教えられている、決して乱暴にしてはいけないと」

　エルンストは何度も唇を啄みながら、豊かな胸をまさぐり始めた。ものたりないくらい優しい触れ方をするくせに、人差し指と中指で可憐な頂を挟み、クリクリと擦って尖らせる。その指は確かにテレジアの愛撫とよく似た動き方をした。

「ん、う、んぅ──」

　絹の寝衣は羽のように薄いが、布地で肉粒を擦られるたびに強い刺激に襲われる。その上わずかな隙間から肉厚の舌が入り込んできて、口内をゆっくり探り始めた。小さな歯列をたどられるだけで、いたたまれない感覚がジワリとわき上がってくる。

「ふ、あ……」

「もうこんなに硬くして……君は実に感じやすいな。本当は指でいじるだけでは足りないのだろう？　もっと別の場所も触ってほしいのではないか？」

　キスの合間に淫靡な睦言を囁かれ、わななく肢体から次第に力が抜けていく。

「ああ、そういえばこちらを忘れていた」

　エルンストは続いて右の膨らみも揉みしだいた。そうしながらマルガレーテを抱きかかえ、ゆっくり寝台に押し倒していく。

「あ、おやめくだ──」

「だめだ」

　抗おうとしても無駄だった。エルンストが覆い被さってきて、布越しに胸の果実をくわえたのだ。舌先でくすぐられ、ねっとりと転がされて、足先がキュッと丸まってしまう。

「嫌！　あ、ああっ！」

　濡れた絹地が突起にまとわりつき、ひんやりした感触が走ったが、すぐに熱い口腔に包まれた。弄ばれている胸から無数の火花が散って、全身に広がっていくようだ。ほどなく両脚の奥の感じやすい場所がほてり始め、マルガレーテはモジモジと腰を揺らした。

「……嫌だと？　それは違うな」

　低い笑い声が響く。エルンストはなおも乳首を舐めしゃぶり、じれったいくらい細やかな愛戯を施し続けた。

「や、あ、あん」

　官能の荒波に追い上げられ、琥珀色の瞳が涙で濡れる。それでもマルガレーテは悦びに身を任せきることはできなかった。

「殿下、どうか……お許しを」

「なぜだ、マルガレーテ？　私たちは神の御前で婚姻の誓いを交わしたのだぞ。夫が妻を慈しむのは当然だろう？」

　確かに彼の言うとおりだった。今のマルガレーテはれっきとした王太子妃であり、伴侶となったエルンストに心を寄せてもいる。いや、それどころか日ごとに思いが募るばかりだ。しかしだからこそ、こんなふうに淫らに溺れてしまうことが許せないのだった。

「わ、わたくしは──」

「テレジアのことを気にしているのか？」

　今度は柔らかく甘噛みされて、マルガレーテは声にならない悲鳴を上げた。再びテレジアの名を耳にしたせいか、ひどく敏感になっている気がした。

「それなら案ずることはない」

　エルンストは一度上体を起こすと、薄絹の寝衣を腰までめくり上げた。

「あっ！」

「さあ、脚を開いて」

　両腿に手をかけられ、大きく割り開かれて、マルガレーテはきつく目を閉じた。

　下着をつけていないため、淡い下生えも、その奥の秘部も、すべてがエルンストの前にさらされている。いたたまれずに頬を真っ赤に染めながらも、マルガレーテが感じているのは羞恥だけではなかった。

　──わたくし……どうして？

　その証拠に、熟れた果肉は自分でもわかるくらい熱を帯びて疼いている。まるで王太子に蹂躙されるのを待ち焦がれているかのように。

「きれいだ。君の花園が濡れ光って、ヒクついている」

「……見ないで、どうか」

　視線で嬲られるだけで、たまらなく感じてしまう。脈がどんどん速くなり、苦しいくらいだ。

　房事についてはほとんど知らなかったのに、無垢な身体はたった数日ですっかり変えられてしまっていた。夫であるエルンストによって、いや、それ以上にその姉のテレジアによって。

「なぜ嫌がる？　まるで朝露を抱く花のようなのに」

　器用な指先が和毛をくすぐり、マルガレーテを喘がせる。

「テレジアにも見せたのだろう？　こんなこともさせたはずだが？」

　淡い色の花弁をそっとめくり、エルンストはほてった秘処に優しく指を埋めた。

「ひっ！」

　最も敏感な場所に触れられて、細い腰が跳ねた。

「や、あ──」

　滲み出た蜜液をすくい取りながら、器用な指先が秘裂をゆっくり行き来する。

「感じるのだろう、マルガレーテ？」

　マルガレーテの下肢からは、クチュクチュという耳を覆いたくなるような水音が響いた。それを聞きたくなくて何度もかぶりを振るが、甘い攻めは容赦なく続く。

「あ、あうぅ」

　エルンストは花びらを嬲り続けるものの、肝心な官能の芽には触れようとしなかった。それでも花芯からはジクジクと蜜が溢れ出す。マルガレーテは無意識に腰を揺すったが、そんなふうに焦らすやり方もテレジアを思い出させた。

　少し硬い指先の感触も、繊細で丹念な触れ方も、怖くなるくらいよく似ている。そんなふうに思うのは二人が血を分けた姉弟だからだろうか？　ともすると彼女に愛されているような感覚さえ覚えてしまい、マルガレーテは激しく動揺した。

　王太子に抱かれながら他の人物を思い浮かべるなど不敬の極みだ。そればかりか女性でありながら自分に性の奉仕をしてくれるテレジアにも申しわけない。彼女の行為はすべてエルンストのためなのだから。

「だ、め。だ、だめ……こんなの」

　間断なく追い上げられ、罪の意識にも苛まれて、マルガレーテは涙を零す。

「どうしてだめなのだ？」

「だ、だって──」

「さあ、マルガレーテ」

　エルンストは濡れた頬に唇を寄せ、優しく涙を吸い取った。

「もう何も考えるな、テレジアのことも。君はただ溺れればいい」

「……溺れる？」

「そうとも。私たちがこうして睦み合うことを、彼女は何より望んでいるのだから」

「殿下……あうっ！」

　エルンストが身を起こしたかと思うと、秘裂に濡れた感触が走った。

「や、やぁ！」

　猫がミルクを舐め啜るようなピチャピチャという音──熱く柔らかい何かが、マルガレーテの花弁をゆっくりなぞっている。

　──まさか……舌？

　エルンストが自分の陰部を舐めているのだ。

　想像したこともない行為に頭の中が真っ白になったが、とまどう間もなく小さな蜜孔にも指を差し入れられた。

「や、許し、てくだ──」

　いやらしい水音が響く中、与えられる快感はすでに限界を超えていた。なんとか逃れようと、脚の間にある頭を押しやろうとした時だ。

「くぅっ！」

　エルンストが唇で襞をかき分けるようにして、繊細な肉芽に歯を立てたのだった。同時に隘路の入口を指で引っかかれ、ほっそりした身体が大きく跳ねる。

　ずっと待ち焦がれていた瞬間だったが、処女の身体にはあまりに刺激が強過ぎた。

「あ、ん、ああ……」

　荒れ狂う愉悦の嵐に巻き込まれ、マルガレーテは全身をわななかせた。
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　第一章　貢ぎものの王女






　用意された白絹の婚礼用のドレスは、ため息が出るほど美しかった。

　身ごろは精巧なレース地で小さな真珠がビッシリ縫い止められ、細く絞った腰から下はふんわりと広がって優美な襞が重なっている。咲き誇る白薔薇を思わせるドレスは時間と手間を惜しまずに作られたもので、大国マスレルの財力を惜しげなく見せつけていた。

　しかしそれをまとうマルガレーテ・エリーズ・フォン・エラーデンの顔は不自然に強ばって、まったく血の気がない。とはいえ各国の王室から花嫁にと望まれた美貌はそんな状態でも少しも損なわれることなく、澄んだ琥珀色の瞳も、ふっくらした赤い唇も、絵画に描かれた天使のように愛らしかった。

　結い上げた蜂蜜色の髪に、侍女がダイヤモンドと真珠で縁取られた冠をのせた時だ。部屋の扉が開き、長身の若者が姿を見せた。気品ある整った顔立ちはマルガレーテに似ていて、髪や瞳の色も同じだが、ひどく近づきがたい雰囲気を漂わせている。

「支度はできたか？」

　その物腰に圧倒されたのか、侍女が慌てたように一礼して退出していった。

「じきに王太子が迎えに来る。笑え、マルガレーテ」

　マルガレーテを一瞥するなり、平板な声で命じたのは兄のヘルマンだった。母国エラーデンの王太子で、妹の婚礼に参列するため帯同してきたのだが、その晴れ姿を誉めるでもなく、無表情で淡々と続ける。

「エラーデンとマスレルの絆を強めるめでたい日なのだぞ。たとえ意に沿わない相手だとしても、それらしく振る舞うのが花嫁の務めだろう」

「承知しております、兄上様。それに意に沿わないなんて……とんでもございません」

　マルガレーテは懸命に笑ってみせたが、その声は硬く、少し震えてしまった。もとより拒絶が許される立場ではなかったけれど、式典の時刻が近づいてくるにつれ、どうしても不安ばかりが募ってくる。

　これからマルガレーテが嫁ぐマスレル王国は故郷のエラーデンより五倍も大きく、人口もはるかに多かった。統制された国軍を有する軍事大国として広く知られ、近年は圧倒的な武力で周囲の国々を次々と併合し、なおも拡大の機会を窺っている様子だ。母国にとっては長年の友好国だが、さらに絆を強固なものとするために差し出されたのが、『王宮の真珠』と呼ばれる王女のマルガレーテだった。

　エラーデンは小国ながらも長い歴史を持ち、良質な大理石の産地として知られている。さらに温暖で農耕が盛んな土地柄もあって、侵略の脅威にさらされやすい。とみに軍事力を増しているマスレルも例外とは言えず、婚姻によってその保護下に置いてもらうことで、この先も国家を守ろうとしたのである。

　マスレルの王太子は今年二十五になり、異母弟がひとりいるが、その王子とは十五歳以上も年が離れている。一方のマルガレーテはこの春十八の誕生日を迎えたばかりで、まさに似合いの縁組と言えた。

　しかし夫婦となる二人が顔を合わせたことはなく、実のところマルガレーテは体のいい貢ぎものなのだ。もちろんマルガレーテ本人もそんな状況は心得ており、喜んでこの縁談に臨むつもりだった。王女として生まれたからには自国のために果たすべき義務がある。

　とはいえ十八の少女にすれば、たったひとりで見知らぬ地へ嫁ぐのはひどく心もとない状況ではあった。国の威信がかかっているため花嫁支度こそ贅沢に整えられたものの、父王は侍女どころか小間使いひとり付き添わせなかったのだから。

『エラーデンの者がいれば、何かあるたびにどうしても頼ってしまう。早くマスレルに馴染むためにも、あちらには誰もやらんぞ。よいな、マルガレーテ』

　父の言葉を思い出し、マルガレーテはそっと唇を噛んだ。娘を思いやるふうを装いながら、実情はまったく違っていたからだ。

　──父上様……。

　これまでマルガレーテは一度も父の腕に抱かれた覚えがない。

　もともと一緒にいる機会も少なく、ほとんど声をかけられたこともなければ、視線を向けられたことさえ数えるくらいしかなかった。生後間もなく母の実家へ追いやられてから、昨年王宮に戻されるまで、まるで存在しないかのように扱われてきたのである。もっとも父にすれば、いっそ生まれてこない方がよかったのかもしれないが──。

「笑えと言ったはずだが」

　ふいにヘルマンに声をかけられ、マルガレーテはようやくわれに返った。

「も、申しわけございません」

「花嫁が、そんな仏頂面でどうする」

「はい、兄上様」

　兄がそばにいることを思い出したものの、考えてみれば、これもまた奇妙なことだった。ヘルマンは実の兄とはいえ、ずっと離れて暮らしてきた。今までろくに口をきいたこともなかったため、まさかこんなふうにつき添ってくれるとは思いもしなかったのだ。

　──兄上様はどうして一緒に来てくださったのかしら？

　父王同様に使用人よりも距離を感じさせるヘルマンだが、その存在はマルガレーテにとって心強いものだった。一国の王太子らしく堂々としていて頼もしく、マスレルでの扱いが至極丁重なのも彼のおかげだと思えた。

　今もヘルマンは泰然とした様子で、開け放されたバルコニーへ向かった。そこからは王宮前の広場とその先に広がる市街地が臨めるのだが、みごとに整備された町並みを見に行ったようだ。

　王太子の婚礼を祝おうと人々が集まり始めているのか、風にのって賑やかなざわめきが聞こえてくる。

「なるほどマスレルはたいしたものだ」

　兄の深い嘆息を耳にして、マルガレーテはその意図にようやく気づいた。

　ヘルマンは妹の婚礼を口実に、大国マスレルの視察に来たのだろう。これから姻戚となって同盟を結ぶのだから当然かもしれないが、たったひとりで嫁ぐマルガレーテを心配してくれたわけではないのだ。

　そういえばこの結婚に関して、誰より前向きな態度を見せたのも彼だったという。極力マルガレーテに関わりたがらず、いずれは修道院へ入れようとしていた王を説得したばかりか、今日に至るまで周到な準備を整えてくれたのもヘルマンだ。しかしすべてはいずれ自らが治めるエラーデンのためだったのだ。

　──しかたのないことだわ。

　何年も自分に無関心だった兄が急に変わるはずがない。

　ヘルマンはなおも鋭い視線を戸外へ向けていたが、マルガレーテはため息を押し殺し、気を紛らわせようと周囲を見回した。そうでもしなければ涙が零れそうだったのだが、そこは確かに見惚れてしまうほど贅を尽くした居室だった。

　──きれいなお部屋。

　賓客用に作られたのか八角形という変わった形もさることながら、高い天井は翡翠色できらびやかな金の縁取りが施されている。淡いクリーム色の壁も唐草の浮き彫りで華やかに飾られていた。

　大理石の暖炉、天上近くまである大きな鏡、王冠を思わせるまばゆいシャンデリア、薔薇色のダマスク織りの椅子──たくさんの色を使っているのに洗練されていて、まるでこの部屋そのものがひとつの宝飾品のようだ。

　エラーデンの城も美しいけれど、もっと古風で地味な印象だったし、規模も小さかった。しかも王女とはいえ、実際は田舎にある祖父の館で育ったマルガレーテには、どこもかしこもまぶし過ぎて、どうにもよそよそしく感じられてしまう。もちろんそれでもうれしそうに笑わなければいけないのだけれど。

「失礼いたします」

　廊下から声をかけられたのは、その時だった。

「姫君、王太子殿下がお見えになりました」

　王太子の従者だろうか。聞こえてきたのは若い男の声だ。

「ど、どうぞお入りくださいませ」

　夫となる相手が、ついに姿を見せるのだ。答える声が掠れてしまい、マルガレーテは思わず兄を見やる。

　窓辺で振り向いたヘルマンの顔もわずかに強ばったように感じられた。常に動じない彼にしては珍しいことだが、マスレル王国の王太子エルンスト・ダミアン・フォン・マスレルは、それほどまでに勇名をはせている人物なのだった。

　そもそも領土拡大路線に転じたのは現国王の意向だというが、総司令官としてマスレル軍を指揮し、それを具現化してみせたのが彼だ。

　ここと目をつけた土地があれば領主と粘り強く交渉し、それでも所有がかなわない時は実力行使に打って出る。闘いは連戦連勝が続き、無敵の王太子は『マスレルの鬼神』とも呼ばれていた。

　かつては国境付近での小競り合いが絶えなかったというが、もはやマスレル王国に、いや、正確にはエルンストに刃向おうとする者は存在しない。もちろんエラーデンも例外ではなかった。

　マスレルの鬼神──いったいどれほどいかめしい武人が現れるのだろう？　見るも恐ろしい凶相だったらどうしよう？

　マルガレーテは震えながら扉を見つめた。覚悟はしていたつもりだが、恐ろしくて鼓動が速まり、背中に冷たい汗が流れる。

　自国の領土を広げるため、戦に明け暮れる男の顔は想像もつかない。婚約が整ったのはここ数カ月のことなので、絵姿を交換する暇さえなかったのだ。

　重々しい音と共に扉が開き、マルガレーテは両手を握り締めた。

「エルンスト・ダミアン・フォン・マスレル王太子殿下です」

　まず入ってきたのは、従者らしい金髪の若者だ。彼が押さえる扉の陰から、長身の青年が現れて、マルガレーテは息を呑んだ。

「あ──」

　いかにも軍人らしいいかつい男性とばかり思っていたのに、そこに立っていたのは目を見はるような貴公子だったからである。

「ごきげんよう、マルガレーテ姫。ようこそマスレルへ」

「は、はじめまして」

　笑顔で話しかけられて、マルガレーテは頬を染めながら膝を折った。それから兄の言葉を思い出し、慌てて笑みを浮かべる。

「ごきげんよう、エルンスト殿下。エラーデンのマルガレーテでございます」

　見上げるほど背は高いものの、エルンストは細身で、豪華な飾緒のついた銀の礼服がよく似合っていた。

　うなじにかかる漆黒の艶やかな髪、冬の空のように澄んだ藍色の瞳、高い鼻梁と優雅な弧を描く唇──女性と言っても通りそうなくらい優しげな面差しながら、同時に侵しがたい気品と闊達な男らしさも感じさせる。

「どうかエルンストと呼んでください。私もあなたをマルガレーテと呼ばせていただく。じきに私たちは夫婦になるのですから」

　その声もまた柔らかく落ち着いていて、粗暴さとはほど遠い。マスレルの王太子は血なまぐさい戦場よりも、優雅な舞踏会の方がずっと似合いそうな人物だった。

「道中はいかがでした、マルガレーテ？　エラーデンからは山道ばかりだから、さぞお疲れになったでしょう？」

「いいえ」

　思いがけない気遣いがうれしくて、マルガレーテの声が弾む。誰かに心配してもらうなんて、ずいぶん久しぶりのことだったのだが──。

「どうもありが──」

　礼を言い終わらぬうちに、エルンストの視線が流れるようにヘルマンへと向けられた。

「ようこそ、ヘルマン殿下」

　瞬間、マルガレーテは空気が揺らいだような気がした。王太子の微笑と声の調子が、ほんの少し変化したのだ。勘違いかと思ってしまうほど、かすかな緊張感がエルンストを包んでいる。

「お久しぶりです、エルンスト殿下」

　もっともそれはヘルマンも同様らしく、兄の返答はいささかぎこちなく感じられた。

「あなたもお元気そうで何よりです。つつがなく今日を迎えられ、心よりお喜び申し上げる」

「ありがとう」

　二人の王太子は同い年で、これまでにも何度か顔を合わせたことがあるらしい。気心が知れているのか、彼らはどちらからともなく歩み寄り、笑顔でしっかり手を握り合った。

「妹君は本当にお美しい。こうしてマルガレーテ姫を娶り、貴国と縁を結ぶことができて、誠に光栄に思います」

「こちらこそ。ふつつかな妹だが、どうか末永くよろしくお願い申し上げる」

　続けて近況を報告し合う二人を見ていた時、マルガレーテはある共通点に気がついた。いかにも親しげに笑顔で会話を続けていながら、どちらの瞳も笑っていなかったのだ。

　貴石のように美しいのに、まったく感情が読めないエルンストの青い瞳。

　優しく穏やかそうでいて、実はすべてを冷徹に観察しているヘルマンの琥珀色の瞳。

　一瞬、マルガレーテの胸が鋭く痛んだ。

　──エルンスト殿下も兄上様と同じなのだわ。

　どちらの視線にも覚えがあった。これまでずっと父王からそんな目で見られてきたのだから。

　それぞれの立場上、エルンストとヘルマンが心を許しきれないのはしかたのないことだ。しかし親子でありながら、父が誰よりも遠い存在であったことを改めて思い知らされ、マルガレーテは唇を噛む。

『どれほどかわいらしくても、どれほど母に似ていても……あれは罪の子だ』

　そもそもマルガレーテはずっと祖父の屋敷で育てられてきた。

　ようやく王宮に呼び戻してからも、できるかぎり名前を呼ばず、そばに寄せつけず、マルガレーテを視界に入れることさえ避けようとしていた父。どうしても対峙せざるを得ない時には平静を装いながらも、不信感と猜疑心に満ちた眼差しを向けてきた人。

『娘などであるものか。私の命より大切なものを奪ったのだからな』

　さすがに面罵されることこそなかったものの、そんな心ない言葉は結局マルガレーテの耳にも入ってきた。父はよく取り乱したし、人の口に戸を立てることはできなかったからだ。

　──だめよ、マルガレーテ！　今は父上のことを考えてはだめ！

　マルガレーテはかぶりを振って、懸命に背筋を伸ばした。

　視界が潤み始めても、涙を零さないだけの分別はあった。たとえ実の父からずっと疎まれ、憎まれて、虐げられ続けてきたとしても、今は幸福そうに微笑まなければならない。

　その時、マルガレーテはエルンストが自分を見つめていることに気がついた。

　あいかわらず微笑んでいるものの、サファイアのような瞳は凪いだ湖面を思わせた。特に嫌悪感もない代わりに、喜びも高揚もまるで感じられない。ヘルマンに対して見せた、ごくわずかな緊張感さえも。

　これから花嫁を迎えるというのに、エルンストは些細な執務をこなすかのように落ち着き払って見えた。

「ではマルガレーテ、礼拝堂にご案内しましょう」

　右手を差し出すエルンストの横で、ヘルマンが促すように大きく頷いた。

「……かしこまりました」

　もちろんこうなることは初めからわかっていた。

　この婚礼はあくまでマスレルとエラーデンの絆を強固にするためのもの──王太子であるエルンストにとっては、自身の結婚さえも少しばかり大がかりな国事行為に過ぎないのだろう。それとも採算性のある軍事作戦のひとつだろうか？

　いずれにしてもマルガレーテの運命はすでに定められている。しかしただ歩き出せばいいだけなのに、華奢な絹の靴に包まれた足はどうしても動かなかった。

「マルガレーテ、どうかなさいましたか？」

　エルンストが不思議そうに目を見開いた。

「もしかしてご気分がすぐれないのでは？」

「い、いいえ」

「だが、それにしてはお顔の色が冴えないようだ。少し座って休まれてはいかがです？」

　案ずるように眉を寄せて歩み寄って来たものの、依然としてエルンストの瞳に感情の揺らぎは見えない。優しそうでいて実はよそよそしいその視線が、マルガレーテになおのこと父王を連想させるのだった。

　──そんなふうにわたくしを見ないで。

　彼もやはり同じなのだろうか？　妻となっても心は通い合わず、死ぬまで親しくなることはできないのだろうか？　自分など存在しないかのように振る舞い続けた父や、これまでの人生で数えられるくらいしか言葉を交わしたことのない兄のように。

「本当に……大丈夫ですわ」

　マルガレーテは必死に言葉を絞り出した。

　エルンストにすれば婚礼が無事に済めば充分だろうし、あからさまな政略結婚なのだから夫婦の関係もおそらく形式的なものとなるだろう。王太子が何より国を重んじるのは当然のことで、それを責めるのはおかしな話だった。

　マルガレーテにしても結婚に夢を抱いていたわけではない。幸福になりたいとか、妻として愛されたいなどという、分不相応な願いを持つつもりもない。

　それなのになぜか急に激しい思いがこみ上げてきて、呪いのように心と身体を縛りつけてしまっていた。

　──お願いだから、どうかわたくしを嫌わないで。

　言いしれぬ恐怖と剥き出しの懇願。

　もしかしたらマルガレーテは自分で思っている以上に深く傷ついていたのかもしれない。冷ややかな家族関係に疲れ果て、夫となる相手に意識せぬまま、どこか期待を抱いていたのかも──。

　とはいえ、それはエルンストにはまったくあずかり知らぬことなのだ。加えて今のような反応は彼に不信感を抱かせるだけだろう。

　──しっかりしなさい、マルガレーテ！　さあ、まず笑うの。それからエルンスト殿下と腕を組んで、礼拝堂に行くのよ。無事に婚礼を終えて、マスレルの王太子妃になるために。

　マルガレーテは歯を食いしばるようにして笑顔を作り、なんとか歩き出した。いや、そのつもりだった。

　ところが実際には身体は動いていなかった。それどころか進もうとする気持ちを裏切るように、両脚から力が抜けていったのだ。

「マルガレーテ！」

「どうした、マルガレーテ？」

　急激に暗くなっていく視界の中、二人の王太子が慌てた様子で駆け寄ってきた。どちらも青ざめ、取り乱して見える。

　──どういうこと？

　マルガレーテは自分の身に何が起きたかわからぬまま、闇の中へと落ちていった。





　　　　◇◇◇






　結局、マスレル王国の王太子エルンストと、エラーデン王国の王女マルガレーテの婚礼の式典は厳粛かつ盛大に執り行われた。

　式が始まる少し前に花嫁が体調を崩したため、予定が一時間ほど遅れはしたものの、結ばれたばかりの二人は王宮のバルコニーにも姿を見せた。

「王太子殿下、万歳！」

「妃殿下、おめでとうございます！」

　慶事に熱狂する国民は若く美しい王太子夫妻の幸福を疑うことなく、誰もが心からの祝福を贈った。王太子の笑顔はどこかぎこちなく、王太子妃のかわいらしい顔は少し青ざめていたけれど。






　第二章　秘密の姉君






　せめて一時間でいいから、何も考えずにいたかった。

　母国とは異なるさまざまな慣習、ひっきりなしに届く食事やお茶の誘い、それでいて頼れる相手がひとりもいない環境──マルガレーテの毎日には、ささやかながらも気苦労が続いていた。

　だからほんの少しだけ、すべてを忘れて森で気晴らしがしたかっただけなのに、まさかこんな恐ろしいことになるなんて──。

　マルガレーテは蹲る黒髪の女性に取りすがり、必死に声をかけた。

「ああ、どうしましょう？　ごめんなさい。大丈夫ですか？」

　豊かな蜂蜜色の髪は草だらけで。淡い紫のドレスも少し汚れてしまったが、そんなことにかまってはいられない。

「もしかしてお怪我をなさったのではないですか？」

　女性は右の手首を押さえて俯いていた。そこが痛むのだろうか？　血は流れていないようだが、骨が折れていたりしたらどうしよう？

「どこか痛みますか？」

「いいえ」

　おもむろに顔を上げた相手を見て、マルガレーテは小さく息を呑んだ。

　──なんて……きれい。

　その面差しは神話に出てくる女神のように、まばゆいほど美しかったのだ。

　紺色のドレスがよく似合っていて落ち着いて見えるから、十八になるマルガレーテより五、六歳は年上だろうか。結い上げた黒髪は少し乱れていたが、白磁のようになめらかな肌と澄んだ青い瞳に目を奪われずにいられない。

　──あ……。

　なぜかかすかに胸が波立った。不思議ななつかしさを覚えて、マルガレーテは目をしばたたく。

　──前にどこかでお会いしたかしら？

　見覚えがあるような気もするものの、間違いなく初対面だった。これほど気品ある美女なら一度会えば忘れるはずがない。

　そのまましばらく見惚れてから、マルガレーテはようやくわれに返り、慌てて頭を下げた。今はぼんやりしている場合ではない。

「ですが、手首を痛めたのではありませんか？　わたくしのせいでこんなことになって、何とお詫びを申し上げたらいいのか」

「あなたのせいではないわ。それにちょっとぶつけただけだから、気になさらないで」

　やや掠れた、思いのほか低い声だった。

「ぶつけた？　まあ、本当に申しわけありません！　ヴィントはおとなしい子だと聞いたのですけれど」

　その声に少し驚きながらも、マルガレーテは重ねて謝罪した。なにしろ怪我の原因は暴走した彼女の馬を止めようとしたためなのだから。

　白い毛並みが美しいヴィントは穏やかな性格ということで、マルガレーテのために馬丁が選んでくれた馬だ。実際、途中まではうまく乗りこなすことができていた。

　しかし森に入ってから飛び出してきた野ウサギに驚いて、まったく制御できなくなってしまったのだ。しばらく走った先で、たまたま居合わせた女性が駆け寄って手綱をつかんでくれなかったら、今ごろどうなっていたかわからない。

「本当に申しわけありません。私がもっと気をつけていれば──」

「そんなに謝らないで。誰が悪いわけでもないのだから」

　白馬は先ほどまでの様子が嘘のように、少し離れたところでのどかに草を食んでいる。ヴィントのせいで手首を痛めてしまったというのに、馬を見やる女性の視線は優しかった。

「あの子はもうすっかり落ち着いたようだけど、あなたはどう？　お怪我はない？」

「え、ええ。大丈夫です。助けてくださって、どうもありがとうございます」

「よかったわ。だけど、あなたのお供はいないの？」

「途中まで馬丁が一緒だったのですけれど、はぐれてしまって……きっと今ごろ心配しているわ」

　その返答に納得したのか、女性はドレスについた草を左手で払いながら立ち上がった。

「じゃあ、もうすぐ馬丁があなたを見つけてくれるわね」

　微笑んでいるものの、痛みのせいか右手は力なく下ろしたままだ。華奢だが、かなり背が高く、マルガレーテは自然と彼女を見上げる形になった。

「あの……やっぱりだいぶ痛むのではありませんか？」

「いいえ、本当に平気よ。それではわたくしはこれで失礼するわね」

「あ、お待ちください！」

　マルガレーテは急いで辺りを見回した。二人がいる初夏の森は緑で埋め尽くされている。ここにならきっと──。

「あったわ」

　琥珀色の瞳を輝かせ、マルガレーテは近くの草むらに駆け寄った。小さな紫の花をつけたラベンダーを見つけたのだ。

　この香草には消炎効果があって、打ち身にも効くといわれている。幼いころに祖父が教えてくれた知恵だった。本当はハーブオイルを使えればいいのだが、何もないよりはましだろう。

　マルガレーテはラベンダーの花を数本摘んで、再び女性の前に立った。

「右手を貸していただけますか」

「それは？」

「ラベンダーです。炎症に効く薬草なので、取りあえずこれを使えば少しは痛みが引くかもしれません」

「わかったわ」

　意外に大きくしっかりした手を預けられ、びっくりしながらも指先で手早く花穂を潰す。それを手首にたっぷりのせて、包帯代わりにハンカチを巻きつければ、即席の湿布になるのだ。

　すると女性は感心したように青い目を見開いた。

「驚いたわ。よく知っているのね」

「前に祖父が教えてくれたのです。わたくしは田舎で育ちましたし、小さいころはとてもおてんばで、怪我をすることも多かったので」

「まあ、とてもそんなふうには見えないけれど」

　柔らかな眼差しを向けられて、マルガレーテの心臓がトクンと跳ねた。

「どうもありがとう。おかげで痛みが和らいだような気がするわ」

「あ、あの──」

　どういうわけか急に頬が熱くなったが、それでいて彼女のそばだと心から安心できる気がした。昔からの友人、それもごく親しい相手といるようで、もっと話をしてみたいと思った時だ。

「気をつけて帰るのよ」

　握られていた手首をそっと離し、女性が優しく微笑んだ。いたわるような視線はマルガレーテを慰めているかのようにあたたかい。もちろんそんなはずはないのだけれど。

「心配しないで。そのうち何もかもうまくいくわ。では……いずれまた会いしましょう。ごきげんよう、マルガレーテ」

　瞬間、息が止まりそうになった。

　──どうして？

　名乗っていないし、会ったこともないはずなのに、どうして名前を呼べたのだろう？　なぜ励ましてくれたのだろう？　まるでマスレルに来てからの悩ましい現状を知っているかのように。

　まさか自分が誰なのか知っているのだろうか？　実は王太子妃だということも？

　呆然と立ち竦むマルガレーテに背を向け、女性は優雅に歩き出す。その名前を訊いていないことに思い至ったのは、ほっそりした姿が見えなくなってからだった。




　馬丁が駆けつけてきたのは、それから間もなくのことだ。

　真っ青になって平伏する彼をなだめ、マルガレーテは再びヴィントに乗った。今度は何事もなく王宮に帰ることができたし、途中で髪についた草や乾いた泥を払ったので、森でのささやかな事件を誰かに気づかれることもなかった。

　自室に戻ると、侍女たちが待ちかまえていて、さっそくドレスの着替えが始まった。今日は昼食にお客が来るというのだ。

　実のところ、マルガレーテはお世辞にも社交的とはいえなかった。王都から遠く離れた場所で隠れるように暮らしてきたため、賑やかな席にはしり込みしてしまう。それでも王太子妃が社交の場から逃げ出すわけにもいかず、次々と誘いが届くたびに顔を出してはいたが、いつも気が重かった。

「今日はどなたが見えるの？」

「王太子殿下の親しいご友人と伺っております。女官長様が、ぜひ妃殿下にご紹介したいと申されまして」

　侍女たちの中で一番目配りがきくのはちょうど髪を梳かしてくれているマリアだが、他の使用人たちがそうであるように彼女も慇懃で距離を感じさせた。整った顔立ちで、礼儀正しく、仕事も丁寧──何の問題もないとはいえ、親身になって尽くしてくれる雰囲気ではない。

　いつもはそんなことがマルガレーテの疎外感を募らせていたのだが、今日ばかりはその事務的な態度も気にならなかった。

「……そうなのね」

「マルガレーテ様、髪飾りは真珠でよろしいですか？　お召しになるドレスが水色ですから、よくお似合いだと思いますが」

「ええ、ありがとう」

　午餐用のドレスを着せられ、髪を結い直されながら、マルガレーテはうわの空で頷く。今も気持ちがざわついていたのだ。

　──あの方はいったいどなたなのかしら？

　森で窮地を救ってくれた美しい女性のことがどうしても頭から離れない。別れ際に優しく、そして力強く励ましてくれたことがうれしくてならなかった。

　──またお会いしましょうって言ってくださったけれど……。

　嫁いでからというもの、ひとりも知り合いがいない中で身を縮めるようにして暮らしてきたが、もしかしてあの人なら力になってくれるのではないだろうか？　誰に相談していいかもわからず、途方に暮れる自分に手を貸してくれるかもしれない。

　──いいえ、だめよ。

　マルガレーテはかすかにかぶりを振った。

　彼女の身分どころか名前さえ知らないのだ。服装や物腰から貴族らしいことは察しがついたが、それだけでは探しようがない。たとえ再会がかなったところで、何をどう話せばいいかわからなかった。

　今のマルガレーテは王宮では浮いた存在で、友人はひとりもいない。だが問題なのは、その原因が自分自身にあるように思えることだった。

　人見知りせず、若い娘らしくもっと明るく、かわいらしく振る舞えれば、すべてがうまく運ぶのかもしれない。実際、社交の機会はわずらわしいくらいあるのだ。笑顔を絶やさず、そつなくおしゃべりを楽しむことができれば、エルンストだってもしかしたら──。

　そう、マルガレーテにとって何より気がかりなのは夫である王太子のことだった。

『ところでマルガレーテ、調子を崩しておられるようだから、まずはよく休まれるといい。今後のことはまた改めて』

　エルンストからそう言い渡されたのは礼拝堂で式を挙げた後、広場に集まる国民にバルコニーで挨拶をしていた時だった。以来、国王夫妻への謁見を除けば、マルガレーテは王太子とほとんど会っておらず、まともに会話もしていない。

　あの言葉に他意はなく、ただ心配してくれたのだと思いたかった。事実、マルガレーテは礼拝堂に向かう前に失神してしまったのだから。

　婚礼の日は自分で感じている以上に緊張し、疲れきっていたのだろう。けれどもあれから一週間近くが過ぎて体調が落ち着いてからも、エルンストがマルガレーテの部屋を訪ねてくることはなかった。見舞いの品は毎日いろいろと贈られてきたから、彼自身が多忙で時間がないだけかもしれないけれど。

　──いいえ、違うわ。

　いくらごまかそうとしても、自分を騙すことはできなかった。だからこそマルガレーテは気晴らしに森へと向かったのだ。

　婚礼の日、王太子の微笑はこの上なく美しかったものの、藍色の瞳は少しも笑っていなかった。

　恐れていたとおり、この先も自分たちが本当の夫婦になることはないのだろう。母国でそうだったように、ここにもマルガレーテの居場所はない。

　あんなふうに気を失ったから気分を害したのだろうか？　それとも政略結婚だから、はじめから興味がなかったのか？

　いずれにしてもマルガレーテはもはや用済みの存在なのだ。マスレルもエラーデンも一番の目的は婚姻関係を結ぶことで、それは無事に果たされたのだから。

　だが夫から無視されるだけなら、まだ耐えられると思った。もともと覚悟していたのだし、静かに暮らしていくことができれば、父のように冷たい憎悪をぶつけられるよりはるかにましだ。思い悩んだりせず、この状況を感謝して受け入れるべきなのだろう。

　かつて祖父の家でそうしていたように本を読んだり、乗馬をしたり、花を育てたりして、自由に暮らせばいいのだ。今だって次々届く見舞いのお礼にしようと、ハンカチに刺繍しているところなのだから。

　──エルンスト様。

　神話の主人公のように端麗な笑顔──脳裏に浮かぶ王太子の姿は輝かしいのに、どこか空々しく感じられる。

　艶やかな黒髪、象牙を思わせる滑らかな肌と吸い込まれそうな深く青い瞳。優しげに整った目鼻立ち……。

「えっ？」

　マルガレーテはあることに気がついて、声を上げた。

　ちょうど首飾りの金具を留めていたマリアが、鏡の中で頭を下げる。

「申しわけございません、妃殿下。何か不都合がございましたでしょうか？」

「いいえ、違うの。驚かせてごめんなさい」

　マルガレーテは呼吸を整えようと、そっと胸を押さえた。

　勘違いかもしれないが、王太子は森で出会った女性とよく似ている気がした。いや、そっくりと言ってもいいくらいだ。彼女と顔を合わせていた時間はごく短かったけれど、そう思えてならなかった。

　あの人もひょっとしたら王族のひとりなのだろうか？　自分の名も知っていたし、もしそうであれば、これから改めて紹介される可能性もある。また彼女に会えるかもしれないのだ。

　厚い雲の隙間から光が差し込んできたような気がして、マルガレーテが思わず笑みを浮かべた時だった。

「妃殿下、ご用意ができました。菫の間までご案内いたします」

　女官長づきの侍女が姿を見せ、昼食の用意が整ったことを告げた。

「わかったわ。どうもありがとう」

　いつもは苦手な社交の場も、今日ばかりは楽しみに思えてきた。これから顔を合わせる女官長のレント夫人は宮廷に長く仕えていて、『マスレル城の生き字引』とも呼ばれている。彼女なら、あの不思議な女性のことも知っているかもしれない。

　マルガレーテは微笑みながら、軽い足取りで歩き出した。




　昼食が用意されたのは、今は亡き前の王妃がこよなく愛していたという小部屋だった。マルガレーテは初めて足を踏み入れたが、『菫の間』という可憐な名にふさわしく薄紫と銀で彩られ、上品で優しい雰囲気が心地よい。

　椅子やテーブルには控えめながらも繊細な装飾が施されていて、毛足の長い薄緑色の絨毯には菫だけでなくピンクや白の小花が織り込まれている。まるで春の野原を訪れたようで、自然と気持ちが弾んできた。

「お待たせいたしました、妃殿下」

　その時、女官長が侍女たちと共に姿を見せたので、マルガレーテは表情を改めて会釈した。

「ごきげんよう、レント夫人」

　レント夫人はすでに孫もいるというが、細身で姿勢がよく、年齢を感じさせない女性だ。少し近づきがたく見えるものの、えこひいきをしない公平な性格で、彼女が束ねる女官たちからも好かれているらしかった。

「こうしてお時間を作っていただき、感謝申し上げます」

「いいえ、こちらこそ」

　通常であればこの段階で今日の客が姿を見せ、侍女や召使いが立ち働く中、食事が始まるはずだった。ところが意外なことにレント夫人は目配せをして、すべて人払いしてしまったのだ。

「あ、あの、レント夫人。これはどういうことですか？」

「申しわけございません。実はある事情がございまして……お客様が妃殿下だけにお会いしたいとおっしゃられたものですから。ああ、もちろんわたくしはご一緒させていただきますので、どうぞご安心を」

　いつもと違う展開に当惑しながらも、マルガレーテは頷いた。レント夫人がそばにいてくれれば安心だし、秘密めいたある事情というのも気になったのだ。

「お客様をお連れしてよろしいでしょうか？」

「わかりました。どうぞお通ししてください」

　それでも相手そのものに興味があったわけではない。マルガレーテは控えめな笑みを浮かべて立っていたが、入ってきた人物を見て大きく目を見開いた。

「あ、あなたは──」

「ごきげんよう、妃殿下。先ほどはどうもありがとうございました」

　黒髪と青い瞳が印象的な美貌──目前に立っていたのは、森で助けてくれた女性だったのだ。確かに彼女との再会を望んではいたが、マルガレーテは思いがけない事態にとまどうばかりだった。

「あ、あの、この方はいったい……？」

　狼狽するマルガレーテをなだめるように、レント夫人が一歩進み出た。

「妃殿下、テレジア王女をご紹介させていただきます」

「テレジア……王女？」

「さようでございます。テレジア様はエルンスト王太子殿下の姉君でございます」

「ま、待ってください、レント夫人。おっしゃっている意味がよくわからないのですけれど」

　マルガレーテは眉を寄せて、王女と紹介された女性と女官長とを交互に見やった。

　いったいどういうことだろう？　マスレルの王家は国王夫妻と王太子、他には年の離れた異母弟がひとりだけと聞かされていた。姉の話など聞いたこともなかったが──。

「ご理解いただきたいのですが、これには少々こみ入ったいきさつがございまして」

　レント夫人の返答は妙に歯切れが悪い。しかし、

「だからこそレント夫人に人払いしてもらったのよ、マルガレーテ」

　先ほどと同じように柔らかく呼びかけられて、マルガレーテの視線は引き寄せられるようにテレジアへと向かった。妃殿下という敬称より名前を口にしてもらえる方がずっとうれしい。だが同時に、その右手首に巻かれている白い包帯も目に入ってきた。

「まだ……痛みますか？」

「実を言えば少しだけ。でもフォークやナイフは持てるから、ちゃんとお食事はいただけるわ」

「まあ」

「わたくしの話を聞いてくださる？」

　片目をつぶって微笑むテレジアにつられて、マルガレーテも自然と笑顔になる。依然として状況はよくわからないものの、願ってもない機会を得られたことに思い至ったのだ。

「ええ、もちろんです。どうぞお座りくださいませ。あの……姉上様とお呼びしてもよろしいですか？　エルンスト殿下の姉君ならば、私にとってもお姉様ですもの」

「……マルガレーテ」

　テレジアは少しためらってから頷いた。青い瞳もかすかに揺れていたような気がしたが、マルガレーテにはその理由を考える余裕はなかった。いつもとはまるで違う自分自身に驚いていたからである。

　よく知らない相手と過ごすのは苦手だし、今だって緊張もしている。それなのになぜかテレジアの前ではごく自然に振る舞うことができた。婚礼の日にエルンストと一緒にいた時とは比べものにならないくらいに。

　──そんなふうに感じるなんて失礼だわ。

　王太子に後ろめたい思いを抱きながらも、マルガレーテは気がつくとテレジアとの会話に夢中になっていた。そればかりか彼女自身も楽しんでくれているだろうかと心配までしていたのだ。

「マルガレーテ、この鹿肉のソテーは料理長の得意料理なの。マスレルでは鹿をよくいただくけれど、エラーデンではいかが？」

「祖父も秋になると、よく鹿狩りをしましたわ。そのたびに一緒に行きたいとねだっては、女の子だからだめだと断わられて……こっそり後をつけたこともありますけど、いつも見つかって叱られました。そのうち祖父が根負けして、たまに連れていってくれるようになったのです」

「まあ、あなたったらかなりおてんばだったのね」

「ええ、本当に」

　相手の優しい視線のせいだろうか。それとも落ち着いた声のあいづちが心地いいからだろうか。マルガレーテは女同士の気楽なおしゃべりを心から楽しむことができた。

　秘密を打ち明けられたのは、そのさなかだ。食事を終え、続き部屋でお茶を飲んでいる時にテレジアが切り出したのだ。ごくさりげなく、まるでありふれた話題のひとつであるかのように。

「あのね、マルガレーテ。実はわたくしたちは双子なの」

「双子？」

　どこから見ても、エルンストとテレジアはよく似ていた。うすうすそうではないかと思っていたものの、実際に口に出されると驚いてしまう。マルガレーテにはこれまで双子と出会う機会などなかったのだから。

　ところがテレジアはさらに衝撃的なことを口にした。

「だからわたくしはこの世にいないことになっているの。わたくしの存在を知っているのは、エルンストやレント夫人を含めて、ほんの数人だけ。国王陛下もご存じないのよ」

「……姉上様」

　あまりのことに、マルガレーテは言葉が見つけられなかった。

　気がつけば、食事の世話をしてくれていたレント夫人の姿は消えていた。テレジアはそれを見計らって、この話を始めたのだろう。

「ずっと離宮で過ごしてきたし、今もまだ表立っては動けないわ。ふふ、ここには何かと秘密が多いのよ」

　マスレルでは、昔から双子は不吉な禍々しい存在とみなされてきたそうだ。不幸が起きる前兆とも、悪魔の血筋とも言われ、何の根拠もなく忌み嫌われてきたという。ひそかに命を奪われることさえあったらしい。

　王室で生まれた姉弟の場合はさすがにそこまでの事態には至らなかったものの、いずれ王太子となるエルンストだけが誕生したことにされた。一方のテレジアは母である王妃と引き離され、秘密裏に離宮で育てられたのだった。

　──ひどいわ。

　自分とよく似ているようで、はるかに悲惨な生い立ち──テレジアの話を聞いているだけで息が苦しくなって、胸元から何かがこみ上げてくる。

　次の瞬間、マルガレーテの白い頬に涙が零れ落ちた。同情なのか怒りなのか。自分でもよくわからない激情に追いつめられてしまったのだ。

「まあ、マルガレーテ！」

「ご、ごめんなさい……姉上様」

「いいえ、わたくしこそ。あなたを泣かせるつもりなんてなかったのだけれど」

「あ、姉上様のせい、では──」

　泣きたくないのになおも涙が溢れてきて、マルガレーテは慌てて俯いた。

　まるで泣き虫の小さな子どもみたいだ。テレジアに呆れられてしまったらどうしよう？

　しかしそのまま顔を上げられずにいると、耳元に「かわいい人ね」という囁きが落ちてきた。

　クチナシの清楚で甘い香り──テレジアの香水が鼻先をくすぐる。いつの間にか彼女がすぐそばに来ていたのだ。

「えっ？」

　続いて顎先に手を添えられて、そっと上を向かされた。おのずとマルガレーテはテレジアと見つめ合う形になってしまう。しなやかな指が頬を撫で、優しく涙を拭ってくれた。

「マルガレーテ、ひとつ教えてほしいの」

　テレジアの声は少し震えていた。その視線もなぜだか急に鋭くなったような気がする。

「何でしょう？」

「どうか正直に答えてちょうだい。あなたは……エルンストが嫌いなの？　彼が怖い？」

　思いも寄らないことを問われ、マルガレーテは息が止まりそうになった。

「い、いいえ、まさか」

　確かに婚礼の日、王太子の笑顔は表面的なものだった。それからは一緒に過ごす機会がほとんどないし、この先もマルガレーテは形だけの妻のままかもしれない。だからといって決してエルンストを嫌っているわけではなかった。

　彼とは会ったばかりで、きちんと会話をする機会もなく、性格もよくわからない。そもそも嫌う理由などないのだ。確かに顔を合わせれば緊張するけれど、決して恐れているわけでもない。

「本当に？　あの子を嫌ってはいないのね？」

「ええ、もちろんですわ」

「……よかった」

　重ねて否定すると、テレジアの表情が和らいだ。マルガレーテの顔から手を離し、決まり悪そうに微笑む。どうやら弟のことをかなり心配していたらしい。

「でもエルンストはそう思って沈んでいたのよ。あなたが失神したのは、自分を嫌っているからだと、わたくしに言ってきたのだもの」

「そんなはずございません。あんなにご立派な方を嫌うだなんて」

「それならよかった。どうかこれからはエルンストと仲よくしてあげてちょうだい。今日はそのお願いをしに来たの。あなたと親しくなりたいくせに……あの子は恥ずかしがり屋で人見知りだから」

　別々に育てられたにもかかわらず、姉弟は幼い時からずっと仲がよく、今も何かと相談し合うのだとテレジアは笑った。

　──だからテレジア様はわたくしのことをご存じだったのね。

　謎は解けた。その上、幸いなことにエルンストはマルガレーテを遠ざけるつもりはないどころか、親しくなりたいとまで言ってくれたらしい。その気持ちは本当にうれしいけれど──。

　マルガレーテは微笑んで頷こうとしたが、うまく笑顔を作ることができなかった。

『多くは望まぬことだ、マルガレーテ。マスレルの王太子から愛されなかったとしても、わが国との関係さえ安泰ならばそれでよいのだから』

　罪を背負って生まれてきた子、王室に不幸をもたらした娘が幸福になれるはずがない──何年間もマルガレーテを苦しめてきた父王の呪縛が、今また蘇ってきたのだ。

　父に憎まれ、兄から疎まれている自分が、エルンストから愛してもらえるとはとても思えない。へたに近づこうとせず、今のままでいた方がいいのではないだろうか。

　マルガレーテはうろたえて肩を落とし、視線をそらす。するとテレジアが怪訝そうに声をかけてきた。

「どうしたの、マルガレーテ？」

「い、いえ、別に──」

「もし困ったことがあるのなら話してちょうだい。あなたの力になりたいの」

「姉上様」

「そうよ。わたくしはもうあなたの姉なのだから、遠慮しないで頼ってほしいわ」

　森で救ってくれたように、テレジアは再び手を差し出そうとしている。夫の姉とはいえ、会って間もない自分を心から案じてくれているのだ。皮肉にも、肉親からは顧みられることなく生きてきたというのに。

「自信が……ないのです。わたくしはエルンスト様と……どう過ごしたらいいかわかりません。何を話したらいいのかも見当がつかないし……お気持ちを害してしまいそうで不安なのです」

　テレジアの優しさがうれしくて、マルガレーテはとうとう悩ましい状況を打ち明けた。もっともその原因が自分の過去にあって、そのせいでずっとつらい思いをしてきたことまでは言えなかったけれど。

「でもマルガレーテ、わたくしたちはこうして楽しくおしゃべりしているじゃないの。あなたはとてもすてきな人だわ。今のままで何も問題はないはずよ」

　それでもマルガレーテは頷けなかった。

　エルンストの前に立てば、きっと婚礼の時のように緊張してしまうはずだ。たとえまだ嫌われていないとしても、そうなることが怖くて自然に振る舞うことなどできそうもない。

　マルガレーテの反応に何かを察したのか、テレジアが励ますように微笑んだ。

「では、こうしましょう。これからあなたが困らないよう、わたくしが手伝ってあげるわ」

「それはどういう意味でしょうか？」

「不安なのはエルンストに慣れていないからでしょう？　だからわたくしをあの子だと思って、いろいろ練習すればいいわ。だってわたくしたちはそっくりなのですもの」

「練習？　姉上様と……わたくしが」

「そうよ。おしゃべりもいいけれど、他にも夫婦となった二人が何をするかしっかり教えてあげる。たとえばこんなふうにね」

　ふいにテレジアが右手を取り、優しく唇を押し当てた。

「きゃっ！」

「小さな手ね。だけど柔らかくて、あたたかいわ」

　さらに抗う間もなく引き寄せられて、柔らかく抱き込まれてしまった。

「マルガレーテ、あなたはとてもいい匂いがするのね」

　ちょうど胸に頬を押しつける形になって、マルガレーテはそのぬくもりと柔らかさにうろたえた。相手が女性だとわかっていても鼓動が速まり、身体が熱くなっていく。

　けれども一方のテレジアは動じる様子も見せず、楽しそうに囁いた。

「さあ、わたくしに顔を見せてちょうだい」

　ここまでしてくれることに驚きながら顔を上げると、さも愛おしげに額に口づけられた。吸い込まれそうな青い瞳に、途方に暮れた自分が映っているのが見える。

「あ、姉上様？」

　そんな様子がおかしかったのか、テレジアは笑みを浮かべ、いっそう顔を近づけてきた。

「マルガレーテ、お返しをしてくれないの？」

「お返し？」

「ええ。だってあなたとエルンストは夫婦なのよ。キスしたって少しもおかしくないでしょう？」

　マルガレーテは誰かとこんなふうに触れ合ったことはほとんどない。しかしテレジアが一生懸命つき合ってくれているのだから、それに応えないわけにはいかなかった。

「い、いたしますわ」

「いい子ね、マルガレーテ。では、ここに」

　テレジアは頷いて、白い右頬を向けてきた。

「……はい」

　マルガレーテはうろたえながら、おずおずと唇を寄せる。ところが、

「それでは、せっかくだからこちらにも」

　すぐさま左の頬も向けられて、思わず目をしばたたいた。

「さあ、マルガレーテ」

　テレジアに促され、マルガレーテはしかたなく再びぎこちないキスをする。すると今度はさらに強く抱き込まれてしまった。

「では、わたくしもお返しをするわね」

　楽しげな笑い声と共に、額や頬や鼻先に次々とキスが落ちてくる。

「あ、あの──」

　練習にしては度が過ぎると思い、声を上げた時だ。

「んっ！」

　マルガレーテの唇に、不思議な感触が走った。

「う、ん、う──っ！」

　ためらうように唇を啄む優しいぬくもり。それが口づけであることに思い至り、マルガレーテは凍りつく。もちろん初めての経験だった。

　──どうしよう？　どうしたらいいの？

　そんな様子に気づいたのか、テレジアがそっと顔を離した。

「大丈夫、マルガレーテ？」

「あ、あの……え、ええ……はい」

「接吻は嫌い？」

「いえ」

　正直に言えば、テレジアとの口づけは想像以上に心地よかった。本で読み、こっそり思い描いていたものよりもずっと。できれば、もう一度してほしいと思うくらいに。

「それじゃ、もう少しだけ練習しましょうか」

「えっ？　あ、んぅっ！」

　困惑の声は、すかさずテレジアに封じられてしまった。

　──気持ち、いいわ……練習なのに。

　柔らかな唇が触れては離れ、小さな水音をたてる。あいかわらず心臓は早鐘を打っていたものの、少しずつ緊張が解けていった。

「ふふ、あなたの唇……みずみずしくて果物みたい」

「そんな──あっ！」

　次の瞬間、わずかな隙間からあたたかく柔らかいものが入り込んできて、マルガレーテは大きく目を見開いた。

　──し、舌？　どうして？

　唇を合わせるだけの接吻さえ初めてだったのだ。それなのにいたずらな舌先に頬の内側をつつかれ、柔らかな歯茎を舐め上げられ、すっかり動転してしまう。

「ん、んんっ！」

　テレジアの腕の中で、マルガレーテは息をするのも忘れて、身を強ばらせた。

「ああ、マルガレーテ！　だめよ。息をしなくては！」

　それに気づいて、テレジアが慌てて身を離した。

「ごめんなさい。驚かせてしまったわね」

　テレジアに何度も背中を撫でられ、マルガレーテはようやく普通に息ができるようになった。

「あ、姉上様、わ、わたくし──」

「もう落ち着いた？」

「は、はい」

　それを聞いて、テレジアは安心したように頷き、目元をなごませた。

「まだまだ知らないことがあるみたいね。エルンストのためにも、これからたくさんのことを教えてあげなければ」

「……たくさんのこと？」

「そうよ、かわいいマルガレーテ」

　答えと共に両手で頬をそっと包まれ、再び唇を奪われた。

　反射的に目を閉じると、繰り返しキスされて、また息が上がりそうになる。しかも今度は今まで感じたことのない奇妙な感覚にも襲われていた。

　──どういうこと？

　テレジアと唇を合わせるたびに、なぜだか身体の内側がじんわりと熱くなっていくのだ。うっとりするほど心地いいのに、同時にザワザワしてひどく落ち着かない。まるで得体の知れない何かがどこかで芽吹き始めているかのように。

「う、ん……う」

　口づけはなおも続いて、次第に深く、執拗になっていく。途方に暮れたマルガレーテは自分でも気づかぬまま、テレジアの背中に両手を回していた。







[image: ]










　第三章　ひそやかな甘い手ほどき






　エルンストがマルガレーテの居室を訪ねてきたのは、その夕方のことだった。

　ちょうど王妃から夜会の招待が届いて、どう返事をしようかと迷っていた時、侍女のマリアから王太子の来訪を知らされたのだ。

「エルンスト様がこちらへ？」

　ついさっきまでテレジアとしていたことを思い出して、マルガレーテは真っ赤になった。いずれ王太子と口づけする時に備えて、二人は何度も唇を合わせていたのだから。

　マルガレーテは動揺しながらも夫を迎えようと椅子から立ち上がり、そのまま動くことができなくなった。

「やあ、マルガレーテ」

　視線の先に、笑みを浮かべたエルンストが立っていたのだ。少し頬を赤らめ、なぜか照れくさそうで、まるで少年のように見える。

　王太子はこんな笑い方をする人だっただろうか？　彼の笑顔がまぶしくて、マルガレーテの頬が熱くなった。

「あ、あの……ごきげんよう、エルンスト様」

　挨拶に応えるようにエルンストが歩み寄ってくる。二人の距離は手を伸ばせば届くほどまで近づいた。

　王太子の面差しは確かに姉と瓜ふたつだけれど、いざその前に立つと足が震えてしまう。テレジアは今のままでいいと言ってくれたけれど、とてもそうは思えなかった。

「具合はどうです？　だいぶ元気になったと聞いたのだが」

「はい、もう大丈夫です。どうもありがとうございます」

　エルンストに自分の現状を伝えてくれたのはテレジアだろうか？　そうだとすると彼女はどこまで話したのだろう？　二人で繰り返した接吻のことも教えたのだろうか？

　そう思うと視線を合わせることができず、マルガレーテは頬を染めて俯いた。そんな態度ではまた悪い印象を与えてしまうとわかっていても、どうすることもできない。

　ところが聞こえてきたエルンストの声は思いがけなく優しいものだった。

「それはよかった。今日は君を誘いに来たので」

「えっ？」

　思わず顔を上げると、今度はまともに視線がぶつかった。

　──エルンスト様？

　その青い瞳は明らかに前とは違っていた。凪いだ湖のようにまったく感情が窺えなかったのに、今は晴れやかに輝いている。マルガレーテを見やる視線も別人かと思うほど柔らかだった。

「義母上から夜会の招待が来ているでしょう？　一緒に行きませんか？　もちろん君の体調次第だが」

「ええ、お招きいただきました」

　実はあまり気が進まず、断ろうかと思いかけていた招待だった。

　今の王妃が後妻であることは結婚前から知っていたものの、そのせいか先妻の息子である王太子とは微妙に距離があるらしい。誰かの口からはっきりと聞かされたわけではないが、マスレルに来てからの数日間でマルガレーテ自身がそう感じたのだ。

　実際、婚礼後の国王夫妻への謁見は驚くほどあっけないものだった。二人から祝福されたとはいえ、かけられた言葉はごく形式的で短かった。国王自身はしばらく前から療養中だというからしかたないとしても、王妃の態度もあたたかなものとは言えなかった。

　それを思うと夜会へは行きたくなかったのだが──。

「ぜひご一緒したいと思います、エルンスト様」

　エルンストの誘いがうれしくて、マルガレーテは微笑んで頷いた。その言葉を聞いた侍女たちが王妃への返事を届けたり、ドレスを用意したりするために慌ただしく部屋を出ていく。

　するとエルンストの笑顔はさらに明るくなった。

「よかった。君に弟を紹介したいと思ったので」

「弟さん？」

「そうです。レオンといって、今年八歳になります。かわいい子ですよ。少し身体が弱くて臥せっていましたが、ようやく元気になったそうです。それで義母上が旅芸人を呼ぶことにしたらしい。おそらく楽しい夜になるでしょう」

「すてきですわ。早くレオン殿下にお会いしたいです」

　旅芸人の舞台はおもしろそうだし、かわいらしい義弟と会うのも待ち遠しい。

　しかしそれ以上にマルガレーテの心を躍らせているのは、エルンストとこんなおしゃべりができることだった。特別な話題というわけではないのに、何気ない言葉のやり取りが楽しくてしかたがない。

「では準備があるだろうから、改めて迎えに来ます」

「あ、どうかお待ちください！」

　背を向けられかけて、マルガレーテは反射的に声をかけた。

　そのままいつも使っている小机へ走り寄る。そこには彼へのお礼にと、刺繍し終えたばかりのハンカチがあった。

「エルンスト様、いつもお見舞いをくださってありがとうございます。何かお礼を差し上げたくて、これを用意いたしました」

　色鮮やかな花束、おいしい焼き菓子、薔薇の香りの香水──毎日届く見舞いの品へのお返しがしたかったのは本当だ。だが、それ以上にもう少しエルンストと話したかったのだ。もっともその自覚はなかったけれど。

　マルガレーテはいつになく気が急いていた。あるいはやはり緊張していたのかもしれない。

「あっ！」

　ハンカチを手に取って振り向いた途端に、小机の脚に躓いた。大きく前のめりになって、転んでしまうと思った瞬間だった。

「危ない！」

　エルンストが身を投げ出すようにして、左手で受け止めてくれたのだ。続いて、壊れものを扱うようにそっと抱き起こされる。

「大丈夫ですか？」

「あ、え、ええ。あ、ありがとう……ございます」

　王太子からは森を渡る風の香りがした。偶然とはいえ彼の胸に飛び込む形になって、息遣いさえ聞こえそうなほど近づいてしまい、マルガレーテはしどろもどろになりながら礼を言う。

「あの、どうぞこれを」

「こちらこそお礼をありがとう」

　エルンストがハンカチを受け取って微笑んだ。

「とてもきれいな刺繍だ。だが、どうか気をつけて」

　見つめてくる宵の空の色をした瞳は優しかった。先ほどまで何度も接吻の手ほどきをしてくれたテレジアのように。

「エルンス──」

　キスが落ちてきたのは次の瞬間だった。

　抱き締められ、そっと口づけられて、マルガレーテは身を硬くして立ち尽くす。

　──接吻して……くださっているの？

　その事実がまだ信じられない。エルンストは自分に好意を持ってくれているのだろうか？　父や兄のように遠ざけるつもりはないのだろうか？

　胸が破れてしまいそうなくらい鼓動が高なり、目の前が少しずつ白くなっていった。

「だめだ、マルガレーテ。息をして」

「あ、は──あ」

　励ますように声をかけられて、マルガレーテは自分がまた息を止めていたことに思い至った。それがテレジアとの行為を連想させて、妖しい慄きが身体を走り抜ける。

「柔らかくて、甘い唇だ」

「そんな──う、んん」

　上唇を、それから下唇を甘噛みされて、さっきも感じた不思議な感覚が蘇ってきた。身体のどこかが疼くような、何かがわき上がってくるような、捉えどころのない甘い波動。

　──気持ち、いいわ……とても。

　いったい自分はどうしてしまったのだろう？　自身に起きている変化についていけず、マルガレーテは小さくかぶりを振る。

　するとエルンストが腕の輪を解かないまま問いかけてきた。

「私が……怖い？」

「い、いえ」

「本当に？」

「はい、エルンスト様」

　恐れているのは彼自身ではない──混乱しながらも、それだけはわかっていた。むしろこのまま身を任せていたいような気さえしたが、うまく言葉にすることができない。

「大丈夫。先を急ぐつもりはありません。テレジアに……よく言われていますから」

　やはりテレジアは、王太子に先ほどのことを話したのだ。彼のためにいろいろ練習したことも。

　エルンストが蜂蜜色の髪を撫で、額に優しく唇を寄せてくる。マルガレーテはかすかに震えながらも、目を閉じて口づけに応え続けた。




　夜会が始まったのは、それから数時間後のことだ。

　内輪の集まりということで、案内されたのは大広間ではなかった。とはいえかなり奥行きがある部屋で、壁面には天井までの鏡が何枚も連なり、金を使った華麗な装飾が随所に施されている。数えきれないほど置かれた燭台は、すべて灯されて煌々と輝いていた。

　初めて足を踏み入れたマルガレーテは、そのまばゆさに息を呑んだ。

　やはりマスレルの王宮は何もかも豪華で華やかだ。エルンストと一緒でなかったら、足が竦んで動けなかったかもしれない。

　楽士たちが音楽を奏でる中、派手な格好をした芸人らしい男女が中央で輪になって踊り、それを取り囲むように着飾った男女が並んでいた。

「さあ、マルガレーテ」

　エルンストに優しく腕を取られて歩き出すと、集まっていた人々がいっせいに振り返った。

「王太子殿下、ごきげんよう」

「ごきげんいかがですか、妃殿下？」

　次々と挨拶されて、マルガレーテは気後れしながらも笑みを浮かべて会釈する。

「ごきげんよう。とてもいい夜ですわね」

　中には見覚えのある顔もあったが、やはりこんな席は苦手だ。それでもなんとか王太子妃らしく対応できたのは、エルンストがそばにいてくれるからだろう。

　今夜のマルガレーテは青い絹地に豪華な刺繍が施されたドレスを着ていたが、その色が王太子の瞳と同じであることもうれしかった。

　──昨日まではとても遠い方だったのに……こんなふうに思えるようになったのもテレジア様のおかげだわ。

　マルガレーテは人々の中にテレジアを探したが、その姿は見当たらなかった。

『わたくしはこの世にいないことになっているの』

　秘された存在というのはやはり事実なのだろう。王家に生を受けながら誰にも知られず、ひっそりと暮らす日々──自分も似たような境遇だったが、彼女の心のうちを思うと胸が締めつけられるような気がする。

　マルガレーテが思わず視線を落とした時、パタパタと小さな足音が聞こえてきた。

「兄上！」

　子どもらしい澄んだ声につられて目を上げると、黒髪の男の子が走ってくるのが見えた。ほっそりしていて、目を奪われるほど愛らしい。

「レオン！」

　先ほど王太子が紹介したいと言っていた王子なのだろう。エルンストも弾んだ声で弟の名を呼んだ。満面の笑みを浮かべて膝をつき、大きく両手を広げている。

　その腕の輪にレオンが勢いよく飛び込んだ。二人の屈託ない様子から、彼らが信頼し合っていることが伝わってくる。

「ご結婚おめでとうございます、兄上！」

　兄とは少し顔立ちが違うが、青い瞳は同じだった。

「マルガレーテ様……ですか？」

　エルンストに抱かれたまま、レオンが恥ずかしそうに見上げてくる。

「ええ、そうですわ。レオン殿下ですね？」

「はい！　はじめまして……あの、姉上とお呼びしてもよろしいですか？」

　病み上がりらしく血色はよくないが、はにかんだ笑顔がとてもかわいらしい。マルガレーテは膝を折り、レオンと視線を合わせて手を差し出した。

「ええ、もちろんですわ。どうぞよろしく」

「わあ」

　途端にレオンが赤くなって目を伏せたので、エルンストが怪訝そうに弟を見やる。

「どうした、レオン？」

「だって……姉上が……すごくおきれいだから」

　マルガレーテとエルンストは顔を見合わせ、ほとんど同時にふき出した。どちらも、幼いレオンがそんな反応を見せるとは思いもしなかったのだ。

「ませたヤツだな。驚いたぞ」

　エルンストが苦笑いして、肩を竦める。するとレオンはますます赤くなり、決まり悪そうに俯いてしまった。

「いいえ、レオン殿下。わたくしを褒めてくださってありがとうございます。うれしいですわ」

　兄弟だからこそ遠慮がないのだろうとは思った。それでもレオンを放っておけなくて、マルガレーテは自分から小さな両手を取った。

「わたくしは嫁いできたばかりでマスレルのことはまだあまり知りません。どうかこれからいろいろ教えてくださいな」

　はじめのうちレオンは驚いた様子で固まっていたが、すぐに笑顔になって大きく頷いた。

「わかりました。どうぞお任せください、姉上！」

　胸を張るレオンに手を握り返され、マルガレーテが微笑んだ時だ。

「ごきげんいかが、エルンスト」

　すぐ後ろで、高く澄んだ声がした。

「レオン、兄上たちのお邪魔をしてはいけませんよ」

「あ、母上！」

　レオンが無邪気な声を上げた。

「これは王妃様──」

　エルンストが立ち上がったので、マルガレーテも急いで振り向き、深く膝を折る。その声には聞き覚えがあった。国王夫妻に謁見した際、耳にした王妃のものだったのだ。

「今夜もとてもお美しいわね、マルガレーテ様」

「……恐れ入ります、王妃様。すてきな夜会にお招きいただき、本当に感謝しております」

「あいにく陛下はお見えになれないけれど、どうぞ楽しんでいらして」

　今の王妃は十年前に国王の後添えになったそうで、年齢はエルンストと五歳も違わないという。燃えるような赤毛の美しい女性で、瞳と同じエメラルドグリーンのドレスをまとった姿は王太子妃といっても通りそうなくらい艶やかだ。国王が療養中で同席していなくても堂々としていて、その存在感にマルガレーテはただ圧倒されていた。

「お国でも夜会はよく開かれていて？　今度エラーデンのお話をゆっくり聞かせてくださいな」

　いかにも親しげな口調だが、単なる社交辞令だと思われた。そう言いながら、王妃の視線はすでにエルンストに向けられていたからだ。

「そうそう、エルンスト。ブラント侯爵がマルガレーテ様にお目通りを願い出ているのだけれど、かまわなくて？　侯爵はわがマスレルの宰相なのですよ、マルガレーテ様」

　その言葉で、マルガレーテは王妃の後ろに黒い礼服の青年が控えていることに気がついた。

「ああ、リヒターですか。もちろんかまいませんよ」

　エルンストが鷹揚に頷いてみせると、その青年は恭しく進み出で、「リヒターでございます」と一礼した。大勢の中でもひときわ目立つ美丈夫だ。

「はじめまして、妃殿下。お目にかかれて誠に光栄でございます」

　弱冠三十五歳で宰相を務めるブラント侯爵、モーリッツ・ヨーゼフ・フォン・リヒター──面識はないものの、マルガレーテはその名を知っていた。

　国軍を率いる司令官として勇名を馳せているのがエルンストなら、一方で辣腕の宰相としてマスレルを支えているのがリヒターだという。けれども意外なことに彼は軍人のように堂々たる体躯の持ち主で、宰相としてはかなり若いこともあって、怜悧な廷臣にはとても見えないのだった。

「リヒター！」

「これはレオン殿下。ごきげんいかがですか？　今夜はとてもお元気そうだ」

　リヒターはまとわりついてきたレオンにそつなく会釈すると、表情を改めてマルガレーテに向き直った。

「ご挨拶が遅れましたが、改めましてご結婚を心よりお喜び申し上げます。以後、どうぞお見知りおきを」

「こちらこそどうぞよろしく」

　宰相は王妃の縁戚に当たるそうで、同じように鮮やかな赤毛で緑の瞳をしている。今は控えめな笑みを浮かべていたが、そんな姿がかえって強い自信を感じさせた。

　──あら？

　マルガレーテはかすかに眉を寄せて、エルンストとリヒターを見比べた。

　宰相はにこやかなのに、彼を見やる王太子の表情がどことなく硬いような気がしたのだ。やはり義母との間に距離があるからなのだろうか？　そう思うと、王妃の笑顔もどこか空々しく感じられてしまう。

　陽気な音楽が響く中、なごやかそうでいて微妙な空気が流れる。そんなひりつくような気配を、明るくあどけない声が打ち破った。

「姉上、早くあちらに行きましょう！　今夜は人形劇も見られるそうですよ」

　途端に牽制し合っていたような大人たちが表情を改めた。肉親である王妃やエルンストばかりか、リヒターまでが視線を和らげ、小さな王子を見やる。

「母上が呼んでくださったのですが、お城に旅芸人が来てくれるのは久しぶりなのです」

　マルガレーテが頷いて手をつなぐと、レオンは安心したように微笑んだ。子どもながらも何かを感じ取ったのかもしれない。

「兄上もご一緒に」

　レオンが王太子の右手を握って、誘うように大きく振った。

　すると意外なことが起こった。エルンストが低く呻いて、わずかに顔をしかめたのだ。

「……っ！」

「兄上？」

　レオンが慌てて手を離すと、エルンストはすぐに「大丈夫だ」と頷いてみせた。

「ご、ごめんなさい。怪我をされたのですか？」

「先ほど剣の稽古で手首を痛めてしまったのだ。たいしたことはない」

　弟を安心させるように微笑む横顔がテレジアのそれと重なり、マルガレーテは目を見張る。

　──同じ部分にお怪我を？

　双子だからなのだろうか？　テレジアが森で痛めたのも右の手首だったはずだ。

　不思議な偶然に驚いていると、エルンストは自分からレオンの手を握り、マルガレーテに笑いかけてきた。

「さあ、マルガレーテ。レオンと一緒に人形劇とやらを見に行きましょう。楽しそうだ」

「……かしこまりました」

　マルガレーテがレオン達と共に歩き出すと、後ろから王妃の声が追いかけてきた。

「剣の名手にしては珍しいことね、エルンスト。どうぞお大事になさって。明後日の舞踏会までによくなるようお祈りしているわ」

　瞬間、マルガレーテはまるで魔法にかけられたように動けなくなった。

　──舞踏会ですって？

　突然立ち止まったことを不審に思ったのか、エルンストとレオンが声をかけてきた。

「マルガレーテ？」

「姉上、どうかしましたか？」

「あ、いえ……何でもありませんわ」

　マルガレーテは慌てて笑顔を作り、かぶりを振る。その華奢な背中を、再び王妃の声が追いかけてきた。

「マルガレーテ様にはまだお知らせしていなかったかしら？　実は王太子の結婚を祝して、盛大な舞踏会を催すつもりなの。できれば陛下のご体調がもう少し落ち着いてからと思ったのですけれど、陛下ご自身が望んでおられることなので」

「あたたかいお心遣いに感謝いたします、王妃様」

　振り向いて礼を言うことはできたが、声が少し震えてしまった。

　──舞踏会だなんて……どうしましょう？

　本来なら舞踏会は楽しいはずの催しだ。祝いの宴を開いてくれるのもありがたい。しかしマルガレーテにとっては深刻な問題なのだった。

　夜会の間は平静を装い、奇術や人形劇などさまざまな芸に拍手を送ったが、実のところそれらを楽しむ余裕はなかった。当然ながら隣に座るエルンストが、気遣わしげな視線を自分に向けていることにもまったく気づいていなかった。




　翌朝マルガレーテは分厚い本を抱え、侍女のマリアと共に城の廊下を歩いていた。今日はお妃教育の一環として歴史学の授業があり、講師であるマスレル大学の教授のもとへ急いでいたのだ。

　マルガレーテが育った田舎の館には多くの蔵書があり、歴史書もたくさん読んできたため、その講義は楽しみだった。

　だが今朝は気持ちが沈んでいて、そのせいか足取りも重くなってしまう。

「おはようございます、妃殿下」

　ふいに前方に女官長が現れ、マルガレーテは驚いて足を止めた。

「おはようございます、レント夫人。わたくしに何かご用ですか？」

「お引き止めして申しわけございません。実は先生が少々体調を崩されまして、本日は休講にされたいとお申し出がございました」

「まあ、それはお気の毒に。どうぞお大事にと伝えていただけますか？」

「かしこまりました。ところで妃殿下、お差しつかえなければ少しお時間をいただけますでしょうか？　ご案内したいところがございますので」

「……かまいませんけれど」

　マルガレーテはレント夫人に導かれて歩き出したが、ある予感を抱き始めていた。女官長の口ぶりが意味ありげだった上、つき添っていたマリアをさがらせたからだ。まるで今から密会へ赴こうとするかのように。

　──もしかしたらあの方が……。

　レント夫人は確信ある足取りで王宮の奥まった一角へ向かう。そのあたりはマルガレーテがまだ訪れたことのない場所で、やがて二人は優美な浮き彫りが施された白い扉の前で立ち止まった。

「こちらでございます、妃殿下。どうぞ中へ」

「ええ」

　マルガレーテは少し緊張しながら扉を開けた。

「あ──」

　果たして、部屋の中には期待していたとおりの人物が待っていたのだった。

「おはよう、マルガレーテ」

　王太子の双子の姉、テレジア王女──目前で微笑んでいたのは、昨日いろいろな意味でマルガレーテを窮地から救ってくれた女性だ。

　今朝は地味な青灰色のドレス姿だったが、その笑顔はやはり輝くように美しかった。

「姉上様！」

　穏やかな微笑を見た途端、抱えていたものが抑えられなくなった。気がつくと、マルガレーテは挨拶も忘れてテレジアに駆け寄っていた。

「まあ、いったいどうしたというの？」

　テレジアは驚いたように眉を上げたが、両手を広げて華奢な身体を抱き締めてくれた。

　──いけない！　わたくしったら。

　子どもじみた振る舞いに、頬が熱くなる。マルガレーテは慌てて身を離そうとしたが、テレジアはなだめるように背中を撫でてくれた。

「さあ、落ち着いて。今にも泣き出しそうな顔をしているけれど……王妃様の夜会は楽しかったのでしょう？　それともエルンストと何かあったの？」

「いいえ、殿下にはとても優しくしていただきました。姉上様のおかげですわ」

　事前にテレジアと過ごしたせいか、エルンストとは距離が縮まったように思う。マルガレーテにとっては何よりうれしいことだったけれど、今はそれさえしのいでしまう心配事があった。

　とはいえエルンストには打ち明けられなかった。そのことを知られたら、彼を失望させ、嫌われてしまうかもしれないからだ。一国の王女ともあろうものがこんなこともできないなんてありえない。きっとテレジアにも呆れられるだろう。

　マルガレーテは唇を噛んで俯く。すると再び背中をゆっくり撫で擦られた。

「悩みがあるなら、どうか話してちょうだい。あなたを助けてあげたいと言ったはずよ」

「姉上様」

　それでも言い出せずにいると、「舞踏会が開かれるそうね」とテレジアが呟いた。

　マルガレーテが反射的に顔を上げると、青い瞳が不思議そうに瞬いていた。

「なるほど。そのことで悩んでいるのね。だけどどうしてなの？　あなたのお披露目も兼ねていると聞いたけれど」

　確かにそのとおりだった。王太子夫妻は舞踏会の主役として出席者の前で踊らなければならない──それがマルガレーテを悩ませている問題なのだ。

「もしかしてダンスが苦手なの？」

「……はい」

　なんとか頷いたものの、マルガレーテは恥ずかしくて再び俯いてしまう。

「大丈夫よ、マルガレーテ。エルンストはそれなりに踊れるから、うまくリードしてくれるわ」

「ですが……殿下のお相手が務まるとは……とても思えません。わたくしは……きっとご迷惑をおかけしてしまいます」

　ダンスは淑女の嗜みで、貴族の娘なら誰でも幼いころからきっちり教え込まれている。けれどもマルガレーテは例外だった。父王から王宮を追い出されたせいで、ダンスを学ぶ機会がほとんどなかったのだ。今では最後に踊ったのがいつかさえ覚えていない。

　祖母の存命中は彼女からピアノや礼儀作法を学ぶことができたし、語学や乗馬は祖父が教えてくれた。ダンスを指導する教師が館に来てくれたこともある。しかし十年前に祖母が亡くなると、少し事情が変わった。男所帯となったため、マルガレーテの周囲にダンスの必要性を感じる者がいなくなってしまったのだ。

「全然踊れないわけではないのでしょう？　ワルツのステップは知っている？」

「ずっと前に教えられましたけれど……」

　マルガレーテの声は消え入りそうなほど小さくなってしまう。

　王太子妃ともなれば人前でダンスをする機会も多いはずなのに、なぜそこまで思い至らなかったのだろう？　優雅に踊ることができなければエルンストに恥をかかせてしまうし、テレジアだって気を悪くするはずだ。ところが──。

「それなら心配いらないわ。顔を上げて、マルガレーテ」

　テレジアは励ますようにマルガレーテの両肩を抱いた。

「手を貸して。この部屋はけっこう広いから、一緒にワルツを踊りましょう。わたくしをエルンストだと思えばいいのよ」

　確かに部屋には家具がほとんど置かれておらず、ワルツのための余裕は十分あった。

「でも、わたくしは本当に……あ、それに姉上は手首を痛めておられるのでは？」

「あなたが手当てをしてくれたから、もう平気よ。ほら早く」

　ためらうマルガレーテの手を取り、テレジアは細い腰に手を添えた。

「あ──」

　さほど密着しているわけではないし、相手は女性だというのに、なぜか鼓動が速まってきた。

「こちらの手はわたくしの腕にのせてね。後は任せてちょうだい」

「あ、あの、え、えっ？」

「ダンスは楽しいわよ。さあ、一、二、三。一、二、三」

　ごく自然にダンスのポーズを取らされたかと思うと、次の瞬間には身体が動き出していた。

　──わたくし、踊っているの？

　堅木張りの床に二人分のリズミカルな足音が響く。信じられないことだが、さっきまで重かった足が嘘のように軽く感じられた。

　──どうして？

　男性役のテレジアについていくだけで、マルガレーテは滑らかにステップを踏むことができる。おぼろげにダンスの授業を思い出したせいもあるが、それ以上に驚くほど巧みなリードだった。

「まあ、とても上手じゃないの」

「姉上様のおかげですわ。だって何年も踊っていないのですもの」

「こういうことは忘れないものよ。あなたは馬にも乗れるし、本当はダンスも得意なはずだわ」

　そう言われても、青い瞳に映る自分の顔は途方に暮れて見えた。

　テレジアの言葉が本当ならどんなにいいだろう。舞踏会でもこんなふうに踊ることができたら、エルンストは喜んでくれるだろうか？

「困った人ね」

　マルガレーテの困惑を感じ取ったのか、テレジアが苦笑して足を止めた。

「わたくしの言うことが信じられない？」

「い、いえ、そういうわけでは──んぅっ！」

　ふいに引き寄せられ、唇を奪われて、マルガレーテは身を強ばらせた。唐突な口づけに混乱していたが、すぐに昨日の記憶が蘇ってきた。抱擁のぬくもり。テレジアとの、それからエルンストとの甘い接吻。

　マルガレーテがぎこちなく応え出すと、テレジアはキスを中断し、再びステップを踏み始めた。

「もっとこうしていたいけど、まずはダンスからね」

　まるで音楽が流れているかのように、二人はかろやかに踊り続ける。幸いなことに、マルガレーテの身体は本当にワルツを覚えていたらしい。

「そう、その調子。もっと自信を持って、マルガレーテ。あなたはいい生徒よ。ダンスも、キスもとても上手だわ」

「……本当ですか？」

「ええ、そうよ。だから今日はもうちょっとだけ先へ進みましょう」

　テレジアの声がわずかに熱を帯びたような気がして、マルガレーテは小さく身じろぎした。

　先とは、どういう意味だろう？　自分は何をすればいいのだろう？　夫婦がしなければならないことを教えてくれると言っていたけれど──。

　これからもエルンストのために彼女に従うつもりだけれど、不安を拭い去ることはできなかった。マルガレーテは、接吻さえようやく覚えたばかりなのだから。

　ほどなくテレジアは窓辺に置かれた長椅子の前で足を止めた。

「座りましょうか、マルガレーテ」

　薔薇色のヴェルベット生地の長椅子は四人掛けできそうなほどの大きさだ。そこに並んで腰を下ろすと、マルガレーテの胸は何かを期待するように高鳴り始めた。

　──わたくしったら……。

「少し汗をかいたわね」

　レースのハンカチで汗を拭われ、くすぐったくて肩を竦めた時だ。

　──えっ？

　しなやかな指が、マルガレーテのドレスのボタンに伸びてきたのだ。今朝のドレスは首元までくるみボタンがたくさんついているのだが、テレジアは次々と外していく。

「あ、姉上様？」

　鎖骨の辺りまで露わにされて、マルガレーテは慌てて身を引こうとした。夜には大きく胸の開いたドレスを着ることもよくあるものの、明るい時間にこんなふうに肌をさらすのはひどく気恥ずかしかった。

「汗を拭いてあげるだけよ、マルガレーテ」

　テレジアは首筋にハンカチを滑らせながら、「きれいな肌ね」と薄く笑う。

「クリームみたいに滑らかで……キスしたくなってしまうわ」

　蠱惑的な甘い声。なぜだかテレジアの視線を意識せずにはいられない。

　急に落ち着かなくなって、マルガレーテは目を伏せた。今までも額や頬に口づけられてはいたが、首へのキスは意味合いが違う気がしたのだ。そうされたら、また一歩知らない世界に進んでしまいそうだけれど──。

「怖いの、マルガレーテ？」

「い、いいえ、姉上」

　マルガレーテは顔を上げ、テレジアの目を見つめた。

　優しい彼女が怖いはずないし、こういう状況になったのも自分を案じてくれているからなのだ。

「あなたはかわいいわ……本当に」

　しなやかな指先が頬から顎、首筋を通って鎖骨へと、感触を楽しむようにゆっくり撫で下ろす。だがテレジアの指はドレスの隙間から、さらに奥へと滑り込んでいった。

「あっ！」

　思いもかけない場所に触れられ、マルガレーテは目を見開いて凍りつく。肌着の上からではあったが、右の乳房を手のひらで包み込まれたのだ。

　──どうして？

　声も出せない様子に驚いたのか、テレジアは手を引いて身を離した。

「マルガレーテ……本当に知らないのね、愛し合う二人がどんなことをするか。王太子妃の務めには世継ぎを産むこともあるけれど、婚礼を済ませただけでそれがかなうわけではないのよ」

「ご、ごめんなさい」

　マルガレーテは震える声で謝った。自分がとんでもなく幼く感じられる。結婚している身なのだから、きっとこんなふうに反応してはいけないのだ──そう思っていても、今は作り笑いさえできなかった。

「……お世継ぎ」

　正直、そんなことは考えたこともない。王女としての心構えや、マスレルとエラーデンが築くべき未来像はさんざん聞かされてきたものの、マルガレーテには結婚後の夫婦関係について具体的に指導してくれる相手がいなかった。まして子どもを期待されるとは思いもしなかったのだ。

「しかたないわ。何も教えられていないのだから」

　テレジアは微笑んで、あやすように額に口づけた。

「わたくしも、もちろんエルンストもあなたを傷つけるつもりはないの。あなたが嫌なら、ここでやめましょう」

　マルガレーテは俯いて唇を噛んだ。

　テレジアは親身になって案じてくれている。エルンストだって急がずに待つと約束してくれた。彼らは恐ろしい人たちではないし、本当の意味でマルガレーテが妻になることを望んでいる。自分への憎悪に満ちた父や、冷ややかな兄とは違うのだ。

　だからエラーデンでの過去は忘れて、差し伸べられた手にすがるべきだ。いや、心からそうしたいと思った。

　マルガレーテはテレジアの右手を取り、ぎこちなく自分の胸へと導いた。

「どうぞ続けてくださいませ、姉上」

　恐ろしいほど脈が速くなっている。うまく息ができなくて気が遠くなりそうだったが、もうかまわなかった。今はテレジアを、そしてエルンストを信じたい。身も心もマスレルの王太子妃になるために。

「マルガレーテ……あなた？」

　だがテレジアはとまどっている様子で、胸に置いた手を動かそうとしない。

　そこでマルガレーテは目を閉じて、義姉の朱唇にぎこちなく口づけた。なんとか気持ちを伝えたかったのだ。

　キスのしかたがよくわからず、テレジアの唇をおずおずと吸った時だ。

「あ──」

　強く腰を引き寄せられ、左の半球をすっぽりと包み込まれた。反射的に身を竦ませると、「怖がらないで」と囁かれた。

「あなたが嫌がるようなことはしないわ。ただ気持ちよくなってほしいだけなの、わたくしも……エルンストもね」

　答える間もなく、唇の合わせ目から舌が入り込んでくる。

「……ん、う」

　歯列をなぞり、頬の内側をくすぐり、柔らかな熱が丹念に口腔を這い回る。同時に乳房も優しくさすられて、マルガレーテの背がしなった。

　痛くはないし、不快でもない。キスにもようやく慣れてきた。それなのにどうにもいたたまれず、じっとしていられない。肌が粟立って、ひどく感じやすくなっている気がした。

「あ、ごめんな、さ──」

「いいのよ、それで」

　短い息継ぎのたびにテレジアのキスは深くなり、胸をまさぐる手にも力がこもっていくようだ。それに反応して、二つの乳首は肌着を押し上げるように硬くなっていった。今まで気にしたこともない小さな突起がツキツキと疼いてしかたがない。すると狙いすましたように二本の指で挟み込まれ、そっと揺さぶられた。

「ふ、あ」
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　いつの間にかマルガレーテの舌はテレジアに絡め取られ、優しく吸われていた。ひそやかな水音をたてるキスと、繰り返されるゆるい愛撫がうっとりするほど心地よく、それでいてわずかにもの足りない。

　──もっと……。

　もっとどうしてほしいのか、いったい何が足りないのかマルガレーテには見当もつかない。ただ身体の奥に熱がどんどんこもっていくようで、解放を求めずにいられないのだ。

　その時、テレジアの指が肌着のリボンを解き始めた。

　──えっ？

　驚いて身を引こうとすると、なだめるように上唇を食まれた。誘われるままキスに応えているうちに、今度はドレスごと大きくはだけられてしまう。

「あ、姉上？」

「怖がらないで、マルガレーテ」

「でも、あっ！」

　今までは布地越しだった指先に直接触れられて、全身が熱くなった。どういうわけか腰の奥が重だるくなって、下着に包まれた両脚の間もほてっている。

「言ったでしょ？　クリームみたいな肌にキスしたいって」

　露わになった胸のふくらみをいじりながら、テレジアが鎖骨に口づけた。そのまま形に添って、唇をゆっくり滑らせる。

「あ、や、やぁぁ！」

　けれどもそれで終わりではなかった。少し硬い指先が胸の先を摘まんだのだ。軽く引っ張られ、クニクニと潰されて、ほっそりした身体が跳ね上る。

「まあ、どんどん硬くなっていくわ」

「そんな、こと、な……」

　甘く強烈な刺激に翻弄され、マルガレーテは涙を浮かべてわなないた。そのくせやめてほしくはなかった。もっといっぱい、もっと強くいじってほしいとさえ思ってしまう。胸だけでなく、どこかはわからないけれど、他のところも──。

「大好きよ、マルガレーテ」

　テレジアの形のいい唇が、小さな乳首をくわえるのが見えた。

「や……あ……ああ」

　唾液をまぶされ、舌先でくすぐられ、次第に何も考えられなくなっていく。ついには濡れ光る肉粒を甘噛みされて、マルガレーテは快美の荒波に呑み込まれていった。






　第四章　舞踏会の蜜夜






　王妃が話していた舞踏会は、二日後の夜に王宮の大広間で催された。

　そこは夜会の場と同じように大きな窓と鏡がいくつも連なっていたが、はるかに広く、いっそう豪華な設えだった。真紅の絨毯が敷かれ、華麗な漆喰装飾がシャンデリアや燭台のまばゆい光に浮かび上がっている。天井に描かれたフレスコ画はマスレル王国の四季だろうか。精緻で鮮やかな風景は息を呑むほど美しかった。

　さながら巨大な宝石箱のような大広間では、着飾った大勢の男女が笑いさざめいていた。彼らの視線が注がれているのは、姿を見せたばかりの王太子夫妻だ。

　かつてのマルガレーテだったら、おそらく雰囲気に圧倒されて凍りついてしまっただろう。あるいは婚礼の日のように失神していたかもしれない。

　しかし今はなんとか笑みを浮かべて立っていることができた。

　──姉上様の……それにエルンスト様のおかげだわ。

　マルガレーテは隣に立つ夫をそっと見上げる。するとエルンストも微笑んで、励ますように頷き返してくれた。

　今夜の王太子は金糸で刺繍された銀灰色の礼服姿で、マルガレーテは水色の繻子に、フリルとレースがふんだんにあしらわれた可憐なドレスをまとっていた。ハニーブロンドの髪や細い首に輝くサファイアの装身具は、先ほどエルンストから贈られたもので、亡くなった王妃が大切にしていたものだという。

『君が使ってくれたら、きっと母も喜ぶと思う』

　その一式を渡された時、実を言えばマルガレーテは少しだけ躊躇した。もちろんうれしかったが、本当ならテレジアに譲られるべきものではないかと思ったのだ。

　にもかかわらずあえて身につけたのは、決して表に出ることがかなわない彼女のためだった。そうすることで本来は王女であるテレジアの代わりを務めたかったし、彼女自身もそれを喜んでくれる気がした。

「行こう、マルガレーテ」

「はい、エルンスト様」

　王太子の口調がくだけたものになってきたことも心弾む変化だった。少しずつではあるが、彼との距離がまた近づいたように感じられる。

　マルガレーテはエルンストと腕を組み、奥の一段高いところに座っている国王夫妻のもとへ向かった。療養中にもかかわらず、今夜は国王が顔を見せてくれたのだ。

　そのため賓客も大勢招かれているらしく、公式の場だからか幼いレオンの姿はなかった。

「エルンスト、マルガレーテ！」

　二人が近づいていくと、国王は満面の笑みを浮かべて立ち上がった。

　マルガレーテはその様子を見て、ほっと息をつく。舞踏会に出られるのなら、病状はずいぶん快方に向かっているのだろう。

「陛下、ご機嫌麗しく存じます」

「ああ、ありがとう」

　ところがよく見れば、国王は婚礼の日よりさらに弱っているようだった。立っているのがやっとの様子で、やつれて血色も悪く、すぐに腰を下ろしてしまう。

「誠に似合いの夫婦だ。エルンスト、それにマルガレーテ、末永い幸福を祈っている」

「陛下のおっしゃるとおりですわ。改めてお喜びを申し上げます」

　傍らに座る王妃はわずかに口角を上げて見せたが、エルンストたちと視線を合わせようとはせず、祝いの言葉もどこか空々しく響いた。今夜は深緑色の豪奢なドレスをまとっているが、彼女が華やかに装っているせいで、国王の衰えがよけいに目立ってしまうようだ。

「これでマスレルも安泰ですわね。本当におめでたいこと」

　王太子の婚礼は世継ぎの誕生を意味している。レオン王子の母である彼女にすればおもしろいはずはなく、当然の反応とも思えた。

　それを感じ取ったのか、エルンストは国王にこそ深く頭を下げたものの、王妃には軽く会釈しただけで背を向けた。

「ではマルガレーテ、踊ろうか」

　折よく楽士たちが音楽を奏で始め、エルンストはマルガレーテの手を取った。

　すると目前の人びとがたちまち左右に分かれ、大広間の中央には二人だけが残された。みんなが主役である王太子夫妻のダンスを待っている。

「あ……」

　途端にマルガレーテはこの場に立ったことを後悔した。

　心臓が早鐘を打ち、足が震えて、とても動けそうにない。ましてワルツなんて何年も前に習ったきりなのに、こんな大勢の前で踊れるものだろうか？　もちろんテレジアは根気よく練習につき合ってくれたけれど、エルンストを相手にするのは初めてなのだから。

　政務に追われる王太子とはここ二日ほど顔を合わせていなかったし、昨日はテレジアとも会えていない。それを思うと、マルガレーテの不安はさらに募っていった。

　もしつまずいたり、転んだりしたら、エルンストにも恥をかかせてしまうのに、どうしてここへ来てしまったのだろう？　かといって、まさか今さら逃げ出すこともできない。

　うろたえて立ち竦んでいると、エルンストがマルガレーテの腰に手を回した。

「大丈夫だ、マルガレーテ。私と一緒に楽しめばいいのだから」

「エルンスト様」

「さあ、おいで」

　いったい何が起きたのだろう？　気がつくと、マルガレーテはワルツの調べにのってステップを踏んでいた。テレジアと踊った時と同じように、いや、それ以上に身体がかろやかに動く。彼女が言っていたとおり、エルンストはダンスの名手だったのだ。

「ほお、お見事ですな」

「本当にすばらしいわ」

　たちまち周囲から賞賛の声が上がったが、すぐにそのざわめきは聞こえなくなった。音楽もどんどん遠くなって、大広間のきらびやかな景色も集まっている人々も輪郭を失ってぼやけていく。やがて国王夫妻の姿さえも定かでなくなり、マルガレーテの琥珀色の瞳に映っているのはエルンストひとりとなった。

　その清冽な香りに包まれ、ぬくもりを感じていると、波立った気持ちが落ち着いてくる。相手は王太子だというのに、なぜだかテレジアと踊っているみたいだった。

　彼も自分だけを見ていてくれるだろうか？　まるで雲間に漂っているようなこの時間がずっと続けばいいのに。

　うっとりと身を任せていたマルガレーテがわれに返ったのは、突然割れんばかりの拍手が聞こえてきたからだった。音楽が終わり、王太子が足を止めたのだ。

「驚いたよ、マルガレーテ。君はダンスがうまいのだな」

「い、いいえ、そんなことは──」

　優しい言葉がうれしくて、マルガレーテは頬を染めて俯いた。

　──姉上、ありがとうございます。

　大恥をかくどころか、並みいる貴族たちの前で優雅に踊ることができたのはテレジアのおかげだ。彼女がこの場にいてくれたら、今すぐ感謝を伝えられるのに。

　その時、楽士たちがまた新たな曲を奏で始めた。今度は周囲の者たちも待ちかねたように手を取り合って踊り出す。マルガレーテも再びエルンストに手を預けようとした。

「恐れ入ります、妃殿下」

　ふいに背後から呼びかけられた。威圧的ではないが意志を感じさせる響き。

　聞き覚えのある低い声に、マルガレーテは思わず振り返る。

「妃殿下、どうぞ一曲お相手いただけませんか？」

　後ろに立っていたのは黒の礼服をまとった宰相のリヒターだった。そばにはいつの間に来たのか王妃が控えている。

「マルガレーテ様、せっかくの機会ですわ。どうか侯爵のお相手をしてあげてくださいな。そして王太子殿下はわたくしと踊っていただけませんこと？」

　反射的に視線を投げると、エルンストが軽く頷くのが見えた。王太子はまったく表情を変えずに、王妃に歩み寄っていく。

　そこでマルガレーテも懸命に笑顔を作って、宰相の前に立った。

「は、はい、喜んで」

　本当は気が進まなかったが、このような場で誘いを断って恥をかかせるわけにはいかない。もしうまく踊れなくても大勢の中なら目立たないだろうし、それ以前に宰相からどう思われてもかまわなかった。

　エルンストとマルガレーテはそれぞれの相手とワルツのステップを踏み始めたが、王妃も宰相も意外なほどすばらしい踊り手だった。特に宰相のリードはかなり巧みで、緊張したマルガレーテでも難なくついていくことができる。

「妃殿下は実にダンスがお上手でいらっしゃる」

「どうもありがとうございます」

「お国ではダンスの申し込みが引きもきらなかったことでしょうね。私もこうしてご一緒できて、誠に光栄でございます」

　腰に回された手にジワリと力がこもったような気がして、マルガレーテは身を強ばらせた。もちろん勘違いかもしれないけれど。

　すると宰相はわずかに身を屈め、顔を寄せて囁いた。

「それにしても妃殿下はお美しい。王太子殿下は本当に幸福な方だ。どうか私にも、エラーデンのことを一度ゆっくりお聞かせいただきたいものです。前にお父上にお目にかかったこともございますし、とても親しみを感じておりますので」

「……恐れ入ります」

　マルガレーテは会釈して、さりげなく視線を落とした。宰相はあくまで紳士的だし、今のも他意のないほめ言葉かもしれないが、どうにも落ち着かなくなったのだ。

　──この曲はまだ終わらないのかしら？

　父のことを持ち出されたからか、それとも他に理由があるのだろうか。背中に嫌な汗が流れ始め、今すぐ宰相の腕から逃げ出したくなった。さすがに途中でダンスをやめるような無作法な真似はできないけれど。

「リヒター」

　エルンストの声が聞こえたのは、その時だ。目を上げると、エルンストが王妃と共に間近に立っていた。

「たいへん申しわけないが、ワルツはここまでにしてもらえないだろうか。どうもマルガレーテの顔色がすぐれないようだ」

　口調こそ柔らかいが、声音には有無を言わせないものがあった。

「少し休ませてやりたいのだが、かまわないだろうか？」

　もちろん宰相は王太子を拒絶できるような立場ではない。リヒターはすぐさま手を離し、深々と頭を下げた。

「これは私としたことが……失礼いたしました、妃殿下。ご不調に気づかず、たいへん申しわけございませんでした」

　素早く身を引いたものの、宰相の視線はまだマルガレーテに貼りついたままだ。悪寒がするのは、どうやらそのせいらしかった。

「マルガレーテ、中庭で少し涼むとしよう」

　差し出された手がまるで命綱のように思えて、マルガレーテは強く握り返す。

「はい、エルンスト様」

「では失礼」

　エルンストは王妃たちへの挨拶もそこそこに歩き出す。今は、その手のぬくもりが何より心強く感じられた。

　大広間が真昼のように明るいせいで外はずいぶん暗く見える。それでもエルンストと一緒なら、マルガレーテは何も怖くなかった。




　さっきは中庭と言っていたが、王太子が実際に向かったのは、さらに奥にある池のほとりだった。幸い月明かりで小径は見えるものの、マルガレーテは速い足取りについていくのでせいいっぱいだ。

　──もしかして怒っていらっしゃるのかしら？

　エルンストはずっと口をきこうとしないし、表情も硬い。また痛みこそないものの、つないでいる手の力もかなり強かった。

　──わたくしのせいなの？

　互いに少しずつ近づいているような気がしていたのに、ただの勘違いだったのだろうか？　それとも気づかぬうちに不手際をして彼を怒らせてしまったとか？

　なんとか声をかけたいのに、何を言えばいいのか見当もつかない。

『あれは災厄をもたらす娘だ。顔こそ王妃に似ているが、中身は魔物よ』

　実の娘でありながら、マルガレーテはずっと父から遠ざけられて育ってきた。宰相の言葉で忘れたかった過去が蘇り、王太子の不穏な態度ともあいまって、不安ばかりが募っていく。

　いったいエルンストはどこに行くのだろう？　もしかしてこのまま城から追い出すつもりだろうか？　やはり自分はここでも疎まれる存在になってしまうのか？

　マルガレーテは俯いて唇を噛んだ。零れそうな涙を懸命に堪えていると、ほどなくエルンストが白い東屋の前で足を止めた。

「あの──」

「すまない、マルガレーテ」

　ぽつりと呟き、エルンストが振り返る。その声が驚くほど頼りなさげに聞こえて、マルガレーテは顔を上げた。

「嫉妬したのだ」

「えっ？」

「情けないことだが、私は……リヒターに嫉妬した。他の男と踊る君を見ていられず、無理やりワルツをやめさせて連れ出してしまった。もし君がもっと彼と踊っていたかったのなら──」

「いいえ、そんなことはございません」

　エルンストは怒ってはいなかった。それどころか少し顔を赤らめ、宰相と踊っているマルガレーテを放っておけなかったと打ち明けてくれたのだ。

「止めていただいて感謝しております。わたくしもエルンスト様以外の殿方とは踊りたくありませんもの」

　そう答えながらも、一瞬テレジアのことが心をよぎった。しかし彼女は女性だし、エルンストの姉だ。自分の言葉に嘘はないと、マルガレーテは思った。

「マルガレーテ、本当に？」

「ええ、本当ですわ」

　それにしてもこの気持ちはいったい何なのだろう？　半ば呆然としながらも熱い視線を向けてくるエルンスト──彼を見ていると、マルガレーテの胸は締めつけられるように苦しくなる。それでいてその痛みはどこまでも甘く心地よかった。

「マルガレーテ！」

　ふいに身体がふわりと浮いた。

「きゃっ！」

　エルンストに抱き上げられたのだが、マルガレーテはただ途方に暮れるしかない。こんなことは初めてで、今の状況も、自身の感情も整理がつかないままだった。

「ありがとう、マルガレーテ」

　すぐに東屋のベンチに下ろされ、そっと口づけられる。さらに引き寄せられ、髪を撫でられて、強く抱き締められた。

「私は君が好きだ。心から愛しく思う」

　思いもかけない告白に、今度はマルガレーテが言葉を失った。

　本当だろうか？　妻になったとはいえ、大国マスレルの王太子が肉親から厭われ続けてきた自分を好きになってくれるなんて？　この幸運を信じてもいいのだろうか？

　胸の疼きがいっそう強くなって、マルガレーテはかすかに喘ぐ。だが思い惑う時間は与えられなかった。

「う、あ、ん……んぅ」

　触れる程度だった口づけが次第に深くなり、マルガレーテはエルンストの舌をぎこちなく受け入れる。一度そうなれば、貪欲につつかれ、吸われ、絡め取られて、息継ぎさえままならないまま溺れていくしかなかった。

　エルンストとマルガレーテは月明かりの中、憑かれたように互いの口唇を貪り、角度を変えてはなおも求め合った。それなのにいくらキスを繰り返しても、満たされるどころかますます渇きが募っていくような気がする。

　──変だわ……わたくし。

　マルガレーテが困惑して眉を寄せた時、エルンストが身を離した。

　すかさず右耳の下にキスが落ちてきた。王太子の唇は先日テレジアがしたようにゆっくり下へ移っていく。顎のラインから首筋を通り、首飾りをよけながら大きく開いた胸元へと、ほんのり上気した肌を味わうように滑り続ける。

「あ、あ！」

　エルンストがドレスの襟ぐりを押し下げたので、二つのふくらみがまろび出た。いきなり外気にさらされて、桜色の頂が怯えたように勃ち上がる。

　いたずらな指先が、すかさず右の突起を摘み上げた。

「やっ」

「なんてかわいらしいのだろう。震えながら、早くいじってくれと誘っているみたいだ」

　何か言われるたびに体温が上がっていくような気がした。

「だめ。そんなこと……おっしゃらないで」

　マルガレーテはエルンストの視線や言葉にも反応し、少しずつ追い上げられていく。さらに実際に乳首を引っ張られ、指の腹で揉まれると、堪えきれずに掠れた悲鳴を上げた。

「い、やぁ！」

　左側のふくらみもすくい上げられ、やんわり揉みしだかれる。優し過ぎるくらいの動きだが、それがかえってたまらない。絶え間なく与えられるぬるい刺激のせいで、続きをねだらずにいられなかった。マルガレーテの身体はすでに愛され方を覚えてしまったのだ。

　エルンストもテレジアがしたように小さな肉粒をしゃぶり、優しく歯を立ててくれるだろうか？　ああ、それにもうほんの少しだけ強く触れてくれたらいいのに。

　マルガレーテが無意識に胸を突き出した時、摘ままれた先端をペロリと舐め上げられた。

「ひぁんっ！」

　そのまま舌先でねっとりと乳首を転がされ、マルガレーテは身体をしならせて涙ぐむ。突き抜けていく快感は期待していた以上に鮮烈で、なぜだかまたも下肢の奥が疼き始めた。じっとしていられず、思わず両足を擦り合わせてしまう。

　いくら周りに誰もいないとはいえ戸外で胸をさらし、エルンストに嬲られるままあられもなく喘いでいる──淫ら過ぎる自分が恥ずかしいのに、拒むどころか悦びに震えているなんて。

　どうしてこんなふうになってしまったのだろう？　このまま続けられたら、正気を失ってしまいそうだ。

「や、だ、だめです……こんなこと──」

「どうして？　君のここはどんどん硬くなって、とても喜んでいるようだが」

「で、ですが……」

「それなら他のところに触れていいだろうか？」

「他の？」

「そうだ。君の大切な、秘密の場所だよ」

　エルンストは摘まんだ尖りをくわえたまま、もう一方の手を下の方に滑らせた。ドレスの裾をたくし上げ、中を探り始めたのだ。その指がふくらはぎから膝、白い腿へと優しく撫で上げる。

「あっ！」

　マルガレーテはおぼろげながらエルンストの目的を察した。これから彼の指先がたどり着こうとしているのは──。

　両脚の狭間、淡い茂みの奥に何があるのかは自分でもよくわからない。それどころか本来なら口にするのもためらうような場所なのに、さっきからそこが疼いてしかたないのだから。

「心配いらない。もっと気持ちよくしてあげるだけだ。君と私がひとつになるために」

「……ひとつに」

　瞬間、マルガレーテは困惑に眉をひそめた。

　エルンストとの結婚は予想とは違っていた。自分たちが形だけの夫婦ではないことも、世継ぎを設けるのが妃の務めだということもよくわかった。だからこそ彼の言うようにひとつにならなければいけないのだろう。その方法は知らないけれど、エルンストなら身を任せられると思った。いや、むしろこのまま狂おしい愛撫に溺れてしまいたかった。

　それなのに空を覆う黒雲のように不安が心を支配していく。マルガレーテは、再び父の言葉を思い出してしまったのだ。

『許せるものか。あれはエラーデンの王家に終わらぬ悲しみと苦悩を与えたのだぞ』

　やはり無理ではないだろうか？　もし自分のせいでエルンストまで不幸にしてしまったらどうしよう？　その結果、父がそうしたように奔流のような憎悪をぶつけられてしまったら？

「マルガレーテ？」

　妻として王太子を拒むことなど許されないし、そうしたくもなかった。それなのに身体が勝手にガクガク震え出し、自分ではどうすることもできない。

　そんな様子に違和感を覚えたのか、エルンストが指を離して身を起こした。

「いったいどうしたのだ？　大丈夫か？」

「ご、ごめんなさ……わたくし、あの」

　いくら笑おうとしても顔が強ばり、言うべき言葉も見つからない。視線を合わせることさえできなかった。

「やはり怖いのか、私が？」

「いえ、いいえ、違います！　ですが──」

　マルガレーテはなんとか状況を立て直そうとした。こんな反応をされては、エルンストだっておもしろいはずがない。

　二人でワルツを踊り、何度もキスを交わして、ついさっきまで夢見心地でいたのだ。せっかく好きだと言ってくれたのに。よけいなことを考えさえしなければ、自分さえもっとしっかりしていれば──。

　その時、エルンストが立ち上がる気配がした。

「今夜は戻るとしよう」

「えっ？」

「君の部屋まで送っていく。立てるかい？」

「……エルンスト様？」

　マルガレーテは唇を震わせて、エルンストを見上げた。

「悪かった。急がないと君に約束したはずなのに」

　その声音も、乱れたドレスを整えてくれる仕草も優しく、表情も穏やかだ。それなのに今は彼がひどく遠く感じられる。実際、エルンストはそれからずっと押し黙ったままだった。

　まさか幸福な美しい夜がこんな形で終わるとは思わなかった。すべてをだいなしにした自分を責めながら、マルガレーテはエルンストに手を引かれて立ち上がった。




　いくら泣いても涙が涸れることはなかった。

　──ばかなマルガレーテ。どうしてあんな態度を取ってしまったの？

　白い頬を後から後から涙が伝う。侍女たちに寝支度を整えてもらっている間は懸命に堪えていたものが、ひとりになるととうとう抑えきれなくなったのだ。

　エルンストはさぞ不快に思っていることだろう。けれどいくら後悔しても、もう遅かった。

　マルガレーテは枕に顔を埋め、声を殺して泣き続ける。そのため寝室の扉を開けて近づいてくる足音にはまったく気づいていなかった。

「マルガレーテ、まだ起きている？」

　すぐそばでテレジアの声が聞こえ、マルガレーテは慌てて泣きやんだ。

「……姉上？」

　身を起こすと、テレジアが小さな銀の盆を手にして立っていた。もう夜もふけたのに紺色の襟のつまったドレスを着て、髪もきっちり結い上げている。

　おそらくエルンストから庭でのやり取りを聞いて、ここに来てくれたのだろう。彼女まで巻き込んでしまったことで、ますますやりきれない思いが募った。

「ご、ごめんなさい」

「まあ、どうしたというの？　そんなに泣いて。それにどうしてあなたがわたくしに謝るの？」

　マルガレーテが答えられずにいると、テレジアは「エルンストのせいね」と呟いた。

「いいえ！」

　エルンストは少しも悪くない。マルガレーテは何度もかぶりを振ったが、うまく言葉にすることはできなかった。自分自身、まだ気持ちの整理がついていないのだ。

「いいこと、マルガレーテ？　もう泣いてはだめ。目が真っ赤よ」

　テレジアは傍らの小卓に盆を置いて、寝台に腰かけた。

「少し行き違いがあったようだけれど……たとえ何があったにしても非はエルンストにあるはずよ。あなたをこんなに泣かせたのですもの」

　どこまで聞かされているのかわからないが、テレジアは強い口調で言いきった。それから目元をなごませ、手を伸ばしてマルガレーテの涙を拭ってくれた。

「何か理由があるのでしょう？」

「えっ？」

「実を言うと、エルンストは少し怒っていたの。だけどそれ以上に当惑しているわ。あなたの態度が……急に変わってしまったって」

　それを聞いて、琥珀色の瞳からまた涙が零れ落ちる。するとテレジアは寝台に上がってきて、顔を寄せ、唇で涙を吸い取ってくれた。

「もしかしてエルンストが嫌いになった？」

「いいえ、まさか！」

「でもマルガレーテ、あなたはとても苦しんでいるように見えるわ。よかったら、その理由をわたくしに教えてくれない？」

　何を思い惑っているのか相談できたら、どんなにいいだろう？　これまでいつも助けてくれた彼女なら正しい答えを教えてくれるかもしれない。

　だが同時に、テレジアには話せないと思った。マルガレーテが怒らせた相手はエルンストだ。自分の秘密を打ち明けるべき相手がいるとしたら彼しかいないはずだった。

　テレジアはしばらく待っていたが、やがてあきらめたらしく小さく肩を竦めた。

「頑固なのね、マルガレーテ。でも悪いことじゃないわ」

「申しわけありません、姉上」

「いいのよ。ところで薬酒を持ってきたの。ひとくちいかが？　気持ちが落ち着くわよ」

「……ありがとうございます」

　テレジアが盆の上にあるクリスタルのグラスを手に取った。ところがそれを受け取ろうとすると、もう一方の手で優しく抱き込まれてしまったのだ。

　どういうことかわからず義姉を見やると、テレジアは「続きをしましょう」と微笑んだ。

「続き？」

「そうよ。あなたがエルンストを嫌っていないのならね」

　テレジアはグラスに唇を寄せ、薬酒を口に含むと、さらにマルガレーテを引き寄せた。

「あ、んぅ！」

　甘く冷たい液体が口中に広がる。唇の合わせ目から口移しで注ぎ込まれたのだった。

　途端に、ほんのりとあたたかくなった。薬酒の効き目なのか、身体からも力が抜けていく。

「こ、れは？」

「心配しないで。悪いものじゃないから」

　再び唇を塞がれ、薬酒を飲まされた。そのぬくもりと喉を通る冷たさが心地よくて、マルガレーテはテレジアに縋りつく。絨毯にグラスを落としたのか鈍い音がした。

　キスを繰り返しているうちに襟もとの紐を解かれ、寝衣を肩から落とされた。下着はつけていないので、蝋燭の光にほっそりした裸体が浮かび上がる。

「さあマルガレーテ、あなたのすべてを見せてちょうだい」

　もちろん驚きはしたが、なぜか抗う気持ちにはならなかった。どうしようもなく恥ずかしいのに、マルガレーテは押し倒されるまま白い肢体をさらす。

「本当にきれいな身体だわ」

　テレジアは感嘆の声を上げると、衣擦れの音をたてて覆いかぶさってきた。

「大丈夫よ。力を抜いて」

　サラサラと肌に触れる張りのある絹地が心地いい。思わず目を閉じると、枕に広がった蜂蜜色の髪を撫でられた。テレジアの手は顔の輪郭をなぞり、さらに下の方へと滑っていく。

「やぁ！」

　広げた両手で乳房を包むようにされ、マルガレーテは大きく背をしならせた。すでに乳首は硬く尖り、待ち焦がれるように震えている。二つの頂ごと、手のひらを使って円を描くようにこねられると、閉じたまぶたの裏に光が散った。

「あ、や……嫌」

　今夜の愛撫は羽で撫でるように優しく、じれったいくらいゆるやかだ。まさかもっと強くしてほしいとねだるわけにもいかず、けれど満たされないままに、マルガレーテはじわじわ追い上げられていく。胸をいじられるたびに身体のあちらこちらが、特に両脚の間が切なく疼いてしかたなかった。まさに先ほどエルンストが触れかけていた部分だ。

「いいえ、違う。あなたはこうしてほしいはず」

　テレジアの唇が右胸の先端を捕らえて、優しく吸い始めた。左側は少し強めに揉みしだかれ、マルガレーテは小刻みに身を震わせる。待ち焦がれていた甘く切ない行為に、腰を揺らさずにいられなかった。

「あんっ！　そんな──」

「脚を開いて、マルガレーテ。もう濡れているでしょうから」

「えっ？」

　濡れるとはどういうことだろう？　意味がわからず、マルガレーテは大きく目を見開いた。

「わからない？　あなたの大切なところは感じると、たくさん蜜を零すのよ。愛する人を受け入れられるようにね」

　テレジアは一度身を起こすと、マルガレーテの右手を取った。

「触ってみて」

　励ますように微笑まれ、ためらいながらも導かれるまま手を伸ばしてみる。

「あっ！」

　瞬間、鮮烈な快感が弾けた。

　果たして指先がたどり着いたのは、やはり淡い下生えに守られた場所だったのだ。自身の秘処は意外なほど熱く柔らかくて、しっとりと潤んでいた。

「やうっ！」

　驚いて手を離そうとすると、テレジアに押しとどめられてしまった。

「だめよ。もっとたくさんいじらなくては」

「そんなこと、できま──」

　マルガレーテは真っ赤になって、何度もかぶりを振った。取り返しがつかないくらいあさましいことをしている気がしていたたまれない。そのくせ指先は熱を孕んだ箇所にとどまりたがっていた。

　──ここが……。

　秘められた肉花は今も続きを求めるように、もの欲しげに震えている。

「でも、気持ちいいのでしょう？」

「え、ええ」

「ほら見て、マルガレーテ」

　テレジアはつかんだ手首を持ち上げると、マルガレーテの目前に持ってきた。蝋燭の明かりでも、細い指先がヌレヌレに光っているのがはっきり見える。

「きれいでしょう？　あなたが零した蜜よ」

「わたくしが？」

　マルガレーテはまだ混乱していたが、テレジアは気にするふうもなく「もっとよ」と囁いた。

「もっと蕩けるまでそこをいじるの。できないなら二人ですればいいわ。わたくしが助けてあげるから」

　次の瞬間、長い指が繊細な秘裂を抉った。同時に乳首にも優しく歯を立てられる。

「あ、あんっ！」

　強烈な熱風が身体を吹き抜けていくようだった。

「あう、あ、ああ、うぅ」

「さあ、あなたも」

　肉粒を食みながら、テレジアはゆっくりと指を動かし始めた。上下に、そして縦横に、優しくリズミカルに触れられて、マルガレーテの指先もおずおずと花びらを探り出す。それが自慰と呼ばれる行為であることもわからぬままに。

「や、やぁん！　だ、だめぇ！」

　恥ずかしいのに、どうしてもやめることができない。未知の世界へ続く扉がまた開いたのだ。

　クチュクチュと水音をたてながら、マルガレーテはテレジアと共に淫靡な指戯に溺れ続けた。
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　第五章　離宮の告白






　まず感じたのは、空の色の違いだった。

「きれい」

　ゆっくり馬を走らせながら大きく息を吸い込み、マルガレーテはうっとりと微笑む。頭上に広がる空は、王都で見るそれよりも青がずっと色濃く感じられた。日がだいぶ傾いて、少しずつ薔薇色や紫色が混ざり込んでいる様子が、極上の織物のようだ。

「気に入ってくれたか、マルガレーテ？」

「はい、エルンスト様。とても！　空の色が全然違いますもの」

　反射的に空を指差し、大きな声で答えてから、マルガレーテは頬を赤らめた。子どもみたいな振る舞いをしたことが急に恥ずかしくなったのだ。

　後をついてくる王太子の顔は見えないが、きっと呆れていることだろう。

「申しわけありません、ひとりではしゃいでしまって──」

　マルガレーテはエルンストと共に城を離れ、王都の外れにあるランドネル湖を訪ねていた。そのほとりにある離宮で数日を過ごすことになり、今は二頭の馬に乗って周囲を散策しているところだった。

「どうして謝る？　君が楽しそうだと、私もうれしい」

「……本当ですか？」

　ますます頬に朱が上り、視線が泳いでしまう。すると背後から明るい笑い声が聞こえてきた。

「本当だよ。君の笑顔はとてもすてきだ」

「まあ」

　屈託のないほめ言葉に心が躍り、マルガレーテも自然に笑顔になる。

「それに馬の扱いがとてもうまい。得意なのはダンスだけではないのだな」

「ありがとうございます。馬に乗るのは大好きなのです。小さいころ、周りに動物がたくさんおりましたから」

　マルガレーテを育ててくれた祖父の領地はエラーデンの国境近くに位置していて、酪農が盛んだった。

　広い牧場には牛や羊がたくさんいて、牧童たちを手伝う賢い牧羊犬がいつも走り回っていたものだ。また館のそばには大きな森があって、狩猟好きの祖父と共にマルガレーテもよく馬で出かけた。実際に狩りをすることはなかったものの、猟犬たちと一緒に木々をぬって駆けるのが大好きだったのだ。

「子どものころ、君が一番好きだった動物は馬なのか？」

「ええ、馬も好きですわ。賢くて美しい生きものだと思います。でも一番は幼いわたくしと遊んでくれた犬です」

　マルガレーテにとって最も思い出深いのは、祖母が飼っていた黒い大型犬だった。穏やかな茶色の目をしていて、片時もそばを離れようとせず、両親のいない寂しい日々を癒してくれたのだ。

　そのことを話すと、エルンストは「とてもいい思い出だな」と言ってくれた。

　──エルンスト様。

　愛の行為を途中で拒んだせいで溝ができたと思っていたが、今日の王太子はマルガレーテに再び歩み寄ろうとしてくれているようだ。この小旅行も彼の提案で、二人は先ほど離宮に到着したばかりだった。

　エルンストは来週から、政務のために五日ほど王宮を離れることになっている。その前に静かなところでゆっくり過ごしたいと言われたのだ。

　マスレルの王都は華やかで美しく、王家の者が暮らす城も贅を尽くした工芸品のようにまばゆい。けれども田舎の館で育ったマルガレーテにとってはいささか豪華過ぎたし、連日のように催される社交の場にも少し気疲れしていたのだった。

　王太子夫妻の旅ともなれば随行する者の数も多いが、王宮にいる時よりはずっと身軽で開放的な雰囲気だ。そんなことも気持ちが弾む一因かもしれなかった。

「それにしても本当にすてきなところですわね」

「私もここが好きだ。最近は忙しくて足が遠のいていたが、子どものころはときどき来ていたよ」

　二人がいるのは離宮を取り囲む森の先にある小高い丘の上で、広いランドネル湖が一望できる。青い鏡のような湖面には、瀟しょう洒しゃな城館が映っていた。

　先々代の王が避暑のために作った美しい城は湖に溶け込むような淡い水色で、マスレルの王宮に比べれば規模は小さいが、優美な鐘楼が印象的だ。

『わたくしはずっと離宮で過ごしてきたし、今もまだ表立っては動けないわ』

　館の繊細な佇まいがテレジアの姿に重なり、マルガレーテの胸が鋭く疼いた。

　──姉上。

　テレジアは今どこにいるのだろう？　彼女が育った離宮というのはここだろうか？　幼いころの姉弟はどんなふうに出会って、互いの存在にどう折り合いをつけたのだろう？

　二人の関係は良好だから気軽に訊ねてもいいはずなのに、なんとなくはばかられてしまう。エルンストは気にしないかもしれないが、彼と一緒にいる時にテレジアを思うのは後ろめたかった。たとえ妻の身を託すほど姉を大切に思っているとしても。

「疲れただろう、マルガレーテ？」

　口数が減ったからだろうか。後方のエルンストが案ずるように問いかけてきた。

「王都から何時間も馬車に揺られてきたのだし、散策はまた明日に改めてもいいのだぞ」

「いえ、大丈夫ですわ」

　風に髪をなびかせながら、マルガレーテは振り向いた。

　──あ。

　瞬間、強く胸をつかまれたような気がした。

　視線の先には、濃い緑の森を背景にして微笑むエルンストがいる。涼やかで優しい笑顔に心が和むはずなのに、マルガレーテの脈は不規則に速くなっていった。彼の姿がまぶしくて、引き絞られるように胸が痛くなる。

　──わたくしはこの方が……。

　少しも悲しくないのに、今にも涙が零れそうだった。前にもあった感情の大きなうねり──マルガレーテは困惑し、王太子から視線を外して前を向く。

　すると背後から、「少し休もう」と声をかけられた。

「日が沈むまでにはまだ時間があるが、ここで見る夕焼けはとても美しいから」

　エルンストは近くの木に二頭の馬をつなぐと、上衣を脱ぎ、その上にマルガレーテを座らせた。

「昔、よくここで母上と夕日を見た」

　隣に腰を下ろしたエルンストが湖を見やり、なつかしそうに呟く。

「きれいで、とても優しい方だったよ。マルガレーテの母上もさぞお美しかったのだろうな」

「わたくしの母上は──」

　それ以上は続けられなかった。その話題はエラーデン王家の者には禁忌であり、特にマルガレーテ本人にとっては重い十字架だった。蜂蜜色の髪と琥珀色の瞳、天使のような美貌を母から受け継いだ娘は、誕生の際にその命を奪ってしまったのだから。

『悪魔の子……いや、あれはエラーデンにとっては悪魔そのものだ！　許すことなどできるものか。私の命より大切なものを奪ったのだぞ！』

　血を吐くような父の叫びが蘇ってきて、マルガレーテは強くかぶりを振った。

　──だめよ、マルガレーテ。父上やエラーデンのことは忘れるの！　ここはマスレルなのよ！

　エルンストの前で取り乱すわけにはいかない。唇を噛み締め、必死に自分をなだめていると、そっと手を握られた。

「マルガレーテ、大丈夫か？」

「……エルンスト様」

「顔が真っ青だ。やはり疲れたのではないか？　もし気分が悪いのなら、少し横になってはどうだろう？」

　青い瞳には気遣わしげな色が浮かんでいて、本気で心配しているのが伝わってくる。その様子は、女官長の手引きで昼食を共にした時のテレジアとよく似ていた。

「それとも城に戻る方がよければ──」

「母は亡くなりました」

「マルガレーテ」

　もしかしたらその時が真実を告げる最良の機会だったかもしれない。エルンストもテレジアも、マルガレーテが秘密を抱えていることは察しているのだから。

　母が自分を産んですぐに亡くなったこと、父王から疎まれて祖父母に育てられたこと、母によく似ているため父の憎悪が募ったこと、兄のヘルマンとも疎遠だったこと、そのせいで自分に自信が持てず、エルンストに嫌われるのが怖くて壁を作ってしまったこと──過去にまつわるすべてを話したいと思いながら、マルガレーテは言葉が見つけられずに俯いてしまう。

　ずっと父に背を向けられていたと知られるのが怖かった。母の命を奪ってしまったことも打ち明けられそうになかった。もしエルンストからも不吉な忌むべき存在だと思われてしまったら、とても耐えられない。

　──わたくしはエルンスト様のことが……。

　どうして彼といると胸が躍ったり、泣きたいほど切なくなったりするのか、ようやくわかった。エルンストを心から慕っているからなのだ。もし彼から距離を置かれたりしたら、もう生きていけないかもしれない。

「わたくしは、母のことはあまり……」

　それでもなんとか口を開くと、エルンストは握っていたマルガレーテの右手を持ち上げ、そっと唇を寄せた。

「マルガレーテ、それ以上は言わなくていい」

「ですが」

「いいんだ。つらいことを思い出させて申しわけなかった」

　エルンストはいたわるように微笑み、優しく右手を撫でてくれた。

「マルガレーテ、私は君に謝らなければならない」

「謝る？　エルンスト様がわたくしに、ですか？」

　気がつけば王太子は表情を改めていて、その瞳も思い惑うように揺れている。

「ですが、謝っていただくようなことはございませんわ」

「いや、違う。私はずっと君を疑っていたし、この結婚は無意味だと思っていた。そのことを心から君に詫びたいのだ」

　エルンストは自身を恥じるように視線を落とし、「君を誤解していた」と、かぶりを振った。

「初めて会った時の君はとても不安げだったし……失神したこともなんだか芝居がかって見えた。だからエラーデンからの、いや、リヒターの間者だと思ってしまったのだ。私を探り、陥れるために妃として送り込まれたと」

「どうしてそんなことを？」

　マルガレーテは呆気に取られて、エルンストを見返した。あまりに思いがけない言葉に、どう反応すればいいかわからない。不当な誤解をされたのはひどく心外だが、それを咎める気にさえならなかった。

　確かに自分たちの婚姻は政略的なものだ。それゆえエラーデンを信じきれなくてもしかたないが、なぜマスレルの宰相まで関わってくるのだろう？　その名こそ知っていたが、マルガレーテがリヒターと顔を合わせたのは嫁いでからのことなのに。

「本当に申しわけなかった。すべて私が不甲斐ないせいだ」

「いいえ、エルンスト様。そう思われた理由が何かおありなのでしょう？」

　それなりの根拠がなければ、花嫁を間者扱いするわけがない。マルガレーテが過去について語れなかったように、エルンストにもまだ自分に知らせていないことがあるのだろう。

「実を言えば私には敵がいる。だから王宮での立場は盤石ではないのだ」

「敵？　それがリヒター様なのですか？」

「宰相と……王妃様だ」

　マルガレーテは咄嗟にエルンストの手を握り返した。言われてみれば、さほど意外な告白には思えなかったのだ。二人はそれぞれに強烈な存在感を放っており、その言動にもどこか挑戦的なところがあった。

「彼らはレオンを王位につけたいのだ。王妃様とリヒターはもともと縁戚関係にあるから、そうなれば宰相は絶対的な権力を得ることができる」

「まさかそんな──」

「私を排除するため、駒のひとつとして君を送り込んできたと思い込んでいた。リヒターはエラーデンの国王陛下と親しいし、ヘルマン殿下は前から存じ上げているが……その、いろいろと食えない方だから」

　エルンストは苦笑しながらこともなげに語ったが、話の内容はそら恐ろしいものだった。「排除」という非情な響きに、マルガレーテは身を震わせる。

　絶対と思われていた王太子の座が危うくなり出したのは、エルンストが遊学中のことだという。父王が病に倒れたのを機に、宰相が自身の派閥を作り始めたのだ。王妃の後押しもあって、今では閣僚たちの半数が宰相派になってしまったらしい。

「だが最近は宰相も王妃様も焦っている。レオンが……とても病弱だから」

　マルガレーテは今朝、出発を見送ってくれた幼い王子を思い出した。「一緒に行きたい」と少しだけベソをかいたものの、すぐに笑顔になって、いつまでも手を振ってくれていた。大人たちの思惑はともかく、レオン本人は優しい子で心から兄を慕っているように見える。

　一方で、その体調ははかばかしくなかった。真綿でくるむように大切に育てられているのに、すぐに高熱を出し、寝台から出られない日も多いという。そのため彼を推す者たちは一日も早く玉座につけようと策を巡らせているのだった。

「マルガレーテ、よく聞いてくれ。間者でないとなれば、世継ぎの問題も絡んでくるし、いずれは君にも害が及ぶかもしれない。私は全力で君を守るつもりだが……やはりエラーデンに帰った方がよいのではないか？」

　まさかこんなことがマスレルのような大国で起こるなんて、いや、大国だからこそ剣呑な動きが生じたのだろうか？

　王太子が陥っている状況には心底驚いたし、王妃たちのはかりごとも恐ろしかったが、マルガレーテは青い瞳をしっかり見つめ返した。

「いいえ、エラーデンに戻るつもりはございません」

　マスレルに嫁ぎ、エルンストやテレジアと出会ってから、マルガレーテの日々は大きく変わった。単調で寂しい生活が色づき華やぎ始めたのは、彼らのおかげに他ならない。そんな二人から離れるつもりはなかった。

「危ない目に遭うかもしれないのだぞ」

「もちろんできるだけ気をつけますわ」

「しかしマルガレーテ」

「それよりわたくしにできることはないでしょうか？　何か、エルンスト様のお役に立てるようなことがした──」

　すべてを言い終わる前に引き寄せられ、強く抱き締められた。そのまま口づけられて、マルガレーテは震えながら目を閉じる。

　苦しいくらいの抱擁と、息継ぎさえままならない接吻。今にも破裂しそうなほど胸の鼓動が速まる中、マルガレーテは続けざまのキスに懸命に応える。

「そばに……これからも私のそばにいてくれるか？」

「ええ、お約束いたします」

「それからレオンには優しくしてやってほしい。いい子なのだ、とても」

「かしこまりました」

「ありがとう……本当に」

　空が茜色に染まっていく中、エルンストとマルガレーテは飽きることなく唇を合わせ続けた。




　その夜、マルガレーテはエルンストの居室で共に過ごしていた。

「あ、ああっ！　だめぇ！」

　蝋燭の明かりの中、腰まで寝衣をはだけられた肢体が白く浮かび上がる。大きく開いた両脚の間にはエルンストの頭が深く沈み込んでいた。潤んだ秘裂を舐められ、舌先で執拗にくすぐられているのだった。

「すごいな。どんどん蜜が溢れてくる」

　顔を押しのけたくてもかなわず、逃れようとずり上がっては引き戻されてしまう。肉花に守られた突起の包皮を剥かれた時は息が止まるかと思った。

　その後も自在に蠢く舌に翻弄され、マルガレーテは掠れた悲鳴を上げ続けた。

「お、おねがっ──」

　あまりの快感に閉じたまぶたの裏で閃光が弾け、ガクガクと身体が震える。思わず秘部を隠そうとすると、指先ごと舐め上げられた。

「やうっ！」

「君もここに触れてごらん。テレジアとそうしたように」

　淫らな囁きに、蜜をたたえた部分がヒクリと反応した。

「そんなこと……」

　拒みたいと思いながらも、マルガレーテは誘われるまま秘唇に指を伸ばしてしまう。テレジアとの甘く淫靡な記憶が忘れられなかったのだ。

「ゆっくり、優しく指を動かして」

　濡れた肉襞に触れた途端、甘い痺れが全身を駆け抜けた。さらに木霊のように切ない余韻が手足の先まで広がっていく。

「あ、あん！」

「そうだ。上手だよ、マルガレーテ。さあ、もっとだ」

　まるで褒美を与えるように、エルンストの舌先が可憐な秘玉をつつき回す。

「ひあっ！」

　最も感じやすい部分を攻められ、華奢な身体が跳ね上がった。それでも指を離すことはできず、マルガレーテは憑かれたように自身の花弁を探り続ける。淫らな自分に驚きながらも、エルンストと共に秘処を犯さずにいられなかった。

　目を開いても、快美の涙で濡れた瞳にはもう何も映っていない。しかしそこまで追い上げられても、心の奥底にはどんよりした不安が淀んでいた。

　今夜、自分はここでエルンストとひとつになるのだろうか？　そのせいで彼の身に不幸が襲いかかりはしないだろうか？　挙句に忌み嫌われてしまったらどうしよう？　今なお真実を打ち明けられていないのに。

　──姉上、助けてくださいませ。

　マルガレーテは涙に濡れた目で、ここにはいないテレジアを探し求める。エルンストを心から慕っているのに、彼を受け入れることはまだできそうになかった。

「い、や……」

「大丈夫だ、マルガレーテ」

　そんな怯えを察したのか、エルンストがゆっくりと身を起こした。

「今ここで君の純潔を奪うつもりはない。その様子では、まだ気持ちが定まっていないのだろうから」

　隠しきれない欲望に掠れながらも、王太子の声は優しい。気遣うような物言いがテレジアを思い出させ、張りつめた気持ちが少しだけ楽になった。

「……エルンスト様？」

　徐々に焦点を結び始めた瞳に、凛々しい笑顔が浮かび上がる。エルンストは「目を閉じて」と囁いた。

　言われるまま目をつぶると、そっと右手をつかまれた。その手のひらに何かを押し当てられて、マルガレーテは小さく息を呑む。

　熱く、硬く、ドクドクと力強く脈打つ太い怒張──それ自体が意志を持つ生きもののような肉塊は、どうやらエルンストの身体の一部のようだ。

「君が心を決めるまで、いつまででも待つつもりだ。だが私の心と、その証だけは知っていてほしい」

「証？」

「その時が来たら、今触れているものが君の中に入っていく」

　そうやって自分たちはひとつになるのだろうか？　エルンストが示唆する行為はよくわからなかったが、マルガレーテは何度も頷いてみせた。

「もう少しだけ君を愛させてくれるか？」

「ええ……お心のままに」

　迷いながらも首肯したのは、エルンストの声が切羽つまったように上擦って聞こえたからだ。

「愛しいマルガレーテ」

　大きく開かれていた両脚が閉じられ、その狭間に先ほど手にした灼熱が押し当てられる。

「あっ！」

「怖がらないで。どうかそのままでいてくれ」

　腿の間に屹立を挟み込み、エルンストがゆっくり腰を使い始めた。

　いつの間にか夜着を脱いだらしく、引き締まった感触が柔肌に当たる。熱い脈動が淫蜜を塗り広げるように下生えの辺りを行き来して、身体の上にいるエルンストの呼吸がだんだん速まっていった。

　──これは何？

　何をされているのか見当もつかないが、先ほどまで執拗に愛撫されていた秘部が反応し始めた。指とは違う硬い熱に擦り上げられ、秘口からクチュリと蜜が零れ出る。マルガレーテもまた、エルンストと共に少しずつ追い上げられていった。

「や、ん……あ、ああ、ん」

　再び唇を塞がれて、口づけで嬌声を封じられながら、マルガレーテは無意識に腰を揺らしてしまう。
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　──姉上、姉上。

　エルンストは夫であり、自分にとって誰よりも大切な人だ。そんな相手の腕の中にいるのに、どうしてテレジアを思い出してしまうのだろう？　マルガレーテにとってその行為はひどく罪深く、それでいて甘やかに感じられた。

「あん、あ……エル、ンストさ、ま」

　繰り返される摩擦に刺激され、鴇色の肉花が悦びに震えている。

「マルガレーテ、私のマルガレーテ」

　エルンストの呼びかけは次第に小さくなり、彼方へ遠のいていった。






　第六章　謀略の宮殿






　陽光溢れる庭園には、キャンキャンという甲高い鳴き声と子どもの笑い声が響いていた。

「待って！　ねえ、待ってよ」

　いつになくはしゃいで走り回っているのは、王太子の弟であるレオン王子だ。日ごろは青白い顔にも朱が差し、青い瞳も楽しそうに輝いている。

　レオンが追いかけているのは、むくむくした毛足の長い黒い仔犬だ。エルンストからマルガレーテへの贈りもので、王太子の従者によって今朝届けられたばかりだった。

　はじめは侍女たちと一緒に様子を見守っていたマルガレーテも、いつの間にかレオンを追って走り出していた。

「どうかお足元に気をつけて、レオン様」

「はい、姉上。あ、こら！　待てってば！」

　レオンは足を止めて頷いてみせたが、すぐに夢中になって走り始める。

　マルガレーテも幼い王子を追いかけながら、自然と笑顔になっていた。愛くるしい仔犬を見せたくて、王妃の許しを得て昼食後にレオンを呼んだのだが、こんなに喜んでくれるとは思わなかった。

　だが、それ以上にうれしかったのはエルンストが黒い仔犬を選んでくれたことだった。幼いころに大好きだった黒い大型犬──ランドネル湖を見下ろす丘の上で、マルガレーテが語った思い出話をエルンストは覚えていてくれたのだ。

　やがて走り疲れたのか仔犬はおとなしくなり、レオンの腕に抱かれて戻ってきた。そのうち王子よりずっと大きくなるだろうけれど、今はその胸の中で茶色の瞳をあどけなく瞬かせている。

「やっとつかまえましたよ、姉上」

「どうもありがとう」

　マルガレーテが仔犬を受け取ると、レオンは息を弾ませながら見上げてきた。

「この子の名前は何というのですか？」

「名前？　ああ、そういえばまだ決めていません。王太子殿下からいただいたばかりなので」

「そうですか」

　レオンは手を伸ばし、笑みを浮かべて仔犬の頭を撫でている。しかし母の王妃が動物嫌いなので、彼自身は何も飼うことができないらしかった。

「よかったら……レオン様が名前をつけてくれませんか？」

「えっ？　私が？」

「ええ、どうかそうしてくださいな。この子はレオン様が大好きみたいだし、きっとよい名前をつけてくださるでしょうから」

「ありがとうございます！」

　名づけを託されたことがよほどうれしかったのか、レオンは小さく飛び跳ねた。

「ブルーノ！　ブルーノはどうですか、姉上？」

「まあ、とてもすてきな名前ですわ」

「もし弟ができたら、そういう名前がいいなと思っていたのです」

「レオン様は弟君が欲しいのですか？」

「ええ、欲しいです。そうすれば、兄上がいつも私にしてくださるように弟に優しくしてあげられますから」

　その言葉を裏づけるように、レオンは愛おしげに仔犬を見つめている。

『それからレオンに優しくしてやってほしい。いい子なのだ、とても』

　エルンストの言葉を思い出し、マルガレーテは胸がつまるような気がした。

　たとえ生母が異なっていて、周囲の思惑がどうであっても、二人の兄弟は強い絆で結ばれている。そんな彼らの関係を、マルガレーテはなんとかして守りたいと思った。

「どうもありがとうございます。エルンスト様がお帰りになったら、レオン様にこの子の名前をつけていただいたことをお知らせしますからね」

「はい。あの……ときどきこちらにお邪魔して、ブルーノと遊んでもいいですか？」

「もちろんですわ。どうぞ毎日いらしてください。レオン様と一緒だとわたくしも楽しいし、ブルーノも喜ぶでしょうから」

「わあ、ありがとうございます！」

　王太子は昨日から国内視察に出かけ、五日ほど不在になる。マルガレーテはその間、彼の代わりにできるだけレオンと過ごすつもりだった。

「ところでレオン様、ブルーノは今も遊んでほしいみたいですよ」

　マルガレーテは微笑んで、腕の中で動き回る仔犬を地面に下ろした。たちまちブルーノは走り出し、レオンがそれを追いかけていく。

　彼らの微笑ましい姿を見守っていると、後ろから咳払いが聞こえてきた。

「お邪魔いたします、妃殿下」

　低いのによく通る声は、先日の舞踏会で耳にした宰相リヒターのものだ。ランドネル湖でエルンストに打ち明けられた、王太子に仇なそうとする存在。

　マルガレーテはひとつ息を吸い、笑顔を作って振り向いた。

「ごきげんよう、リヒター様」

　エルンストが敵と見なしているのだからマルガレーテにとっても同様だが、今それを悟られるのは得策ではない。先日ダンスを踊った時の馴れ馴れしさにも違和感を覚えていたが、懸命に平静を装った。

　リヒターは今日も黒衣をまとい、腕組みしながらレオンを眺めている。傍らには従者らしい若者が臙脂色の本を手にして控えていた。

「誠にかわいらしい光景ですな。レオン殿下は利発なだけでなく、小さな動物にもお優しい。幼くても、マスレル王家の立派な一員でいらっしゃる。そうは思われませんか、妃殿下？」

　あくまで礼儀正しいものの押しが強く、マルガレーテの笑顔は強ばってしまう。こうしてただ話していることさえ、次第に気づまりになってきた。

「ところでこちらへは何かご用でいらっしゃったのですか？」

「ああ、はい。王妃様がレオン殿下にお戻りいただきたいと気を揉んでいらしたので、私がお迎えに参りました。ちょうど妃殿下にお渡ししたいものもございましたので」

「わたくしに？」

「さようでございます。どうぞこちらを」

　リヒターが目配せすると、若者がマルガレーテに恭しく本を差し出した。

「これは何ですか？」

「実は十年ほど前にエラーデンから当地へ移り住んだ詩人がおりまして、これはその者の作をまとめたものでございます。たいへん美しく優れたものですから、ぜひ妃殿下にお目にかけたいと存じまして」

「まあ、そうですか。どうもありがとうございます、リヒター様」

　宰相の思惑はわからないものの、マルガレーテは笑みを浮かべて本を受け取った。控えていた侍女のマリアがさらにそれを引き取る。

「詩は大好きです。楽しみに読ませていただきますわ」

「お気に召していただければ幸いです」

　用は済んだはずなのに、リヒターはマルガレーテから視線を外そうとしない。それは臣下が主の妻に向けるにはいささか無遠慮といってもいい類のものだった。

「あの──」

　なんだか落ち着かなくなって辞去を言い出そうとした時、「姉上」と明るい声が響いた。

「姉上、ブルーノは鬼ごっこが大好きみたいです。やっとつかまえましたよ！」

　ブルーノを抱いて駆け寄ってきたレオンが、リヒターに気づいて笑顔を向ける。

「あれ？　リヒターも姉上にご用なの？」

「さようでございます。それにレオン殿下をお迎えに参上いたしました」

「えっ、もう？」

「母上がお戻りをお待ちでございますよ。そろそろお昼寝をなさる時間だとか」

　リヒターが深く頭を下げると、レオンはあきらめたように小さくため息をついた。名残惜しげにブルーノを抱き締めた後、マルガレーテに仔犬を手渡す。

「またね、ブルーノ」

「ありがとう、レオン様。どうぞまたブルーノと遊んでくださいね」

　笑顔で「はい」と頷く王子に宰相が歩み寄った。

「レオン様、私がお送りいたします」

　差し出された手をすぐに握ったところを見ると、レオンは宰相を信頼しているらしかった。彼が、大好きな兄に対して何を企んでいるかも知らぬまま。

　マルガレーテは複雑な思いで、遠ざかっていく王子たちを見送った。




　本のことを思い出したのは数時間後のことだった。リヒターに渡された後でマリアに預け、そのまま忘れていたのだが──。

　その午後は何着か新しいドレスの仮縫いがあって慌ただしく、マルガレーテが自室に戻ってきたのは夕方になってからだった。返事を出さなければならない手紙があることを思い出し、書きもの机に歩み寄った時、本が目に入ってきたのだ。

「ああ、そういえば……」

　金の飾り文字が輝く臙脂色の表紙。

　マルガレーテはもともと読書が好きだし、詩も嫌いではない。宰相から預かったものだと思うと気が重かったが、そのまま放っておくわけにもいかず、取りあえず目を通すことにした。

　たまたま侍女たちはそれぞれ用事で出払っており、部屋の中にいるのはマルガレーテひとりだ。彼女たちが戻ってくるまで間があるので、本を手にして長椅子に腰を下ろした。





『麗しきエラーデン

　渡る風は花の香に満ち、

　緑濃き光の国よ』






　冒頭に書かれていたのは、故国を賛美する詩だった。

「エラーデン……」

　なつかしい故郷。だがマルガレーテの胸にせり上がってきたのは郷愁だけではなかった。

　深い森に抱かれた白亜の王城、ついに一度も笑顔を見せることのなかったいかめしい父、美しいけれども冷ややかな兄──心の奥にしまい込んだはずの過去までが頭をもたげ始めたのだ。

　なだらかな稜線を描く山々や、のどかで陽光溢れる田園地帯。できることならそんな美しい風景や、祖父母と過ごした楽しい時間だけを覚えていたいのに。

「嫌！」

　マルガレーテは唇を噛んで、かぶりを振った。その白い手から本が滑り落ちる。

「えっ？」

　琥珀色の瞳がいぶかしげに瞬いた。開いたまま落ちた本の間から、紙片がはみ出していたのだ。

　思わず手に取ると、力強く流麗な筆跡が目に飛び込んできた。文末にはＭとＲの頭文字が記されている。

「Ｒ……リヒターから？」

　その文面を読むうちに、マルガレーテの顔は次第に青ざめていった。




　翌朝、マルガレーテは王宮の礼拝堂でリヒターと落ち合った。もちろん二人きりではなく、それぞれに侍女と従者を連れており、他にも朝の祈りに来た者たちの姿がある。

　マスレルの王宮はどこを歩いても目を奪われるほど豪奢な城館だが、奥に設けられた王室礼拝堂はその中でも珠玉の一角といえた。マルガレーテがエルンストと婚礼を挙げた場所でもある。

　まばゆい白亜の回廊造りで、荘厳なフレスコ画が天井を飾っており、厳粛な雰囲気に満ちている。しかし敬虔な祈りを捧げるべき聖なる場にいながら、マルガレーテの表情は硬かった。一見すれば宰相が輿入れしたばかりの王太子妃を案内しているようでいながら、彼が語る言葉はまったくその空間にそぐわないものだったからだ。

「お忙しい中をお運びいただき、心より感謝申し上げます」

　リヒターが声をひそめているのは祈りの妨げにならないためと、誰もが思ったことだろう。だが内実は違っていた。二人が交わす話は決して他に漏れてはならないものだったのだ。

「詩集はお気に召していただけましたか？」

　今朝もリヒターは黒い礼服姿で、柔らかな笑みを浮かべている。しかしその視線は鋭く、マルガレーテは彼から値踏みされているような気さえした。

「わたくしにお渡しくださるものとは何なのですか？」

「これはまた単刀直入な」

　リヒターは悲しげに肩を竦めてみせたものの、その口調はいやに楽しそうだ。

「せっかくこうしてご一緒できたのですから、今しばらくおしゃべりを楽しませていただくわけにはまいりませんか？」

「リヒター様、どうぞお願いですから」

　たとえどれほど懇願されようと、マルガレーテはエルンスト以外の男性と親しくする気はない。まして意味ありげな視線を向けてくる宰相のような相手であればなおのことだ。

　しかしながら今日ばかりはリヒターに一歩譲らなければならなかった。本に挟まっていた紙片には「お父上様からの大切な預かりものをお渡ししたい」と記され、この場所と時間が指定されていたのだから。

「……かしこまりました」

　リヒターは表情を改めて後ろを振り返った。少し離れてついてくる従者と侍女に、密談が聞こえないよう確認したのだろう。

「今から申し上げることは、父君からのご命令とお考えください。どうか決してご他言なきよう。この件には、エラーデンの存亡がかかっておりますので」

　マルガレーテは無意識に両手を組み、唇を引き結んで、リヒターを見つめ返す。ここに来たことで抜き差しならない立場に陥ってしまったかもしれないと思いながら。

「こちらがお父上からお預かりしたものでございます」

　リヒターは手にしていた黒革の本をさりげなく差し出した。

「どうかお受け取りを」

　それ自体に邪気があるかのように艶やかな光を放つ本。

　おそらくただの書籍ではないし、触れてはいけないと頭ではわかっていた。それなのにマルガレーテは誘われるまま手を伸ばしてしまう。

「よくお聞きください、妃殿下。中に入っているものを王太子殿下に差し上げていただきたいのです。一度にではなく、毎日少しずつ。たとえば寝酒などに混ぜていただくのがよろしいでしょう。そうすればやがて体調を崩されて、ご政務に差し障りが出てまいります」

「何ですって？」

「どうぞ落ち着いてください、妃殿下。このようなことは殿下と仲睦まじいあなた様にしかお願いできないのです。それなりの効果はある薬ですが、お命にかかわるようなことはありません。ただし決して殿下に気づかれないように、それだけはご注意いただきたい」

　震える指で本を開き、ページをめくったマルガレーテは眉を寄せて顔を上げた。

「……どういうことですか？　何のためにそんな？」

「父君のご意向だと申し上げたはずです。まあ、私も賛同申し上げておりますが」

　その本は中が四角くくりぬかれていて、空いた部分に白麻の袋が埋め込まれていたのだ。袋の中身については考えたくもない。

　とはいえ送り主が父であることは疑いようがなかった。袋の赤い封蝋に、くっきりとエラーデン国王の紋章が浮かび上がっていたからである。

『彼らはレオンを王位につけたいのだ』

　ランドネル湖を見下ろす丘の上で、エルンストから聞いた言葉が蘇ってきた。ただ肝心のレオン王子が病弱なため、王妃と宰相が焦っているということも。

「これはいったい何なのです？」

　離れていても周囲には人がいるので、取り乱すわけにはいかない。マルガレーテは声をひそめ、しかし決然と言い放った。

「父上がこのようなものを託されるはずありません。マスレルとエラーデンの末永い和平のために、わたくしを嫁がせたのですよ」

「ですから、その絆をいっそう強めるためにこれを用意されたのです。実のところエルンスト様はいささか好戦的な方ですから」

「そんなはず──」

「しかし現に殿下は国内を回っておられる」

　その目的は視察のためではなく、次なる領土拡大計画を立案するためだとリヒターは主張した。

「その矛先がいつかエラーデンに向く日が来るかもしれない。わが国にとっても、これ以上の戦は負担でしかありません。だから君主となる者が変われば──」

「もうけっこうです！」

　エルンストを失脚させるために薬を盛る──そら恐ろしい企てに怯えて、マルガレーテは宰相に本を押しつけた。

「これはお返しいたしますわ」

　しかしそんな反応ははじめから予想していたのだろう。宰相はわざとらしく咳払いして、大げさにかぶりを振った。

「どうかご再考ください。私は妃殿下のためを思って申し上げているのですよ」

「お心遣いには感謝いたしますが、これ以上あなたとお話しするつもりはありません。ごきげんよう、リヒター様」

　マルガレーテは宰相に背を向けて歩き出そうとした。とにかくその場から、それ以上に彼から離れたかったのだが──。

「お待ちください、妃殿下。私は父君の一番大切なご伝言をまだお聞かせしておりません」

「大切な伝言？」

「さようでございます。どうか今しばらくおつき合いください」

　身体はまたしても心とは裏腹な行動を取った。今すぐ立ち去りたいはずなのに、どうしても動くことができない。忘れるしかないと思いながら、マルガレーテがいまなお求めてやまない存在。そんな父王からの言葉を無視できるはずがなかった。

「父上は……何とおっしゃられたのですか？」

　心を決めて振り向くと、リヒターは微笑みながら再び本を差し出した。

「状況をご理解いただけたようで感謝申し上げます、妃殿下。父君はこうおっしゃっておられます。うまく役目を果たした暁には」

　自身に抗ったマルガレーテを罰するように、リヒターはなかなか先を続けようとしない。

「リヒター様！」

　堪えきれずに一歩つめ寄った時、宣託のようなひとことが落ちてきた。

「あなたを許すと」

「わたくしを……許す？」

「これがどれほど恐ろしく無謀な企みか、父君はよく存じておられます。だからこそ首尾よく成し遂げられた時には……あなた様の真心を信じることができると……娘として心から愛せるだろうとおっしゃられたのです」

「あ……」

　真心を信じて許し、娘として愛する──それこそはマルガレーテがこれまで一途に望み続けながらも、決してかなうことのなかった夢だった。

「娘として、わたくしを愛してくださると……おっしゃられたのですか？」

「ええ、確かにそう約束されました。私がこの耳でしかと聞いてまいり──」

　どこでどんな会話を交わしたのかリヒターは滔とう々とうと語り続けていたが、マルガレーテはそれ以上何も耳に入ってこなかった。




　金襴の天蓋が静かに引き開けられたのは、真夜中過ぎのことだった。

「マルガレーテ」

　ひそやかに呼びかけられて、マルガレーテは急いで身を起こす。聞こえてきたのは、ずっと待ち焦がれていた人の声だった。

「姉上！」

　蝋燭の明かりに、女神のような美貌が浮かび上がる。こんな遅い時間にもかかわらず、テレジアが来てくれたのだ。

　テレジアは持っていた燭台を手近な小卓に置くと、寝台に腰を下ろした。その身なりはやはりきちんと整えられ、うっすらと化粧も施されている。

「ごめんなさい。起こしてしまったわね」

「いいえ、いいえ！」

　リヒターと会ってからずっと胸が苦しく、うまく息ができない気がしていた。そんな緊張の糸がプツリと切れて、マルガレーテは堪えきれずにテレジアに抱き着いてしまった。

「まあ、マルガレーテ！　いったいどうしたというの？」

「ごめんなさい、姉上。本当にごめんなさい！」

　脈がどんどん速くなり、涙が零れ落ちる。取り乱してはいけないとわかっているのに、自分を抑えることができなかった。マルガレーテの中でいろいろな思いがせめぎ合い、そのせいでまともに言葉が出てこないのだ。

「お、起きて、おりました、から」

「あなた、様子が変よ。とにかくもう泣かないで」

　困惑に揺れながらも、いたわりに満ちた優しい声。

　テレジアに抱き締められ、優しく髪を撫でられて、ようやく少し呼吸が落ち着いてきた。まるで嵐の夜に、灯りの点る家を見つけた時のように気持ちが安らいでいく。

「ですが申しわけなくて……こんな時間なのに」

「そんなことは気にしないで。わたくしがそばにいるから、もう心配しなくていいのよ」

「ありがとうございます、姉上」

　もちろんテレジアが来てくれたからといって、問題が解決したわけではなかった。

　マルガレーテは宰相の提案を拒むことができなかったし、押しつけられた黒革の本は書きもの机の引き出しの中にしまわれている。混乱していて記憶があいまいなのだが、結局は持ってきてしまったのだろう。

　エルンストに仇なすことなど考えたくもないが、同時に父王からだという言葉が今なお耳の奥でこだましていた。

『もしも首尾よく成し遂げられた時には……あなた様の真心を信じることができると……娘として心から愛せるだろうとおっしゃられたのです』

　呪詛のように恐ろしいのに、砂糖菓子よりも甘い誘惑。

　何度も本を焼き捨てようと思いながら、結局できなかったのはその言葉のせいだ。

　マルガレーテは父から愛されたかった。何よりもそれを望んでいたし、せめて愛するふりだけでもしてほしかった。

　あいにく願いはかなえられなかったが、命じられたことを実行すれば、どんなに求めても得られなかったものが手に入るかもしれない──そう思うと気持ちが揺らいで、テレジアと目を合わせられなくなってしまう。とてもじっとしていられず、マルガレーテは当てもなく視線をさまよわせた。

　とはいえ宰相と別れて自室に戻った時は、もっとひどい状態だった。いくら落ち着こうとしても身体が震えて止まらず、見かねたマリアが女官長を呼んできたのである。

　マルガレーテは藁にも縋る思いで、テレジアへの取次をレント夫人に依頼した。はじめは王宮にいないからと断られたものの、どうしてもあきらめることができなかった。いつまででも待つし、ほんの数分しか会えなくてもかまわないと粘って、ようやく頷いてもらったのだ。

「レント夫人にも申しわけないことをしました。後で改めてお詫びに伺います」

「そんなことより何があったのか話してちょうだい。とても困っているから、わたくしを呼んだのでしょう？　いったいあなたに何をしてあげたらいいの？」

　そう問いかけられると、マルガレーテは俯くしかなかった。

「それは──」

　たとえテレジアが相手でも、真実は打ち明けられそうにない。最終的には細工された本を受け取ってしまったし、あいかわらず父王の言葉に思い惑っている。もはやマルガレーテは清廉潔白の身とは言えないのだ。

　するとそんな状態を見透かしたように、テレジアが静かな声で繰り返した。

「教えて、マルガレーテ。わたくしにどうしてほしいの？」

「わたくしはただ……」

　マルガレーテは何度も目をしばたたいた。奇しくもそれが恐ろしいほど核心をついた問いかけであることに気がついたのだ。

　肝心なことは何ひとつ語れず、そのため救いを求めることさえできないというのに、自分はテレジアにいったい何を望んでいたのだろう？　実のところ、彼女にできることだってありはしないのに。

　──ごめんなさい、姉上様。

　しかしマルガレーテはどうしてもテレジアの声を聞きたかったし、そのぬくもりに触れたかった。望んでいたのは、結局それだけだった。どれほど彼女の存在が貴重なのか、マルガレーテは改めて思い知った。

「姉上、しばらくわたくしのそばにいてくださいますか？」

「えっ？」

　テレジアは拍子抜けしたように目を見開いた。

「それだけでいいの？」

「はい」

「おかしな人ね、わかったわ。では、まずお休みのキスをさせてちょうだい」

　マルガレーテを改めて抱き締めると、テレジアは額にそっと口づけた。

「眠れなかったのでしょう？　目が真っ赤よ」

　いつもは否応なくマルガレーテを悦楽の渦に巻き込んでいくのに、今夜のテレジアは様子が違っていた。ゆっくり背中を撫でながら、聖母のように慰め、優しく勇気づけてくれる。

「安心して。わたくしはあなたが眠るまでずっとここにいるわ」

「でも……お忙しいのではありませんか？」

「大丈夫よ。さあ、もう眠らないと。ずいぶん遅いもの」

　まるで小さな子どもに戻ったような気がして、マルガレーテは思わずテレジアの首に両腕を投げかけた。

「マルガレーテったら、本当に甘えん坊さんね」

　レント夫人は、テレジアが王宮の外にいると言っていた。一度は取次を断られたくらいだから、おそらく相当な無理をして来てくれたのだろう。

　──今だけでなく、これからもずっとそばにいてくださいますか？

　マルガレーテは心底訊きたい質問を懸命に呑み込んだ。

　テレジアの腕の中にいると、なぜこれほどまでに安心できるのだろう？　まるでここにはいないエルンストに抱かれているみたいな気さえする。その感覚は、ちょうど王太子とダンスをしながらテレジアを思い出した時とよく似ていた。二人が双子だから、こんなふうに感じてしまうのだろうか？

　──わたくしは……？

　エルンストに惹かれているのは間違いなかった。しかし同時にテレジアにも同じような思いを抱いてしまっている。

　テレジアが自分に触れ、根気よく愛の行為を教えてくれたのは王太子との結婚生活を滞りなく運ぶためだ。それがわかっていながら、マルガレーテは複雑な思いにかられてしまう。いったい彼女への気持ちをどう捉えればいいのだろう？

「お休みなさい、マルガレーテ」

　その笑顔を見ると胸が弾み、落ち着いた声を聞けば心が安らぐ。他愛ない会話も楽しくて、ずっとそばにいたいと思う。それどころか彼女に抱かれれば、キスや愛撫に蕩けて、巧みな性戯にわれを忘れるほど溺れてしまうのだ。まるで恋する乙女のように。こんな感情は夫であるエルンストにしか抱いてはいけないはずなのに。

　いずれは離れなければいけないことはわかっていた。テレジアにも彼女自身の人生がある。

　しかし今のマルガレーテは姉弟どちらにも心を寄せ、いつまでもこのままでいたいとさえ思っていた。そんなことは間違っていると自覚しているし、エルンストに、そしてテレジアにも罪悪感を抱いているのに、どうすることもできない。

　──神様、どうぞ今夜だけはお許しください。

　エルンストがいない今、激しく揺れる心を鎮めてくれるのはテレジアしかいなかった。

「お休みなさい、姉上」

　父王の呪縛から完全に抜け出せるのか、それとも結局は屈してしまうのか。さらには美しい姉弟とこれからどう向き合っていけばいいのか。

　進むべき一歩を踏み出すために、マルガレーテは身も心もテレジアに委ねて目を閉じた。






　第七章　決着の一夜






　まさかこれほど首尾よくことが運ぶとは思わなかった。

　マルガレーテは頭から肩かけを深く被り、用心深く周囲を見回す。壁に並ぶ燭台のほの暗い明かりの中、夜明け前の城は静寂に包まれていた。

　もちろん要所には見張りの衛兵が立っているが、暗がりに身を隠しながら長い廊下を少しずつ進んできたのだ。なんとか戸外に出ることができた時には、思わずため息が漏れた。

　とはいえ王宮の敷地は広大で、自分がどのあたりにいるかもよくわからない。なるべく人の気配がない方に来たつもりだけれど、依然として安心できる状況ではなかった。

　──それでも行かなければ。

　マルガレーテが目指しているのは、一度遠乗りに出た時に案内された厩舎だった。そばに下働きの者たちが出入りする小さな木戸があって、その先は森へと通じている。門番はいるだろうが、城から抜け出すとしたらそこしか考えられなかった。

　黒革の本と護身のための短剣を手に、マルガレーテはゆっくり歩き始めた。さんざん迷って、ようやく選んだ道を進むために。

　そう。考え続けて最後に出した答えは、マルガレーテ自身がマスレルの王宮を去ることだった。

　命じられたようにエルンストを陥れることは絶対にできない。かといって父王から託されたものを捨て去ることも、火に投げ入れることもできなかった。たとえ恐ろしい陰謀に巻き込まれようと、どれほど憎まれようと、今なおマルガレーテにとってはかけがえのない存在なのだから。

　父は間違いなくこの裏切りに激怒するだろう。もし兄のヘルマンが荷担しているなら、彼も怒りに顔を歪めるはずだ。

　またあれほど大切にしてくれたのに、こうして背を向けてしまったマルガレーテを、エルンストやテレジアも決して許してくれないだろう。けれどもそうするしかないのだった。

　国内視察に出ているエルンストは今日の午後には王宮に戻ってくる。だから城を出るとすれば今夜しかなかった。もちろんエラーデンに帰ることはできないけれど。

　──ぐずぐずしていてはだめよ、マルガレーテ。

　早く城を出なければ、夜が明けてしまう。

　追いつめられたマルガレーテが頼ろうとしている先は、王都の外れにある古い修道院だった。嫁いでくる途中で休憩した際、とてもよくしてもらったのだ。あそこに駆け込めば、おそらくかくまってくれるだろう。

　修道院に行きたい理由は他にもあった。神に仕える身となれば、外界との縁はすべて断ち切られる。エルンストとテレジアのどちらかひとりを選ぶことができないのなら、いっそ二人から離れるしかなかった。弟を慕いながら姉に焦がれ、姉に抱かれながら弟を思う──もうそんな恐ろしい罪を犯さずに済むのだ。

　ふいに視界が潤んで、琥珀色の瞳から涙が零れ落ちた。続いて最初の一滴を追うように、雫が次々と頬を濡らしていく。

　突然の涙に、マルガレーテは小さなため息を落とした。胸が鋭く痛み、息ができないほどだった。他に選択肢はないとわかっていても、美しい姉弟との別離を心が拒んでいる。もちろんそれでも前に進むしかなかった。

「しっかり……しっかりしなさい、マルガレーテ。さあ、歩くのよ」

　幸い月が明るい晩だった。マルガレーテが顔を上げて歩き出した時、ふと厚い雲が流れてきた。月光が遮られて暗くなり、思わず足が止まる。

　しかし風が吹いてきて雲が流れた時、目前の景色は一変していた。

「あっ！」

　黒衣をまとった長身の人影。赤毛の髪は月光のせいか少しくすんで見えるけれど──。

「ごきげんよう、妃殿下」

　笑みを浮かべて立っていたのは、今のマルガレーテが最も会いたくない人物だった。

「リヒター……様？」

　どうして宰相がここにいるのだろう？　なぜ肩かけを被っているのに、自分だとわかったのだろう？　まるでこうなることを知っていて待ち構えていたかのように。

「王太子妃殿下でいらっしゃいますね？　失礼ながら、こんな夜更けにいったいどちらにお出かけです？」

　マルガレーテは唇を震わせて立ち竦む。あまりに思いがけない展開に、咄嗟にその場を取り繕うこともできなかった。

　せめて再び月が翳かげってくれたら少しは勇気が出るのに、今は皮肉なほど煌々と輝いている。

「い、急いでおりますの。通していただけませんか？」

「申しわけございません、妃殿下。ですが今日は殿下が戻られる日。おひとりでの外出を許したとなれば、私が厳しく叱られてしまいます」

「リヒター様！」

「それに城から出られたら……二度とお戻りになられないでしょうし。なにしろ例の件がありますから」

　宰相は、抜き差しならない状況に陥ったマルガレーテをからかっていた。それがわかっていながら、彼に縋らずにはいられない。何としてもこの出奔を阻止されるわけにはいかなかった。

　マルガレーテは頭から被っていた肩かけを外し、背筋を伸ばしてリヒターを見つめた。

「どうかお聞きください、リヒター様。わたくしは決して誰にも何も申しません。せっかくここまで来たのですから、どうかこのまま見逃していただけませんか？」

「やれやれ、実におめでたい方だ。まさか見張りを出し抜くことができたとお考えではないでしょうね」

「何ですって？」

　リヒターは堪えきれなくなったらしく、肩を震わせて笑い出した。

「マスレルの兵士はそこまで間抜けではございませんよ。ずっと見逃してさしあげていたのです。今夜の妃殿下は少し不安定だからそっとしておくようにと、私が彼らに指示いたしました。改めてあなたと話し合いたかったものですから」

「わたくしには、リヒター様とお話しすることなどありませんわ」

　マルガレーテが思わず後ずさりすると、リヒターは一歩前に出た。

「しかし私がなぜここにいたかはお知りになりたいでしょう？」

「それは……」

「失礼ながら、しばらく妃殿下を見張らせていただいておりました。たとえば侍女のマリア、あれは私の手の者です」

「マリアが？　そんなまさか」

　言われてみれば、マリアは常にマルガレーテのそばにいた。控えめで目立たないながらも、キビキビと働く有能な侍女だと思っていたのに。

「妃殿下、あなたは心優しく貞淑な方だ。たとえ父君のご命令であっても、悩まれた挙句に王太子殿下を選ばれることはわかっておりました。その場合はエラーデン王の企てが露見しないよう城を出るしかない。そうなると決行は殿下が戻られる前、すなわち今夜しかございません。マリアも知らせに来ましたが、私はその前から私兵を城の周りに配しておりました。万が一にもあなたを取り逃がさないために」

　自身の優位を確信しているのか、リヒターの口調は滑らかで力強い。

「このままでは父君のお気持ちをないがしろにすることになりますよ。殿下のお命までいただくわけではないのです。もう一度よくお考えになられた方がいい」

「いいえ、わたくしの気持ちは変わりませんわ」

　どうすればこの絶望的な状況から脱することができるのだろう？　マルガレーテは思わず本と短剣を強く握り締める。

　するとリヒターはまたわずかに距離をつめてきた。その鋭い視線はマルガレーテの手元に注がれている。

「取りあえずお持ちのものを返していただきましょう。あなたにはもう用がないはずだ」

「そ、それはできません！」

　黒革の本を渡せば、宰相は他の者の手でエルンストに薬を盛るかもしれない。その上、袋の封蝋にはエラーデン王家の紋章が使われているのだ。後でそれを悪用される恐れもあった。

「これはお渡しできません！」

　マルガレーテは両手で本と短剣を抱き締め、硬い声で繰り返した。

「……何ですと？」

　リヒターはまじまじとマルガレーテを見つめ、微笑みながら肩を竦めてみせた。そのくせ、緑の瞳は少しも笑っていない。

「妃殿下は本当に興味深い方でいらっしゃる。とてもお優しいのに、いざとなるとお気が強くて……王太子殿下が夢中になられるのも無理はない。だが」

　右の手首をつかまれたのは次の瞬間だった。

「何をなさるのです？」

「私どもに手を貸すおつもりがない上に、その本も返していただけないのでは立つ瀬がございません。つけを払っていただきますよ、妃殿下」

　リヒターに強く引き寄せられ、マルガレーテは懸命に抗った。舞踏会の時に覚えた悪寒のようなものが再び背筋に走る。

「やめて！　離してください！」

　しかし力では到底かなう相手ではない。胸に抱き込まれそうになって、マルガレーテは思わずエルンストの名を呼んだ。

「嫌！　エルンスト様！」

「無駄ですよ、妃殿下。あなたは陰謀の証拠である本を残して失踪するのです。そうなれば王太子殿下も納得なさるはず」

「失踪？」

「何も心配することはありません。これからは私が懇ろにお世話させていただきますから」

「あなたは──」

　なぜ宰相のそばにいると落ち着かないのか、マルガレーテはようやく察しがついた。彼の視線が淫らな邪心を感じさせるからなのだ。

　それを感じ取ったのか、リヒターは華奢な身体をいっそう強く抱き寄せる。

「お気づきだったのでしょう、妃殿下？　私は初めてお会いした時から、あなたをお慕いしておりました」

「離してください、リヒター様！　私は夫のいる身なのですよ」

「さあ、おとなしくなさい。あなたを傷つけるようなことはしたくありません」

　肩かけが落ち、手に持っていた本ごと抱き締められ、唇を奪われそうになる。

　──こんな男に好きにさせるくらいなら……。

　マルガレーテが覚悟を決めて舌を噛み切ろうとした時だ。

「その手を離せ、リヒター！」

　夜風にのって、凛とした声が響き渡った。

「マルガレーテから離れるのだ、今すぐに！」

　涼やかなのに力強い響き。聞き間違えようもない愛しい人の声だ。

　マルガレーテも、その身体を抱く宰相も目を見開いて凍りつく。

「まさか……エルンスト様？」

　どうして王太子がここにいるのだろう？　進退窮まって幻を見ているのだろうか？

　まったく状況が理解できないものの、前方の木の陰から姿を見せたのはまさにエルンストその人だった。表情は強ばっているが、力強い足取りでこちらに向かってくる。剣はまだ腰に下げたままだ。

「これは驚いた」

　はじめに立ち直ったのは宰相だった。声はわずかに上擦っているが、マルガレーテの短剣を素早く取り上げたのだ。そのまま背後に回り込み、鞘を払って、細い首筋に刃を押し当てる。

「そこで止まられよ」

「リヒター、何をする？」

　エルンストが弾かれたように足を止めた。

「どういうつもりだ？　マルガレーテを離せ！」

「お断り申し上げる」

　肌に当たる金属の冷たさに、マルガレーテは声もなく立ち竦むしかなかった。背中越しに宰相の緊張と苛立ちが伝わってくる。

「妙な気を起こさず、予定どおりにお帰りになればよろしかったものを。おかげで妃殿下にこんな真似をせねばならなくなりました」

「もう一度言う。今すぐマルガレーテを離して、その短剣を置け」

「いや、エルンスト殿下。あなたこそ腰の剣を置いていただこう。でないと、妃殿下のお命は保証できかねます」

「リヒター！」

「脅しではありませんよ」

　瞬間、マルガレーテの首筋に鋭い痛みが走った。

「あっ！」

　リヒターがわずかに力を込め、刃が肌を傷つけたのだ。

「マルガレーテ！」

　エルンストの声に初めて狼狽が混ざり込んだ。

「おっと。動かれては困ります。さあ、早く剣を！　手の届かないところまでお投げください！　私は本気ですよ」

　王太子がリヒターに従えば、何もかもおしまいだ。エルンストは間違いなく殺されてしまう。皮肉にも人がいない方へ逃げてきたせいで、誰かが騒ぎに気づいてくれることも期待できない。

　マルガレーテは痛みと恐怖に震えながらも、懸命に叫んだ。

「だめです、エルンスト様！　剣を捨ててはだ──」

　必死の訴えを遮り、リヒターは笑い声を上げた。

「殿下、兵を呼ぼうとなさっても無駄です。不寝番の者たちは、すべてわが私兵が見張っている。あなたが騒げば、妃殿下だけでなく彼らも失うことになりますよ。さあ、こちらに剣を投げてください。早く！」

「……わかった」

　エルンストは大きく頷くと、言われるままに剣を投げ捨てた。そうしながらも彼の視線は片時もマルガレーテから離れない。こんな状況にもかかわらず、励まし、鼓舞してくれているようにさえ見えた。

「さて筋書きは少し変わったが、これもそう悪くなさそうだ」

　再び優位に立ったせいか、リヒターはいやに饒舌だった。

「エルンスト殿下、あなたのお命は妃殿下の短剣でいただくとしましょう。そしてマルガレーテ様には陰謀の証拠を残して、姿を消していただく。そうすれば悪事を悟られた妃殿下が、王太子を殺して逃亡したことになりますからな」

　エルンストを失い、リヒターの慰みものになる──到底受け入れられない未来に、マルガレーテが拒絶の声を上げようとした時だ。

「あいにくだが、その計画には賛同しかねる」

　斜め後方からまた別な声が聞こえてきたのだった。

「それではエラーデンばかりが責めを負うことになるではないか」

「な、何ぃ？」

　リヒターの声が驚愕に震え、マルガレーテは剣を押し当てられていることも忘れて振り向いた。

「兄上！」

　エルンストより、さらにここにいることが信じられない存在。エラーデンの王太子であるヘルマンがリヒターの喉元に長剣の切っ先を突きつけていたのである。

「へ、ヘルマン殿下？　どうしてあなたがここに？」

「妹を離してもらおうか、リヒター殿。私は貴公がマルガレーテの喉を裂くより先に、貴公をしとめることができるぞ」

「くっ……」

「それからご自慢の私兵だが、彼らはエラーデン兵がすべて捕縛した。もちろんエルンスト殿下のお許しはいただいている」

　どうしてエルンストは予定より早く城に戻ってきたのだろう？　それ以前になぜ隣国の王太子が今ここにいて、二人で示し合わせたように宰相を追いつめているのだろう？

　だがマルガレーテ以上に混乱しているはずなのに、リヒターはなおも抵抗をやめようとしない。

「ヘルマン殿下、エラーデン王のはかりごとをごまかすことはできませんぞ。妃殿下がお持ちの本には国王の封蝋入りの袋が仕込まれているのです。それが表に出れば──」

　しかしそんな逆襲にも、ヘルマンはまったくたじろがなかった。

「ご自分で中身を確かめられたか、リヒター殿？」

「何ですと？」

「中に入っていたものはすでに砂糖と入れ替えてある。マリアはとても気が利く侍女なのでね」

「まさか……二重の間者だったのか？」

　ヘルマンはリヒターをあざ笑うように、マリアについて語った。彼女は女官長の右腕であり、その命を受けて、あえて宰相の手先となっていたという。マリアからの情報を得て、ヘルマンは数日前からマスレルでエルンストと対抗策を練っていたそうだ。

「では何もかも……知っていらしたと？」

「そういうことだ。さあ、リヒター殿。お覚悟を決められよ」

「……こうなっては、いたしかたあるまい」

　リヒターの手から短剣が落ち、マルガレーテの身体も自由になった。それを見たヘルマンも剣を引く。

「大丈夫か、マルガレーテ？」

「ええ、兄上」

　宰相が観念したように両手を上げたのを確認し、エルンストが駆け寄ってきた。

「マルガレーテ！」

　その手がマルガレーテに触れようとした時、ことが起きた。リヒターが一度は捨てた短剣を拾い、いきなりエルンストに襲いかかったのだ。

「エルンスト様！」

　次の瞬間、激しい金属音がした。剣と剣がぶつかって火花が散る。エルンストがふところに隠し持っていた短剣で応戦したのだった。次の瞬間には、リヒターの手にあった凶器は弾き飛ばされていた。

「見苦しいぞ、リヒター！」

「くそっ」

　膝をついた宰相を、ヘルマンがすぐさま取り押さえる。

「エラーデン王はリヒター殿に利用されただけだ。わが国にエルンスト殿下への叛意など欠片もないことをここにお誓い申し上げる！」

「ヘルマン殿下のお言葉、しかと承った」

　エルンストは頷いて剣を収め、マルガレーテに向き直った。

「……マルガレーテ」

　名前を呼んだものの、後は言葉にならないらしく、ただ力の限りに抱き締められた。

「エルンスト様」

　なおもエルンストはしばらく腕の輪を解こうとしなかったが、やがて絞り出すように言った。

「すまない、本当に……すまない。こんな目に遭わせてしまって」

　そっと首に触れられて、マルガレーテはその指が震えていることに気がついた。

「もっと早く戻るつもりだったのに手間取ってしまったのだ」

　いつも穏やかな声も掠れて上擦っている。涙こそ見せなかったが、これほどまでに怯え、取り乱した王太子を目にするのは初めてだった。

「もし君に何かあったら、私は──」

　エルンストの顔は青ざめ、藍色の瞳も混乱と狼狽に揺れている。

「首が痛むのではないか？　すぐに侍医を呼んで手当てをさせよう」

　自分をこんなにも案じてくれていることがマルガレーテには苦しいくらいありがたくて、それゆえ後悔に震えずにはいられなかった。

　なんと愚かだったのだろう。もしエルンストを失ったら生きてはいけないのに。彼を心から愛しているのに。思いを寄せていたはずのテレジアよりもずっと、ずっと強く。

　そんな相手を脅かす行為に手を貸しそうになってしまったのだ。彼からいたわられ、愛される資格など自分にはない。

「エルンスト様、わたくしこそお詫びの言葉もございません」

　マルガレーテは視線を落として、身を引こうとした。

「なぜ謝る？　君には何ひとつ咎とがはない」

「いいえ、どうぞわたくしを離縁してください。もうおそばにいることはできません。これほど愚かしい真似をしてしまったのですから」

「マルガレーテ！」

「兄の言葉に偽りはございません。エラーデンはこれからもマスレル王国とエルンスト様をお支えいたしますわ。けれども父がしたことは……」

　エルンストは再びマルガレーテを抱き締めた。しかし今度はどこか遠慮がちで、ためらいすら感じさせる。

「マルガレーテ、繰り返すが君に罪はない。それに、もう父君を責めることはできないのだ」

「えっ？」

　今までとは様子が違う痛ましげな声に、マルガレーテは思わず顔を上げた。

「どういうことでしょう？」

「エラーデンの国王陛下は亡くなられた」

「……亡くなった、父上が？」

「何年も気き鬱うつに悩んでおられたそうだ。風邪をこじらせたと聞いたが……マルガレーテ、本当に残念だ。今回の件はおそらくご不調が原因で──」

　エルンストはさらに言葉を重ねていたが、マルガレーテにはもはや意味のない音にしか聞こえなかった。

　もう父王はこの世にいない。

　憎悪に満ち、生まれてから一度も愛してくれなかった人。その父を失ったことが悲しいのか、あるいは罰当たりにもうれしいのか、マルガレーテにはよくわからない。ただ自分の中に埋めようのない大きな穴が開いてしまったような気がして、どうしようもなく心細かった。

「マルガレーテ！」

　おそらくとうに限界を超えていたのだろう。

　──父上様。

　溢れる涙が頬を濡らしていることさえ気づかないまま、マルガレーテはエルンストの腕の中で意識を失った。






　第八章　幸福の涙に濡れて






「マルガレーテ」

　澄んだ明るい声で呼びかけられ、マルガレーテは小さく身じろぎした。

　身体は泥のように重く、まぶたを持ち上げることさえできない。それなのに目前には、光に包まれたひと組の家族の姿がはっきり見えた。

　──夢を……見ているの？

　季節は春らしく、周囲にはさまざまな花が咲き乱れている。

「この子の名前はマルガレーテにいたしましょう。とてもかわいらしい名前だわ」

　蜂蜜色の髪を結い上げた愛らしい女性が籐とうの椅子に座り、ふっくらした腹部を撫でながら微笑んだ。

　──まさか……母上様？

　初めて目にする母はまだ若く少女の名残も感じられるが、その琥珀色の瞳は大人びた慈愛の色をたたえていた。それも道理で、その膝には利発そうな顔立ちの男の子が身を寄せていたのだ。

「ヘルマン、あなたはどう思って？」

「とてもよいと思います、母上」

　すると二人のそばに立つ長身の若者が朗らかな笑い声を上げた。

「おいおい、二人とも。確かに悪くない名前だが、生まれてみなければ女の子かどうかわからないのだぞ。男の子だったらどうするのだ？」

「いいえ、わたくしにはわかります。きっと女の子ですわ」

　女性は大きく頷くと、少年を抱き寄せながら再び腹部を撫でた。

「マルガレーテ、元気に生まれていらっしゃいね。とてもお優しい父上と、おりこうな兄上が首を長くしてあなたを待っていてよ。もちろんわたくしもね」

「やれやれ、しかたあるまい。では、マルガレーテにするとしよう」

　そこにいたのはマルガレーテを宿していたころの母と、それを見守る父王とヘルマンだったのだ。三人ともうれしそうに微笑み、強い愛情で結ばれているのがはっきりわかる。特に父は別人かと思うほど明るく、希望に満ち溢れて見えた。

　──おしあわせだったのだわ、父上も、兄上も……本当に。

　そんな彼らから、自分が母を奪ってしまった。やはり不幸の元凶は父が言うとおりに──。

「それは違うわ、マルガレーテ」

　ふいに凛とした声が響き、マルガレーテは眉を寄せた。

　──えっ？

　驚いたことに母が背筋を伸ばし、まっすぐにこちらを見つめていたのだ。

「かわいいマルガレーテ、もう自分を責めるのはおやめなさい。わたくしが命を落としたことは誰のせいでもありません。ましてあなたには何の責任もないわ。父上も本当はよくおわかりだったのよ。ただそれを受け入れることができなかったのです」

　優しく、それでいて力強い言葉に、マルガレーテの胸が激しく疼く。

「母上の言うとおりだ、マルガレーテ」

　椅子に座る母の肩を抱き、若き日の父王が大きく頷いた。

「すべては私が弱かったせいだ。お前を愛していたのに……心から愛していたのに……傷つけ、苦しめ続けてしまった」

　まだ滑らかな父の頬をひと筋の涙が伝う。

「どうか愚かな私を許してほしい」

　それに呼応するように、マルガレーテの目じりからも透明な雫が零れ落ちた。

　──父上様。

　夢でありながら、紛れもない真実を告げられているという気がした。涙に濡れた父の瞳はそれほど真摯な輝きを帯びていたのだ。

「愛している、マルガレーテ。いつも……いつまでも」

「わたくしたちはこれからもあなたの幸福を願っていますよ」

　すぐにも両親のもとに駆け寄りたいのに、せめて声だけでもかけたいのに、依然としてマルガレーテは身動きひとつできない。

「エルンスト殿下としあわせに──」

　やがて目前の姿は虹色の光に包まれるようにぼやけ始め、マルガレーテは再び深い眠りに落ちていった。




　マルガレーテが目覚めたのは、その夜のことだ。

　自室にはマリアをはじめ侍女たちや女官長、さらには侍医までがいて、何くれとなく世話をしてくれたが、ずっと夢の中にいるような気がしていた。先ほど目にしたことが真実のように感じられ、気持ちの整理がつかないままだったのだ。身体も疲弊していたようで、寝台を離れることはできなかった。

　現実感を取り戻すきっかけとなったのは、マリアから渡された手紙だった。兄のヘルマンから託されたもので、父がマルガレーテに宛てて書いたと聞かされた。

　初めてもらった手紙を、もう何度読み返したことだろう。

　ほんの数行しか記されていない紙片を、マルガレーテは食い入るように見つめていた。

　亡くなる数日前に書かれたそうで、その字はところどころ掠れていて弱々しい。かつての筆跡は力強く流麗だったはずなのだが──。

「すまない……マルガレーテ」

　マルガレーテは声を震わせながら手紙を読み上げた。





『すまない、マルガレーテ

　愛しいわが娘

　ただ幸福を祈る』






「愛しい……わが娘」

　見間違いかと思い、何度も読み直した一文だ。

「わたくしのことを……娘と」

　マルガレーテは零れそうになる涙をそっと拭う。

　マリアからはヘルマンの書簡も渡されており、それには初めて知る父の心境も綴られていた。

　驚いたことに、父はずっとマルガレーテへの仕打ちを後悔し続けていたという。

　出産で妻を失ったことをどうしても受け入れられず、母によく似た娘を見ることにも耐えられなかった。それゆえマルガレーテを遠ざけたのだが、常にそれを悔やんでいたらしい。その反動で愛しいと思いながらも、怒りをぶつけずにいられなかったのだろう。夢の中の告白はやはり真実だったのだ。

　マルガレーテが嫁いでからの父王は特に感情の起伏が激しく、政務はすべてヘルマンが代行していたそうだ。そこを狡猾なリヒターにつけ込まれたのかもしれない。

「父上様、父上様」

　もしかすると母が亡くなった時、父の心も半分死んでしまったのかもしれない。

「ただ……幸福を……祈る」

　最初で最後になる大切な手紙を傍らの小卓に置くと、マルガレーテは横になって力なく目を閉じた。夢で両親から幸福を祈られ、改めて手紙でも祝福してもらったけれど──。

　その時、寝室のドアが静かに開いた。

「マルガレーテ」

　入ってきたのは紺の礼服姿のエルンストだった。

　もうずいぶん遅いのに、まだ執務をこなしていたのだろうか？

「エルンスト様」

「起きていたのだな」

　慌てて身を起こそうとすると、優しく押しとどめられた。

「そのままでいてくれ。顔を見に来ただけなのだ」

　陰謀に荷担した者はすべて謹慎となり、処分の沙汰を待つことになったとマリアから聞かされた。そのせいで多忙を極めているのだろうか。あるいは王妃もその中のひとりだから、弟のために心を痛めているのかもしれない。いずれにしてもエルンストはずいぶん憔悴して見えた。

「何か欲しいものはないか？　食事をしていないと聞いたが」

「大丈夫ですわ。ありがとうございます」

「では、また朝に来る。とにかく身体を休めるように」

　エルンストが身を屈め、額に優しくキスを落とす。

　──エルンスト様。

　そんなはずはないのに、彼と触れ合うのはずいぶん久しぶりに感じられた。

「お待ちくださいませ」

　気づいた時にはマルガレーテは身を起こし、その腕をつかんでいた。

「マルガレーテ？」

「お願いですから、今しばらくここにいてくださいませんか？　お話し申し上げたいことがございます」

「しかし──」

　どこかが痛むような疲れきった表情は、これまで一度も見たことがない。エルンストをそんな状況に追い込んだのは、やはり自分かもしれないと思った。

「どうかお願いでございます」

　父を不幸にしたように彼を苦しめたくない。もう口をつぐんだままではいられなかった。過去を打ち明けて裁断を仰がなければならないが、その機会は今夜しかない。

「わかった」

　もしかしたらはぐらかされるかもしれないと思ったが、意外にもエルンストは頷いて寝台に腰を下ろした。

「私にも、君に話さなければならないことがある。そして許しを請わなければならない」

「エルンスト様が……わたくしに……ですか？」

「先に、君の話を聞かせてくれるか？」

「……はい」

　二人はどちらからともなく身を寄せ合い、手を握り合った。マルガレーテはそうせずには何も話せないような気がしたし、おそらくエルンストも同じなのだろうと思った。

「わたくしは……母を殺した娘なのです」

　エルンストの反応が怖くて、マルガレーテは憑かれたように話し続ける。

「わたくしを産んですぐ、母上は亡くなりました。以後は昨年王宮に呼び戻されるまで祖父母のもとで育ち、そのせいで至らないことばかりで……エルンスト様にはご迷惑をおかけいたしました。本当に申しわけございません」

「マルガレーテ、君は何も悪くない」

「いいえ。わたくしがいなければ母上は今も生きていらしたでしょうし、父上もおしあわせだったはずなのです。エルンスト様だって、わたくしが嫁いでさえこなければ今度のようなことには巻き込まれずに済んで──」

「それは違う！」

　ついに堪えきれなくなったらしく、エルンストが話を遮った。

「違うのだ、マルガレーテ。何もかも承知の上で婚礼を挙げたのだし、君が来てくれて……間者かもしれないと疑っていた時でさえ、私の気持ちは弾んでいた。疑いが晴れてからは本当にしあわせだったのだから、どうか謝ったりしないでくれ。詫びなければいけないのは私の方だ」

　握った手は細かく震え、頬は恥じ入るように赤くなっている。さらに視線を合わせていられなくなったらしく、エルンストは唇を噛んでうなだれた。

「エルンスト様？」

「偶然から始まったことだし、軽い気持ちだった。君が私を恐れているようだったから、ちょうどいいと思ったのだ」

「あの、おっしゃられていることがよくわからないのですが……」

　いったい何をこれほどまでに悔いているのだろう？　自分の過去をすでに知られていたことに驚きながらも、マルガレーテは王太子の狼狽ぶりに当惑していた。

　それでも励ますように手を握り続けていると、やがてエルンストは苦しげな声で「テレジア」と呟いた。

「姉上がどうかなさったのですか？」

「テレジア……テレジアは……いない」

「いない？」

　するとエルンストは覚悟を決めたように顔を上げた。

「初めから存在していなかったのだ。私に双子の姉はいない。いや、正確にはテレジアは生まれた時に亡くなって、私は……ずっと彼女のふりをしていた」

　あまりに思いがけない告白に、マルガレーテはどう反応すればいいのかわからなかった。彼に騙されていたのだから怒るべきなのに、それすらできないほど驚いていたのだ。

「女装していたのは、リヒター一派の動向を探るためだ。君の馬が暴れた時はちょうど城に戻る途中だった」

「テレジア様は実在の方ではないと……そうおっしゃるのですか？」

「あの時の君は、婚礼の日とはまるで別人だった。私を女性だと思って心を許している気がして……だからレント夫人と相談して、しばらくテレジアとして君に接することにしたのだ」

　森で救ってくれたこと、菫の間で慰めてくれたこと、ダンスの手ほどきをしてくれたこと──優しく美しいテレジアとの輝くような思い出が蘇り、マルガレーテは言葉を失ってしまう。

　そう、いつもどんな時にもテレジアはマルガレーテを助け、教え導いてくれた。彼女を思うたびに胸が熱くなるのも当然だ。ずっと慕い続けていたのは愛するエルンストなのだから。

　エルンストはマルガレーテの手を離すと、寝台から下りて跪いた。

「本当に申しわけない。君を騙すような真似をしたことを心から詫びる」

「い、いいえ！」

　マルガレーテは自分も寝台から下り、エルンストの隣に膝をついた。

「何をするんだ、マルガレーテ？」

「エルンスト様こそどうか謝らないでください。わたくしは今日まで何度も、本当に何度となく助けていただきました、テレジア様に……いいえ、あなたに。いくらお礼をしてもしきれないくらいに」

「私を許してくれるのか？」

　マルガレーテは大きく頷き、エルンストの手を取って口づけた。

「あなただけが、いつもわたくしの心の支えでした」

「マルガレーテ、愛している……心から、君だけを」

「わたくしも、あなたをお慕いして──」

　そこまで言った時、両肩をつかまれて強く引き寄せられた。

「……エルンスト様？」

　問いかけても答えは返ってこなかったが、だからこそいっそう迫ってくるものがあった。

　言葉にできないほど熱く一途な思い──エルンストから伝わってくる感情に嘘は感じられない。なんとかしてそれに応えたくて、マルガレーテも広い胸に身を寄せた。

　どれくらいそうしていただろう。やがてエルンストはゆっくり腕の輪を解いた。

「今夜、君を奪わせてほしい」

　緊張しきって声も出せなかったが、マルガレーテは頬を染めながら何度も頷いてみせた。




　気がつけば、二人は生まれたままの姿になっていた。寝台に戻る余裕さえなくて、床に散らばった服の上で抱き合っていたのだ。

　厚い胸板と、くっきり割れた腹筋。引き締まった腰。

　初めてまともに目にするエルンストの肉体は細身ながらもほどよく筋肉がついて、宮殿に飾られている彫像のようにみごとだ。さらに両脚の間で息づく昂りにはただ圧倒されるしかなかった。

「や、ん、ああ」

　全身を包むぬくもりと、なめらかな肌の感触がうっとりするほど心地いい。腹に当たる熱さと硬度に驚きながら、マルガレーテは繰り返されるエルンストのキスに応えていた。

「マルガレーテ、どうしてほしいか教えてくれ。何でも君の望みどおりにするから」

「そんなこと──」

　いつものように悦楽の波間へと導いてほしかったが、まさかそれを言えるはずもない。

「さあ早く」

「エルンスト様……ひどい」

　意地悪を言う唇を塞ごうと手を伸ばすと、その指をつかまれ、宝石を扱うように恭しく口づけられた。

「きゃっ！」

　思わず声を上げてしまったのは、指先を口に含まれたからだ。

　唇に挟まれて指の腹をチロチロと舐められると、何とも言えない感覚に襲われた。くすぐったいだけではない甘い疼きを覚え、マルガレーテは身を捩る。腰の奥がじんわり熱くなって、じっとしていられなかった。

「他のところも舐めてほしいのだろう？」

「や、あ！」

　指をくわえたまま問いかけられて、濡れた声が漏れる。堪えようとしても、抑制がきかなくなっていた。

「マルガレーテ、君はきれいだ……とても」

　エルンストがたおやかな肢体を抱き上げ、改めて寝台へと運ぶ。

「エルンスト様」

　絹の敷布の上に下ろされると、それだけで鼓動が速くなった。

　いじられたがって震えている胸や、蜂蜜色の下生えを蝋燭の光が照らしている。脚を開けば、濡れそぼっている花園も見えてしまうはずだった。

　こうして肌をさらしていると消え入りたいほど恥ずかしいが、マルガレーテは夫の青い瞳をまっすぐ見つめ返した。

　エルンストが自分を欲しがってくれているのなら、その要求に全身で応えたい。今はただ彼と身も心も強く結ばれたかった。

「もっとよく見せてくれ」

「あっ！」

　下肢を大きく広げられ、マルガレーテは息を呑む。淡い叢の奥でヒクついている肉花があらわになって、頬がカッと熱くなった。

「本当に愛らしいな、君のここは」

　恥ずかしい体勢を取らせたまま、エルンストは瞳を輝かせて、顔を寄せてくる。震える秘裂に息がかかって、細い身体が跳ねた。

「あ……あ、あん」

「あまり煽らないでくれないか。我慢できなくなる」

　瞳の色がいつもより濃くなっていて、彼が官能の炎に炙られているのがはっきり見て取れる。

「エルン──」

　開いた唇から、熱い舌が割り込んできた。舌先をくすぐられ、絡められて、それだけで息が上がりそうになる。懸命に口づけに応えながら、マルガレーテは腹に当たる硬いものに腰をすりつけてしまうのだった。

「おっと」

　エルンストが慌てて上体を起こした。

「だめだ、マルガレーテ。今は急ぎたくない。ようやく君とひとつになれるのだから」

「は、はい」

「どうか私に任せてほしい」

　マルガレーテはもうまともに返事ができなくなっていた。これまでいろいろな経験をしてきたはずなのに、今夜のエルンストはこれまでとは違って感じられる。

　鎖骨に、足のつけ根に、そうかと思うと肩先に、続いて胸元に、唇や舌や指先が自在に、けれども降り続く雨のように絶え間なく身体を這い回る。そのたびに触れられたところに小さな稲妻が走るような気がした。

「だめ……だめぇ」

「どうして？　もっと、もっと感じてくれ」

　すべてを言い終わらないうちにエルンストは右側の乳首を口に含んだ。唇の動きがそのまま甘い刺激となって、マルガレーテは大きく体をしならせる。すでに潤みきっている花弁がまた淫蜜を溢れさせた。

「あ、あぅっ！」

「我慢するな、マルガレーテ」

　少し硬い指先が女陰をかすめていった。その動きはあくまで優しく、ゆるゆると胸元と性器を行き来して、マルガレーテを追いつめる。

「泣いているのか？」

　快感が強過ぎて視界が潤むと、エルンストは目元に浮かんだ涙を唇で吸い取ってくれた。けれど続いて秘唇に下りてきた指先は少し意地が悪かった。

「ああ、こちらも涙を零しているな」

　浮かんだ露を繊細な襞に沿って、クチクチと塗り込めるのだ。乳首を甘噛みされながら、それを何度も繰り返されて、マルガレーテは悲鳴を上げた。

「や、いやぁ、エルンスト様！」

「すまない。だが……やめてやれない。君がかわい過ぎるから」

「でも、わたくし……もう……あ、ひっ！」

　マルガレーテは懸命に身を捩ろうとしたが、エルンストはそれを許さず、狙いすましたように指の動きを速める。そんなふうにされれば、愛撫に慣れた身体はひとたまりもない。

　なおもマルガレーテを啼かせた後、エルンストは濡れ光る宝珠を軽く引っかいた。

「あっ！　あ……ああ……」

　目の前が白く染まり、大きな波にさらわれていくようだった。ガクンと力が抜け、マルガレーテは大きく息を吐く。

「エル、ンスト……さ、ま」

　二人で一緒に上りつめたいと思っていたのに、エルンストはマルガレーテだけをひたすら追い上げ続けた。それもいつもよりずっと容赦なく。

「ひどい……わ、わたくし、ばかり」

　極めた後の脱力感で少しぼんやりしながら、マルガレーテは涙ぐんだ。自分だけでなく、エルンストにも快感を味わってほしかったのだ。

「慌てる必要はない。時間はたっぷりあるのだから」

「でも──」

　エルンストは気にする様子もなく、愛しくてならないというように目を細める。

「いくら愛撫しても足りないのだ。もっともっと泣かせて、めちゃめちゃにしたくなる。喘ぎ声も、泣き声も、君の何もかもが本当にかわいくてたまらない」

　その言葉で、マルガレーテは耳まで真っ赤になってしまう。しかしエルンストは欲望に声を掠れさせ、さらにいたたまれなくなるようなことを言った。

「マルガレーテ、君は私だけのものだ。君の全身にそれを刻みつけさせてほしい」

　まるで極上のチョコレートのように濃厚で甘い誘惑。輝石のような瞳に熱く見つめられ、ねだるように囁かれれば、断れるはずもない。

「ええ。どうぞ……お心のままになさって」

「かわいいマルガレーテ」

「エルンス──あ、ああっ！」

　呼びかけを唇に吸い取られ、マルガレーテはたくましい背中にきつく腕を回した。




　いくら愛撫しても足りない──エルンストはそう言った。けれどマルガレーテもまた気を失いそうになりながら、肌を這う指先や舌を求め続けていた。

　全裸で大きく脚を開き、泣きながら腰を振るなんて、自分はこんなにも淫乱で貪欲だったのだろうか。

　大好きでたまらないエルンストに、よがり狂う恥ずかしい姿を見せたくない。しかしマルガレーテをそうさせているのも、また彼だった。

「や、い、いや……や、やめてぇ」

「だめだ、マルガレーテ。君のここはもっと欲しがっている」

　長い指がぬかるんだ隘路をヌチャヌチャとかき回す。

「あっ、あうぅ！」

「気持ちいいのだろう？」

　マルガレーテは秘唇を甘噛みされながら、蜜口に指を受け入れて、大きく喘いでいた。いじられ続けた二つの乳首は赤く色づき、白い肌のあちこちに花びらのように口づけの痕が散っている。

　このままではエルンストとひとつになる前に失神してしまうかもしれない。受け止めきれない悦びを彼自身にも感じてほしいのに。

　マルガレーテは丹念な愛撫に溺れながら、必死に訴えた。

「待って……どうぞお待ちください、エルンスト様。お願いです。わ、わたくしにも……エルンスト様に……そ、その」

　恥ずかし過ぎて、とても先を続けられない。どうすればいいのかもわからない。それでもマルガレーテはあきらめなかった。

「教えてくださいませ。わたくしはどうすれば……エルンスト様を？」

「そんなことはしなくていい」

「いいえ！　わたくしにも何かさせてくださいませ。方法をお教えください！」

「マルガレーテ」

　必死の願いが通じたのか、エルンストが目元をなごませた。

「……ありがとう」

　力の抜けた身体がゆっくり引き起こされる。エルンストは胡坐をかいて座り直すと、向かい合う形でマルガレーテを両膝の間に座らせた。王太子の身体の中央では隆々とした肉茎が存在を主張するように形をなしていた。

「では、これに触れてくれるか？　ゆっくり擦ってほしい」

「はい」

　少し伸びあがってエルンストにキスしてから、マルガレーテは身を屈めた。

　何本も血管が浮き出た浅黒い男根。脈打つたくましい雄は、前に目を閉じたまま触れたものだ。その形状に少し怯えながら両手でそっと包んでみる。

　瞬間、怒張がピクンと震えた。

「まあ」

　おそらく見た目よりずっと繊細な器官なのだろう。それならば──。

　何度か撫でさするようにしごいてから、マルガレーテは唇を寄せた。

「マルガレーテ！」

　うろたえた声が響いたが、かまわず雄芯に口づける。すべてを頬張るのは無理そうなので、まず茎の部分に唇を添わせ、少しずつ顔をずらしていった。同時に舌先も小刻みに動かしてみる。愛撫のしかたがわからないので、エルンストが自分の花芯を愛してくれたやり方を真似してみたのだった。
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「うっ！」

　ふいに頭上で息をつめるような音がして、剛直がさらにかさを増したような気がした。

　感じてくれているのだろうか？　マルガレーテはうれしくなって、先端の丸みを帯びた部分にも舌を伸ばそうとした。

　ところが、いきなり体が浮いた。エルンストが両肩に手をかけて、身を引いてしまったのだ。

「エルンスト様？」

「だめだ」

「えっ？」

「これは反則だ。頼むから、もうやめてくれ」

　それ以上堪えきれなくなったらしく、エルンストはマルガレーテを押し倒し、再び蜜口を探り始めた。

「あっ！」

　その部分が彼の指を呑み込む濡れた音に、たちまち身体が熱くなる。もぐり込んだ指先はそのまま柔襞を擦り出したが、さっきよりずっと感じやすくなっている気がした。

　わずかに爪を立てながら、エルンストが中を広げるように指を回す。

「ひっ！」

「すごい。さっきより柔らかくなって、絡みついてくる」

「や、そんなこと、おっしゃらないで」

「力を抜いてくれ、マルガレーテ。今から君の中に入る」

「え、ええ」

　答えを待ちかねたように指が抜かれ、両脚を抱え上げられた。

　大きく割り開かれると、自分でも秘処がヒクついているのがわかる。エルンストを求めて、淫らに疼いているのだ。

　次の瞬間、張りつめたものが押し当てられた。マルガレーテは指とは比べものにならない質量に息を呑む。

「マルガレーテ……マルガレーテ……楽にして」

　甘く、優しく囁かれ、マルガレーテはエルンストに縋って、できるだけ力を抜いた。

「そう、いい子だ」

　グイグイと繊細な襞をめくるようにして、エルンストが侵入してくる。同時に痛みも圧迫感も押し寄せてきたが、それ以上にマルガレーテはその確かな熱感がうれしかった。

　ようやく愛しい相手とひとつになることができたのだ。

「エルンスト様」

　その時、マルガレーテの頬を濡らしたのは、まぎれもなく悦びの涙だった。

「大丈夫か？」

　問いかけるエルンストの声も切羽つまったように掠れている。

「動いてもいいだろうか？」

「ええ……ええ、大丈夫ですわ」

　様子をうかがっている王太子に、マルガレーテは眉を寄せながらも笑いかけた。

　もっと強くエルンストを感じたい。彼の形を、温度を、どんなふうに自分を犯し、どうやって歓喜へと導いてくれるのか、愛する男のすべてを実感したいと思った。

　願いに応えるように、エルンストはゆっくり動き始めた。しきりに跳ね上がる腰を押さえ、少しずつ位置を変え、速度を変えて、感じる場所を探るように浅く深く抜き差しを繰り返す。

「愛している、マルガレーテ」

「わ、わたくしも……あ、あうぅ！」

　揺さぶられ、穿たれていると、身体が際限なく熱くなっていく。まるで吹きすさぶ熱風に巻き込まれているみたいだった。
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　その時、エルンストが両方の足首をつかんだ。

「マルガレーテ、マルガレーテ」

　何度も名前を呼びながら、自身を収めたまま足首を上へ上へと持ち上げる。

「やあっ！　あああ──」

　ついには寝台からすっかり腰が浮き上がって、さらに深く穿たれる形になった。決して楽ではない体位にもかかわらず、マルガレーテは悦びの涙を流す。いっそう鮮烈にエルンストを感じることができる気がしたのだった。

　やがて夜明けの光が差してきても、二人は身を離すことができなかった。

　エルンストとマルガレーテはどちらからともなく唇を求め、名前を呼び合い、何度となく口づけを交わす。限界などとっくに超えているはずなのに、いくら繰り返しても、どんなに深く貪り合っても、まだ足りない気がした。

　──愛しています、あなたを……あなただけを。

　グチュグチュと蜜路を擦られるたびに、ほっそりした身体に痙攣が走る。なおもエルンストの灼熱に犯されながら、マルガレーテは甘やかな闇の中へと落ちていった。






　終章






「これはみごとだ」

　石造りの広いバルコニーに立つと、エルンストは感嘆のため息を漏らした。

　彼方に赤や黄色に染まる山々を控え、大理石の建物が目立つ町並みが放射状に大きく広がっている。市街地の外れをゆったりと流れる川は、朝の光を受けて白く輝いていた。

「君の故郷は誠に美しい国だな」

　笑顔で深く息を吸うと、エルンストは傍らに立つマルガレーテを抱き寄せた。

「どうもありがとうございます」

「隣国とはいえ、マスレルの秋とはまた趣が違って、いくらこうしていても見飽きることがない……君のように」

「まあ、エルンスト様ったら」

　すかさず唇を奪われて、マルガレーテは頬を染める。結婚してすでに数カ月が過ぎているのに、今でもエルンストに口づけされるたびに鼓動が速まってしまうのだ。

「お気に召していただけて何よりです」

　咳払いの音が聞こえ、二人は思わず顔を見合わせる。エラーデンの国王となって間もないヘルマンも一緒だったことを忘れていたのだ。

「い、いや、ヘルマン殿、これはその──」

「ああ、そうだ。エルンスト殿、マルガレーテが育った村は王都よりさらに美しいところですよ。いつかお時間ができたら、妹と訪ねてみられるといい」

「そ、それは興味深い。ぜひいつかお伺いしたいものです。ヘルマン殿もぜひご一緒に」

「ええ、もしお邪魔でなければ」

　少し皮肉な口調だったが、その表情は屈託がなく、親しみを感じさせるものだった。

「あそこは秋もいいが、春はもっとすばらしい。そうだな、マルガレーテ」

「ええ、兄上様」

　ヘルマンはこんないたずらっぽい表情をする人だっただろうか？

　マルガレーテは改めて兄を見やった。いつかエルンストが「食えない男」と評していたことを思い出し、つい笑ってしまう。

　決してわかりやすくない上に、近寄りがたさも感じるが、それでもヘルマンは優しい人だと、ようやく理解できるようになったのだ。

　婚礼を挙げてから約四カ月。エルンストとマルガレーテはヘルマンの戴冠式に参列するため、国賓としてエラーデンを訪れていた。

「ところで最近はいかがです？　お国は落ち着かれましたか？」

「ああ、おかげさまで」

　エルンストが表情を改めて、ヘルマンに向き直った。

「その節は本当にお世話になりました。改めて感謝を申し上げる」

「いや、あるべき姿に戻す手伝いをさせていただいたまで」

　現在のエルンストは病の床にある国王を支え、マスレルをつつがなく統べているが、それはヘルマンの協力がなくてはなし得ないものだった。

　王太子を陥れようとした宰相は遠島へ送られ、その息がかかった者もみな王宮から一掃された。手を組んでいた王妃も北の国境近くの離宮へと居を変えた。表向きは静養ということになっているが、実際には厳しい監視のもとで幽閉されているのだった。

「お優しいことだ。私だったら首をはねてやるところだが」

「いや、誇り高い彼らにとって今のような境遇に置かれることは死よりつらいかもしれません」

　エルンストの視線がかすかに揺れる。

　その心の傷を思い、マルガレーテはそっと王太子に寄り添った。エルンストもまた妻の肩を抱き、蜂蜜色の髪に唇を寄せる。

「弟君はどうしておられる？」

「私が引き取りました。マルガレーテもそれを望んでくれたので。あいかわらず臥せってしまうことが多いのですが、しっかり育てていくつもりです。来年には家族も増えますので」

「何だって？」

　よほど思いがけなかったのか、ヘルマンは声を上擦らせて目を見開いている。

「こ、こ、子どもが？」

「ええ、ヘルマン殿。あなたは春には伯父上になられる」

「よかった。本当によかった。おめでとう、エルンスト殿」

　驚いたのはマルガレーテも同じだった。ヘルマンがこれほど喜んでくれるとは思いもしなかったのだ。

「マルガレーテ、身体を大事にして丈夫な子を産むのだぞ」

　兄の目元に光っているのは涙だろうか？　共に過ごした時間は少なく、ほとんど声をかけてくれなかったとしても、ヘルマンは彼なりに妹を愛していたのだ。

　父も兄も自分を思ってくれていた。それなのにエラーデンにいたころのマルガレーテは彼らの本心に気づくことができなかった。若く未熟だったし、遠ざけられていたとはいえ、自分自身もまた心を閉ざしていたのかもしれない。

「はい、兄上様。お約束いたします」

　マルガレーテの胸にもこみ上げてくるものがあったが、これから戴冠式を控えている兄に涙など見せるわけにはいかない。せめて心からの感謝を伝えるために、笑顔で大きく頷いた。

「ときにヘルマン殿、お妃は決められましたか？」

　それぞれに目を潤ませている兄と妹に気づいたのか、エルンストがおどけた調子で声をかけてきた。

「き、妃？」

「国王となられるのだ。そろそろ身を固めろと周りが騒いでいるでしょうに」

　やり込められそうになったのが悔しかったらしく、ヘルマンは憮然とした表情になった。

「そうだな。テレジア様が本当におられたら、すぐにも結婚を申し込むのですが」

「じ、冗談ではない」

　エルンストは一度テレジアの姿でヘルマンを訪ねたらしく、顔を赤くして苦笑した。

「それはともかく……エルンスト殿、妹をどうかよろしく頼みます」

「もちろんです。マルガレーテは命より大切な妻ですから」

　二人が親密な様子で語り合うのは、婚礼の日にも目にした。しかし今のマルガレーテには何もかもがあの時とは違って、明るく光り輝いて見える。

　──お慕いしております、エルンスト様。いつまでも、誰よりも。

　思わずエルンストを見やると、まるで心を読み取ったように引き寄せられた。

　たとえ冷たい風に吹かれていても、その胸の中は春の野辺のようにあたたかく、安心して身も心も委ねることができる。

　マルガレーテはエルンストに微笑みかけ、少し爪先立ちをして唇を合わせた。


（了）　







あとがき

　こんにちは、麻あさ倉くらとわです。このたびは『女装王太子の甘美な淫愛』をお買い求めいただき、どうもありがとうございます。トパーズノベルス様から十一作目の配信になります。




　とても筆が遅くて、いつも「もうだめ。終わらないかも」と取り乱しながら書いている私ですが（今回も何度も「もうだめ」状態に陥りました）、こうして新作をお届けできるのは、読んでくださるみなさまのおかげだと心から思っております。いつも本当にありがとうございます。

　さて本作を書いている時は次から次と大雨や台風が続いて、各地でたいへんな事態が起こり、新聞やテレビのニュースを見るたびに呆然としておりました。

　被害に遭われた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。どうか一日も早く平穏な毎日に戻られますように。

　また一方では楽しく、ワクワクする出来事もたくさんありましたが、ここ数年は本当にいろいろなことが起こるなあと感じています。そんな忙しく煩雑な日々の中、少しだけ日常から離れて、みなさまを違う世界にお連れできたら──そう思いながら、あれこれお話を書いています。




　そして今回はまたちょっとだけ挑戦してみました。な、な、なんと女装です。

　女装王太子……って、そんなヒーローでいいのでしょうか？　王太子エルンストの女装は趣味や性癖というわけではなく、あくまでもヒロインのマルガレーテを救うためなのですが、その際はけっこうガッツリ女性らしく振る舞ってもらいました。不思議な三角関係（？）から真実の愛を見つけるまでのお話をどうぞ楽しんでいただけますように。




　本作のイラストは小路こうじ龍たつ流る先生に担当していただきました。ひとり二役とか、女装とか、やたらと面倒な設定にもかかわらず、とてもすばらしいイラストを描いてくださいました。

　小路先生、思い描いていたより何倍も何倍もすてきなエルンストとマルガレーテに会わせてくださって、深く感謝を申し上げます。

　それからトパーズノベルスの担当様には、今回もたいへんお世話になりました。繰り返し陥る「もうだめ」状態の中、何かと励ましていただき、ようやく書き上げることができました。心よりお礼を申し上げます。

　最後までおつき合いくださり、どうもありがとうございました。

　あいかわらず至らない私ですが、引き続きがんばりますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします。




二〇二〇年一月吉日


麻倉とわ　　　　　　








トパーズノベルス

同時配信二〇二〇年一月三一日配信予定









[image: ]









鬼上司は年下イケメン～エリートのテクに囚われて～


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：ひなた翠

　イラスト：緒田涼歌







　「魅力的すぎる結愛の身体は罪だ。仕事中なのに、抑えられない」







　　大手スーパーのパート職員、山やま崎ざき結ゆ愛あは妹の身代わりとしてお見合いに出ることに。なんとお見合い相手は、絶賛片思い中の上司、冴さえ島じま奏そう太た課長だった。見合いの席なのに、いきなりキスされて、ホテルへ直行……!?
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忘却の迷宮～黒騎士は姫君の愛を取り戻す～


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：赤城まや

　イラスト：かんべあきら







　「私は何としても、お前から真実を聞き出したい。その心が知りたいのだ。その為に、ここまで生きながらえてきたのだから……！」







　　伯爵令嬢ユリアナは一年間の記憶がない。義父が亡くなり窮地に立った彼女を救ったのは、漆黒の髪と瞳の公爵ミヒャエル。だが彼の館でミヒャエルは彼女が彼を裏切り、罪を犯したと告げる。そして思い出せない彼女を寝台に押し倒し…!?








トパーズノベルス

近日配信二〇二〇年二月二八日配信予定







絶倫ＤＴが女神さまと結婚すると（仮）


【書下ろし・イラスト三枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：みみん







　「お願いごとなら、ちゃんと言おうか。言えたらご褒美をあげるよ……何度も何度でも」




　　　美田文房具の店主、美田葵のことを好き過ぎてＥＤ＆ＤＴな一ノ瀬竜。親に言われるまま結婚したがセックスレスに。葵はＡＶ動画を参考に竜を『ご主人様』としてご奉仕。すると竜が絶倫に！　店主としても復帰する葵だが。








恋は邪魔者～元の鞘には収まりません～（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：有允ひろみ　　イラスト：小路龍流







　「挿れるよ、琴音の中に……。ずっと、奥のほうまで……、今夜は琴音がもうやめてって言うまで離すつもりないから」




　　　琴音はＮＹで失職後、帰国してある企業に再就職を果たす。しかし、同社社長は五年前、突然訳も言わず琴音を捨てた元カレ・誠也だった！　復縁を迫られ、いけないと思いつつもいまだくすぶり続けていた恋心が再燃してしまい……!?







トパーズノベルス

女装王太子の甘美な淫愛
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